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．はじめに

中標津町は北海道東部・根室振興局管内にあ

る、人口 2万 2千余人 （2024年11月末現在） の

町である。

北海道において、道内人口が1997年から減

少に転じた中にあっても、2000年代前半 （2000

～05年） も人口増加を続けた数少ない市町の一

つが中標津町であった （図 1）。「札幌一極集中」

が叫ばれる中、大都市とはいえない同町におい

て「成長」がみられた背景には「中標津モデ

ル」と名付けた特徴 （次章で詳述） があった。

「中標津モデル」に関しては、新聞連載記事

（北海道新聞社編、2022に集約） や雑誌記事 （ク

オリティ編集部、2020）、HP記事 （松本、2023）

に、さらには大衆誌的なもの （昼間・鈴木、

2021） にも取り上げられてきた。これらの中に

は「中標津モデル」に関して、若干の「誤解」

が含まれる場合もある。「中標津モデル」への

注目の契機は人口増加にあった。とはいえ、

もっとも注目すべき点・核心はそこではない。

ただ、そうした「誤解」は、「中標津モデル」

の公表が日本経済新聞の解説記事「やさしい経

済学」における連載「サービス経済化と地域格

差」の第 8回目 （日本経済新聞、2019年 5月19

日付） においてであり、限られた字数による説

明だったためということもあろう。そこで、あ

らためて「中標津モデル」について説明してお

きたい。これが本稿の第一の目的である。

他方で、本稿には関連する別の目的もある。

それは、中標津町の人口も2010年代に入って

から減少に転じたという現状に関わる （図3参

照）。こうした現状が「中標津モデル」の意義

や本質を揺るがすものではない。この点を中標

津町のおかれた現状を確認しながらみていく。

これが本稿の第二の目的である。

以下、まずⅡ章において、「中標津モデル」

について、あらためて説明をしておく。続くⅢ

章では中標津町の人口について、Ⅳ章では中標

津町を取り巻く商業環境について、Ⅴ章では医

療受診行動について確認していく。それらを通

じて「中標津モデル」の現状を確認し、その不

変性について述べていく。

．中標津モデルとは

まずは「中標津モデル」について言及した日

本経済新聞の記事（日本経済新聞、2019年 5月

19日付）を引用しておく。

「中標津モデル」とその現状に関する覚書

加藤　幸治

本学地理・環境コース　教授

キーワード：中標津町、北海道、中標津モデル、中心地、人口移動

図１　北海道における2000～2005年の人口増加率
資料：国勢調査
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中標津は人口 2万数千の北海道東部の町で

す。北海道全体の人口が減少し、ほとんどの

市区町村で人口減少がみられた2000～05年

においても、人口増加した町です。

当町の中心部近くには地場資本の大型商業

施設が立地し、その周囲には商業・サービス

業のロードサイド型集積が形成されていま

す。その中には「地域センター病院」である

町立病院も含まれ、周辺市町にはない「選択

の幅」の魅力から集客力を持っています。ま

た、そうした魅力から、町内外の酪農家（の

ヘルパーや「若夫婦」）、水産加工場で働く

人々もが中心部に住まう町となっています。

根室総合振興局管内の自衛隊員や教員の中に

も、退職後の住宅を中標津町内に求める人が

みられます。

商店・サービス施設の数は決して多くはな

いものの、コンパクトで魅力的な中標津町の

商業・サービス業集積が、当町を「中心地で

あるとともにベットタウン」というユニーク

な存在たらしめています。「地方創生」の戦

略とされる「小さな拠点」のモデルともいう

べき存在ではないでしょうか。

（日本経済新聞、2019年5月19日より一部抜粋）

これを模式化すれば図 2のようにまとめら

れる。

商業・サービス業の集積には、大型商業施

設・ロードサイド型施設や病院の他にも、中標

津町やその周辺地域の経済基盤となっている農

業を支える機能、とりわけ大型農業機械の販売

や修理を担う企業・業種の集積も含まれる。さ

らには、町内あるいは周辺地域の建設需要に応

える建設業やその出張にも多く利用される宿泊

業の集積もみられる。これらの立地は中標津町

が交通の要衝にあることに起因する。

こうした周辺地域の中心地としての性格が、

日常生活圏の中心、すなわち周辺の買物圏の中

心として、また医療圏の中心として、さらには

通勤・通学圏の中心として、周辺地域の人々を

日常的に中標津町へと誘引している。ただ、こ

うした状況は中心地において広く認められる。

むしろ、そうした結節地こそを中心地と呼ぶの

だとさえいえる。

中標津町はかような日常生活圏の中心地とし

て存立するだけではない。経済機能の集積・就

業機会の集積が周辺地域に住む人々を定住人口

として引き寄せている。と同時に、町内から周

図２　中標津町における人口とサービスの集積の形成

交通の要衝がゆえの存立

派遣医・出張医

　
　←

（空港：東京・札幌直結） （道路ネットワークのノード）

商業集積
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あることから、商業・サービス活動が存立しや

すい。集積が存立のみならず、活動の活発化を

促し、富の集積へと繋がる。それが商人や行商

といった来訪者達を誘引して、それら活動をま

すます活発化させ、商業・サービス業の集積を

さらに促進する。

しかも、こうした集積地内ではエネルギー供

給を、コスト面でも環境負荷の面でも効率的に

行いやすいというメリットもある。「中標津モ

デル」には、こうした拠点の先進例といえるか

もしれないとの含意もある。

こうした本質に変化がなければ、その意義に

も変化はない。人口拡大という「成長」が着目

の契機ではあったが、そこが注目すべき点では

なく、「中標津モデル」の核心は「中心地であ

るとともにベッドタウン」という点にこそある。

．中標津町における近年の人口動向と

　　その背景

１．近年における人口減少の背景

とはいえ、中標津町においても、2012年を

ピークに人口減少し始めている （図 3）。それは

中標津町の中心性・拠点性が低下したことの証

左だともみなしうる。そこで2010年代以降の

人口減少の詳細について確認していく。

2010年代以降における人口減少の理由は、人

口の自然減 （出生数－死亡数でのマイナス）、

社会減（転入数－転出数でのマイナス）がとも

に進んでいることにある （図 4）。なかでも近年

においては自然減によるところが大きい。とい

うのも、人口の社会減は年による変化はあるも

のの、人口増加がみられた2000年代において

も、一定数みられるものであった。2000年代で

は、それを自然増加がカバーしていた。しかし

ながら、2014年度を最後に、中標津町では自然

増加がみられなくなったからである。

この自然減は死亡数の増加以上に出生数の低

下によるところが大きい。中標津町における年

辺地域へと流出する人口を引き留め、人口数を

押し上げている。こうした状況は「都心回帰」

現象として知られ、現在、大都市都心部におい

て広く認められるものである。中標津町は、大

都市と同じような「都心回帰」がみられる拠点

となっていると評価できる。

一般に、「都心回帰」した人口の多くは、そ

の中心地内で就業する。いわば「都心部にあっ

ても職住近接を果たした暮らし」を実現するの

が通例である。しかしながら中標津町において

は、そうした就業とともに、中心地に住みなが

らも周辺地域へ通勤・通学する人々の存在が認

められる。その中心は「町内外の酪農家 （のヘ

ルパーや「若夫婦」）、水産加工場で働く人々」

に代表される酪農業の従事者や水産加工業やそ

の他の製造業の就業者であり、また、それら以

外の産業に従事する通勤者である。

こうした中心地からの通勤者は、大都市都心

部においてはほとんど認められない。そうした

通勤が、通勤者の居住地地代負担を禁止的に高

いものとするからである。それに対して、中標

津町から町外への通勤・通学者率は1990年に

2.3％であったものが、2000年には6.0％、2010

年には7.4％と漸増してさえいる。中心地であ

るとともに、周辺地域の就業者の供給地＝

「ベッドタウン」としても機能している。これ

こそが中標津町の特徴である。

人口減少社会にあって、こうした機能を果た

す中心地が形成されれば、それは「都心回帰」

と職住近接が果たされた「コンパクトシティ」

として存立するだけではなく、周辺地域の通

勤・通学者の拠点でもある中心地となる。その

先駆をなすと目されるのが中標津町であり、こ

れこそが「中標津モデル」の核心である。

「中標津モデル」は、近代以前の「城郭都市」

における活動のイメージと重なるものである。

城郭都市内住民＝都市内の労働者は、城壁の外

で農業や牧畜を行うことがあっても、夜間は城

郭内に戻ってくる。こうした夜間人口の集積も
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いくつかの注意を要する点がある。第一には、

一般論ではあるものの、こうした傾向が人口減

社会にある日本全体の傾向であって、それとの

共通点・相違点を確認する必要があるというこ

とである。

第二には、中標津町の年齢階級別人口の増減

率を北海道全体と比べた場合にみられる特徴に

関してである。両者を比較して、北海道の増加

率に比べて中標津町の増加率が高い階級に網掛

けしてみると、その網掛けが右下がりに連なる

世代がある （表 3）。例えば、2000年に 0～4

歳、つまり1996～2000年生まれで、2020年に

15～19歳になっている世代である。それ以外で

も、2020年に40～44歳 （1971～75年生まれ） の

世代、65～69歳 （1946～1950年生まれ） の世

代、70～74歳 （1941～1945年生まれ） の世代に

齢 （5歳階級） 別人口の推移に示されているよ

うに、高齢者 （65歳以上） 層ではすべての階級

において人口増加がみられる （表 1・2）。それ

に対して、0～4歳人口が2010年代前半 （2010

年と2015年の比較） で120人減、2010年代後半

（2015年と2020年の比較） で238人減となった

ことに象徴されるように、年少人口の低下、と

りわけ出生直後世代人口の低下によって、死亡

者数をカバーできていない形となっている。

もちろん、これには出生者の親世代の減少も

影響する。25～29歳から40～44歳のいわゆる

子育て世代は2010年代前半に576人減、2010

年代後半では751人減となっている。これら世

代の流出 （社会減） が出生数の減少につながっ

ているわけである。

ただ、こうした出生数の減少を評価する上で
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図３　中標津町の人口

資料：中標津町『町勢要覧 資料編』
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図４　中標津町の人口動態 （1994～2022年度）
資料：中標津町『町勢要覧 資料編』
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表１　中標津町における年齢 （５歳階級） 別人口の推移

1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

 0～ 4歳 2,007 1,731 1,406 1,291 1,294 1,337 1,220 1,100 862 

 5～ 9歳 1,986 1,938 1,648 1,386 1,266 1,234 1,339 1,160 1,044 

10～14歳 1,682 1,908 1,851 1,632 1,367 1,263 1,220 1,303 1,115 

15～19歳 1,509 1,434 1,573 1,509 1,418 1,221 1,134 1,069 1,108 

20～24歳 1,498 1,415 1,323 1,410 1,417 1,214 930 799 776 

25～29歳 2,164 1,714 1,580 1,581 1,743 1,687 1,423 1,167 1,074 

30～34歳 2,097 2,020 1,674 1,637 1,672 1,843 1,810 1,529 1,213 

35～39歳 1,623 1,956 1,961 1,655 1,659 1,728 1,885 1,758 1,498 

40～44歳 1,518 1,530 1,873 1,925 1,637 1,667 1,695 1,783 1,701 

45～49歳 1,345 1,430 1,445 1,841 1,883 1,601 1,594 1,633 1,785 

50～54歳 1,084 1,256 1,382 1,427 1,801 1,869 1,572 1,596 1,591 

55～59歳 772 1,015 1,184 1,324 1,376 1,787 1,826 1,525 1,557 

60～64歳 632 766 982 1,185 1,329 1,334 1,689 1,766 1,446 

65～69歳 485 589 714 932 1,154 1,258 1,286 1,636 1,697 

70～74歳 349 444 551 636 859 1,061 1,188 1,226 1,520 

75～79歳 241 294 374 454 564 773 952 1,060 1,106 

80～84歳 114 162 231 286 388 466 646 821 906 

85歳以上 81 73 148 215 328 447 573 748 922 

資料：国勢調査

表２　中標津町における５歳階級別人口の増減数

1980年と
1985年と
の比較

1985年と
1990年と
の比較

1990年と
1995年と
の比較

1995年と
2000年と
の比較

2000年と
2005年と
の比較

2005年と
2010年と
の比較

2010年と
2015年と
の比較

2015年と
2020年と
の比較

 0～ 4歳 －276 －325 －115 3 43 －117 －120 －238

 5～ 9歳 －48 －290 －262 －120 －32 105 －179 －116

10～14歳 226 －57 －219 －265 －104 －43 83 －188

15～19歳 －75 139 －64 －91 －197 －87 －65 39
20～24歳 －83 －92 87 7 －203 －284 －131 －23

25～29歳 －450 －134 1 162 －56 －264 －256 －93

30～34歳 －77 －346 －37 35 171 －33 －281 －316

35～39歳 333 5 －306 4 69 157 －127 －260

40～44歳 12 343 52 －288 30 28 88 －82

45～49歳 85 15 396 42 －282 －7 39 152
50～54歳 172 126 45 374 68 －297 24 －5

55～59歳 243 169 140 52 411 39 －301 32

60～64歳 134 216 203 144 5 355 77 －320

65～69歳 104 125 218 222 104 28 350 61
70～74歳 95 107 85 223 202 127 38 294
75～79歳 53 80 80 110 209 179 108 46
80～84歳 48 69 55 102 78 180 175 85
85歳以上 －8 75 67 113 119 126 175 174

資料：国勢調査
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世代による「波」が存在するということであ

り、その「波」の高低という動きにも一定の考

慮すべき点があるということである。

さらに第三には、上記のような世代間の

「波」を意識して、出生コーホートに注目して

みた場合の特徴である。一定年齢以上の特定世

代の人口 （例えば2015年における10～14歳人

口） には若干の自然減少 （つまりは死亡） があっ

ても、その世代が自然増加すること（例えば

10歳の子供が出生するということ） はありえな

い。つまり、その世代の増減は社会増減によっ

て決まる。したがって、人口の流入・流出が活

発な世代ほど、その増減が大きくなる。こうし

た点に注目して、特定世代 （出生コーホート）

に注目して分析するのが、もっとも一般的な

コーホート分析である。そこで節をあらため、

コーホート分析から中標津町の転出入の動向に

ついてみていく。

ついても同様のことを指摘できる。

これら世代は全国的にみても「団塊の世代」

や「団塊ジュニア」と呼ばれるベビーブーム世

代にあたる。ただ中標津町では、それら世代の

増加が北海道全体よりも明らかに多く、全国的

には認められない「『団塊ジュニア』のジュニ

ア」、つまりは「第三次ベビーブーム」世代と

も呼ぶべき世代 （1996～2000年生まれ） の存在

が認められる。ベビーブームは、各世代が親世

代となるに至る間隔、おおよそ25年間隔で生

じている。その間隔が維持されているとするな

らば、2021年からが、次のベビーブーム （「第

四次ベビーブーム」） 世代の生年にあたること

になる。

もっとも「第三次ベビーブーム」が全国的に

指摘されることがないように、中標津町に「第

四次ベビーブーム」の到来を想定するのは非現

実的だろう。したがって、ここで指摘すべきは

表3　中標津町における5歳階級別人口の増減率（％）

1980年
～85年

1985年
～90年

1990年
～95年

1995年
～00年

2000年
～05年

2005年
～10年

2010年
～15年

2015年
～20年

 0～ 4歳 －13.8 －18.8 －8.2 0.2 3.3 －8.8 －9.8 －21.6

 5～ 9歳 －2.4 －15.0 －15.9 －8.7 －2.5 8.5 －13.4 －10.0

10～14歳 13.4 －3.0 －11.8 －16.2 －7.6 －3.4 6.8 －14.4

15～19歳 －5.0 9.7 －4.1 －6.0 －13.9 －7.1 －5.7 3.6
20～24歳 －5.5 －6.5 6.6 0.5 －14.3 －23.4 －14.1 －2.9

25～29歳 －20.8 －7.8 0.1 10.2 －3.2 －15.6 －18.0 －8.0

30～34歳 －3.7 －17.1 －2.2 2.1 10.2 －1.8 －15.5 －20.7

35～39歳 20.5 0.3 －15.6 0.2 4.2 9.1 －6.7 －14.8

40～44歳 0.8 22.4 2.8 －15.0 1.8 1.7 5.2 －4.6

45～49歳 6.3 1.0 27.4 2.3 －15.0 －0.4 2.4 9.3
50～54歳 15.9 10.0 3.3 26.2 3.8 －15.9 1.5 －0.3

55～59歳 31.5 16.7 11.8 3.9 29.9 2.2 －16.5 2.1
60～64歳 21.2 28.2 20.7 12.2 0.4 26.6 4.6 －18.1

65～69歳 21.4 21.2 30.5 23.8 9.0 2.2 27.2 3.7
70～74歳 27.2 24.1 15.4 35.1 23.5 12.0 3.2 24.0
75～79歳 22.0 27.2 21.4 24.2 37.1 23.2 11.3 4.3
80～84歳 42.1 42.6 23.8 35.7 20.1 38.6 27.1 10.4
85歳以上 －9.9 102.7 45.3 52.6 36.3 28.2 30.5 23.3

資料：国勢調査
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く （80人）、釧路市と別海町からの転入者がそ

れに次ぐ （70人）。とはいえ、この世代におい

ては札幌市への流出者 （1995年の20～24歳世

代） も多く （210人）、札幌市との間においては

転出超過 （-130人）となっている （表 6）。釧路

市との間では転入超過 （30人） にある。それ以

上に転入超過が大きいのが別海町との間におい

てである （50人）。根室市からも転入超過 （20

人） で、根室振興局管内からの転入超過は70人

になっている。

釧路市・帯広市との間においては、一つ下の

5歳階級 （1995年に15～19歳の世代） では転出

超過となっている。札幌市との間でも転出超過

にあり、主に高校・大学・専門学校への進学や

就職にともなう上位都市への若者世代の流出

と、卒業にともなう帰郷というような人口移動

があることがうかがわれる。ただ、これら世代

の上位都市からの転入はあっても、上位都市と

の間では総じて転出超過にある。とりわけ定年

前後世代においてその傾向が強い （表 6）。高齢

２． コーホート分析からみた中標津町の人口の

動向

コーホート分析の視点からみると、中標津町

においては期首年 （例えば1995年） において20

～24歳である世代 （これらは2000年において

は25～29歳になっている） の増加、すなわち若

者層の町内への流入超過が一貫して認められる

（表 4）。25～29歳世代においても1990年を除

けば常に増加している。

これら世代はどこから流入してくるのであろ

うか。20～24歳世代の転入超過がもっとも大き

く、30～34歳世代においてさえも流入超過がみ

られた2000年の国勢調査結果に関して、オー

ダーメイド集計によって得られたデータから確

認しておく （表 5・6）。表 5の25～29歳世代の

転入者が1995年における20～24歳世代 （表 6

のそれ） となる。なおデータは10人刻みとなっ

ていることもあって、表 4と表 5・6とは整合

しない。

転入者 （表 5） は札幌市からのそれが最も多

表４　中標津町における出生コーホート別人口増減数（％）

期首年
年　齢

1985年と
1990年と
の比較

1990年と
1995年と
の比較

1995年と
2000年と
の比較

2000年と
2005年と
の比較

2005年と
2010年と
の比較

2010年と
2015年と
の比較

2015年と
2020年と
の比較

0～4歳 －83 －20 －25 －60 2 －60 －56

5～9歳 －87 －16 －19 －3 －14 －36 －45

10～14歳 －335 －342 －214 －146 －129 －151 －195

15～19歳 －111 －163 －92 －204 －291 －335 －293

20～24歳 165 258 333 270 209 237 275
25～29歳 －40 57 91 100 123 106 46
30～34歳 －59 －19 22 56 42 －52 －31

35～39歳 －83 －36 －18 8 －33 －102 －57

40～44歳 －85 －32 －42 －36 －73 －62 2
45～49歳 －48 －18 －40 －14 －29 2 －42

50～54歳 －72 －58 －51 －14 －43 －47 －39

55～59歳 －33 1 5 －42 －98 －60 －79

60～64歳 －52 －50 －31 －71 －48 －53 －69

65～69歳 －38 －78 －73 －93 －70 －60 －116

70～74歳 －70 －97 －72 －86 －109 －128 －120

75～79歳 －63 －88 －66 －98 －127 －131 －154

資料：国勢調査
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表５　中標津町における年齢別転入者の５年前の常住地 （2000年）

常住者  転入
道内他
市町村
から　

札幌市 釧路市 帯広市 根室市 別海町 標津町 羅臼町
他県
から

国外
から

総数 21,430 3,140 2,680 290 320 100 150 480 280 140 460 10
 5～ 9歳 1,150 150 140 10 0 0 10 10 30 10 10 0
10～14歳 1,240 100 90 0 10 10 20 20 10 10 20 0
15～19歳 1,330 260 250 10 50 0 10 70 20 20 10 0
20～24歳 1,420 460 420 90 50 0 20 70 40 40 50 0
25～29歳 1,780 620 480 80 70 30 20 70 50 0 150 0
30～34歳 1,570 390 330 60 60 20 10 60 20 20 60 0
35～39歳 1,580 320 260 10 10 10 40 70 40 10 60 0
40～44歳 1,610 190 170 20 40 10 20 10 10 0 20 0
45～49歳 1,900 220 190 10 40 20 10 20 10 20 30 0
50～54歳 1,820 140 120 10 10 10 10 10 10 0 20 0
55～59歳 1,420 130 90 10 0 10 10 20 10 10 40 10
60～64歳 1,380 80 70 0 0 0 0 40 20 0 10 0
65～69歳 1,180 30 30 0 0 0 0 10 10 10 10 0
70～74歳 820 30 30 10 0 0 0 10 10 10 0 0
75～79歳 530 30 30 0 0 0 10 20 0 0 0 0
80～84歳 430 20 20 0 0 0 0 0 10 0 10 0
85歳以上 290 10 10 0 0 0 0 0 10 0 0 0

注：数値は10人刻みで，四捨五入で集計．0は 0または 4人以下．
資料：国勢調査 （オーダーメイド統計）

表６　1995年における中標津町常住者の年齢別転出者 （2000年）

常住者  転出
道内他
市町村
へ　　

札幌市 釧路市 帯広市 根室市 別海町 標津町 羅臼町
他県
へ　

国外
へ　

総数 21,310 3,910 2,700 890 390 170 30 230 130 50 320 0
 5～ 9歳 1,210 320 190 50 20 20 0 20 10 0 10 0
10～14歳 1,250 280 110 30 20 0 0 10 0 0 0 0
15～19歳 1,410 200 320 130 120 10 0 10 0 0 20 0
20～24歳 1,530 390 440 210 40 20 0 20 40 10 140 0
25～29歳 1,440 480 270 60 40 10 10 60 20 10 20 0
30～34歳 1,510 470 290 90 20 20 0 40 30 0 30 0
35～39歳 1,480 440 220 40 10 10 0 40 20 0 0 0
40～44歳 1,660 370 210 70 60 0 0 0 10 0 30 0
45～49歳 1,840 270 120 30 10 0 0 0 0 10 40 0
50～54歳 1,920 200 230 90 30 40 0 10 10 10 10 0
55～59歳 1,430 110 110 40 10 20 10 10 0 0 30 0
60～64歳 1,360 110 50 0 0 20 0 0 0 0 0 0
65～69歳 1,210 90 60 10 10 0 0 0 0 0 0 0
70～74歳 800 60 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0
75～79歳 540 30 50 30 0 0 0 10 0 0 0 0
80～84歳 420 60 20 10 0 0 0 0 0 0 0 0
85歳以上 310 60 30 10 0 0 0 0 0 0 0 0

注：数値は10人刻みで，四捨五入で集計．0は 0または 4人以下．
資料：国勢調査 （オーダーメイド統計）
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ものの、これら世代での転入超過が認められ

る。しかも、この転入超過は帰郷者の数だけで

は不足する超過となっている。 

これは、根室市を含む根室振興局管内 （根室

地域） の転入超過によるところが大きい。根室

地域からはほぼ全ての世代において転入超過が

認められる。表 5と 6から転出入数を計算すれ

ば、中標津町と根室市との間では120人、別海

町とでは250人、標津町とでは150人、羅臼町

とでは90人が、転入超過となっている。これ

らからの転入は主として15～39歳でなされて

おり、進学・就職・結婚・子育てといったこと

を契機に若者層が流入してくる状況がうかがわ

れる。ここから、中標津町は根室振興局管内に

おける人口の「一極集中」の拠点となっている

とさえいえる。それだけ中標津町は高い中心性

を持っているのだ。

人口移動からみられる中標津町の中心性の高

さは現在までも変わらない （表 7）。全世代合計

の社会増減をみれば、札幌市との間においては

常に大きな転出超過にあり、釧路市・帯広市と

では年度による変動はみられるものの基本的に

転出超過にある。反対に、根室市を除く根室振

興局管内の 3つ町からの流入超過は、一部例外

的な年度を除いてほぼ一貫しており、中標津町

の確固たる地位に変化はない （図 6）。根室市か

らの転入者数は2001～2005年、2016～2020年

とも年平均で10人以下に過ぎないが、別海町

からは2001～2005年において年平均53人、

2016年では年平均52人の転入超過となってい

る。また標津町からは前者で年平均51人、後

者では年平均15人に過ぎないものの、転入超

過である。また羅臼町からは前者で20人、後

者で19人の転入超過となっており、羅臼町の

人口の0.3％程度が毎年、中標津町に流入して

くる形になっている。

上位都市への流出も強まっていることから、

現在においても25～29歳世代の転入超過は明

らかなものの、30～34歳世代の超過はごく僅か

者層の転入に特徴付けられる北海道の「札幌一

極集中」 （加藤、2011参照） の特徴がここからも

うかがわれる。

こうした動きについて、年齢階級別グラフを

みることによって確認しておこう （図 5）。図 5

は1995年の年齢階級別人口数が変化なく 5年

後になったと想定した場合 （図 5における1995

年スリップ） と実際の2000年における年齢階級

別人口 （図 5における2000年） を比較するため

の図である。前者が後者より明らかに上回って

いる （グラフの折れ線の間に隙間のある）世代

では、人口移動 （転出超過） による減少がみら

れる。反対に後者が前者を上回っていれば、そ

の世代に多くの転入超過があったと認められる。

図 5に明らかなように、1995年と2000年と

の比較において、15～19歳世代で大きな転出超

過、20～24歳世代 （1995年に15～19歳だった

世代） でわずかな転出超過が認められる。これ

に対して2000年における25～29歳世代 （1995

年に20～24歳だった世代） では大きな転入超過

が認められる。また30～34歳において、また

35～39歳世代においては僅かながらではある
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資料：国勢調査
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町における20～24歳世代の一時的減少は明ら

かではあるものの、それを除けば、0～59歳ま

での世代の割合は、北海道に比べてすべて高く

なっている。反対に60～64歳から上の世代で

は、その割合がすべて北海道よりも低い。つま

りは、高齢者の一定の流出もあって、中標津町

は北海道全体と比べてみれば、明らかに年少人

口・生産年齢人口の割合が高い。中標津町は、

相対的に「若い人が多い」町なのである。これ

も中標津町の中心性の高さの証左だといえるで

あろう。

中標津町から札幌市への転出が少なくないこ

とからも、中標津町の存在が、北海道における

「札幌一極集中」を引き留めるようなものとは

到底いえないだろう。むしろ周辺人口を集め・

プールする「ダム」としての機能を果たすとと

もに、一方では上位都市への人口を送り出す

「ポンプ」のような機能を持っているといえ

る。こうした機能は、全国的な人口移動におい

て、地方中枢都市 （「札仙広福」） が果たしてい

るのと同様の役割である （森川、2010ほか参

照）。中標津町はそれら都市に類似した性格を

持つ、と評価することができる。中標津町は

それだけの中心性を変わらず有しているので

ある。

３．通勤・通学者の集中

転出入 （居住地移動） の移動先として、根室

振興局管内 （根室地域）、とりわけ根室市を除

く 4町 （通称：奥根室地域） において高い中心

性を持つ中標津町は、日々の人口移動において

も、その移動先 （通勤・通学先） ともなってい

る。また前章でみたように、「中標津モデル」

との関係からは、周辺地域への通勤・通学者の

居住地 （「ベッドタウン」） として機能している

ことが注目される。

1990年時点で根室地域内において通勤・通学

者の町外流出がもっとも大きかったのは、標津

町から中標津町への通勤・通学者 （410人） で、

であり、2015～2020年においては35～39歳世

代の転入超過は認められない （図 7）。ただ、

50～54歳よりも上の世代ではすべて2015年ス

リップを2020年実数が下回っている。表 6や

前述した「札幌一極集中」の特徴からいえば、

高齢者あるいはそれを前にした世代の転出超過

が大きいためだと考えられる。

そこで、2020年における中標津町と北海道

の年齢別人口構成を比較する （図 8）。中標津

表７　中標津町における主要市町間との

転出入の推移　　　　　　

札
幌
市

釧
路
市

帯
広
市

根
室
市

別
海
町

標
津
町

羅
臼
町

1995年度 －114 3 －33 1 78 62 30 
1996年度 －93 1 －61 9 62 68 16 
1997年度 －54 －30 －6 6 84 39 20 
1998年度 －7 －19 －25 11 74 8 25 
1999年度 －89 －40 15 24 56 45 26 
2000年度 －82 －30 22 23 76 30 34 
2001年度 －38 6 －29 24 68 62 26 
2002年度 －60 －64 －5 2 47 38 2 
2003年度 －80 －21 6 4 45 62 15 
2004年度 －44 9 27 －8 43 35 17 
2005年度 －42 －8 1 10 63 60 39 
2006年度 －75 －18 －28 9 60 28 38 
2007年度 －38 3 6 20 70 28 29 
2008年度 －80 －5 －26 14 65 26 15 
2009年度 －23 －19 8 4 15 28 6 
2010年度 －6 －38 －26 －5 68 51 20 
2011年度 －74 －54 －3 33 49 20 －1 

2012年度 －65 5 －7 22 64 －3 14 
2013年度 －71 －7 －10 9 64 3 1 
2014年度 －52 －54 19 14 65 40 19 
2015年度 －65 －38 －12 31 76 12 34 
2016年度 －23 －52 －12 10 71 6 6 
2017年度 －113 －53 －28 －17 50 2 23 
2018年度 －86 －14 －38 19 68 16 22 
2019年度 －79 17 －9 11 39 43 16 
2020年度 －65 －60 －19 27 32 7 27 
2021年度 －157 －36 3 －2 83 2 23 
2022年度 －132 －16 －5 24 16 2 －2 

2023年度 －98 －28 －10 7 40 6 0 

資料：住民基本台帳（転入・転出者調べ：中標津町提供）



11―　　―

0 20 40km

10 30 50 70

a．2001-05年度平均 b．2016-20年度平均

釧路市へ

別海町から

標津町から

羅臼町から

根室市から

札
幌
市
へ

釧路市へ

別海町から

標津町から

羅臼町から

根室市から

札
幌
市
へ
帯
広
市
へ
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資料：住民基本台帳（転入・転出者調べ：中標津町提供）
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その数が標津町の通勤・通学者に占める割合は

9.6％であった （図 9）。これに次ぐのが別海町

から中標津町への通勤・通学者 （394人） で、

割合では3.7％に過ぎないものの、実数は標津

町に近い。これら以外に各市町の通勤・通学者

割合の3.0％を超える流出はなかった。

2010年になると、標津町から中標津町への通

勤・通学者数は340人へと減少するものの、標

津町の通勤・通学者に占める割合は10.4％にま

で上昇する。別海町から中標津町への通勤・通

学者 （417人） も同町の4.6％に上昇する。それ

とともに、1990年には中標津町の通勤・通学者

の2.6％を占めるに過ぎなかった標津町への通

勤・通学者が、2010年には3.5％ （464人） を超

える。中標津町から別海町への通勤・通学者

（834人） は中標津町の通勤・通学者の6.3％を

占めるようになる。

通勤・通学者の流出入でいえば、中標津町は、

標津町との間では124人の流出超過、別海町と
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資料：国勢調査
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図９　根室地域のおける通勤・通学流動

資料：国勢調査
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ている）。各町における人口数にこれらの割合

を乗じ、その数を中標津町の商業が支えている

人口数だとすれば、その数は中標津町の人口の

1.7倍近い37,100人にもなる。根室市からの流

出 （6.5％） も加えれば、その数は39,000人を超

える。中標津町の2倍に近い人数が中標津町の

商業によって支えられていることになる。

こうした高い小売吸引率をもたらす主要因と

して、中標津町における大型小売店の集積があ

げられる。2025年初において奥根室地域に立地

する大型小売店は12店あり、そのうち 9店が

中標津町にある （表 8）。地元資本である東武が

展開する東武サウスヒルズ、DCM （元々は釧

路市を発祥の地とするホームセンター・ホー

マック）、道東のスーパー・フクハラなどを展

開する福原が運営するスーパーアークス、さら

にはダイソーなどの店舗を核としているショッ

ピングセンター・フレスポ （大和ハウス工業の

の間でも417人の流出超過となっている。通

勤・通学者を送り出すところをベッドタウンと

するならば、中標津町はまさにベッドタウンで

ある。「中心地であるとともにベッドタウン」。

これこそが「中標津モデル」と呼ぶ同町の独自

性である。

2020年においてもこうした状況に大きな変

化はない。標津町から中標津町への通勤・通学

者は292人と、数そのものは減っているもの

の、それが標津町の通勤・通学者数に占める割

合は9.9％と依然高い。別海町からのそれも397

人で2010年よりも減ってはいるものの、割合

は4.7％で、0.1ポイントながらも上昇さえして

いる。

中標津町からの通勤・通学者をみれば、標津

町への通勤・通学者が占める割合は3.1％に低

下してはいるものの、通勤・通学者数そのもの

は413人で、400人台を維持している。別海町へ

の通勤・通学者においてはその割合が7.8％と

2010年に比べて1.5ポイント上昇しており、通

勤・通学者数も834人から1,037人へと200人超

の増加で、1,000人を超えるようになっている。

通勤・通学者を集める中心地であるととも

に、その一方で通勤・通学者を送り出す「ベッ

ドタウン」としても機能していることに変化は

なく、「中標津モデル」の不変性は、ここから

も指摘できる。

．商業中心地としての中標津

中標津町の中心性は、日々、通勤・通学者を

集めるだけではなく、日々の購買行動の中心地

＝日常買物圏の中心地として消費者を吸引して

いる。

もっとも新しい北海道広域商圏動向調査

（2009年） によれば、中標津町は町内の85.6％

の買物場所として利用されている （図10）。そ

れのみならず、標津町の67.3％、別海町の

56.7％、羅臼町の54.3％を吸引する（流出させ

0 20km

10 30 50 70

2009

釧路市

3
2
1

図10　根室地域における買物流出率 （2009年）
資料：北海道広域商圏動向調査 （2009年）
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り、その中心性が高まることはあっても、衰

退していくことは今のところ考えにくい状況に

ある。

．医療圏の中心地たる中標津町

中標津町は、奥根室地域における医療圏の中

心地としても機能している。

奥根室地域4町の医療受診行動をみると、外

来では町内医療機関での受診がすべての町で

もっとも高い割合を占める （図11）。とはい

え、別海町の24.6％、標津町の30.5％、羅臼町

の25.8％の医療受診を中標津町の医療機関で

担っている。

これは中標津町において他を圧倒するような

医療機関集積がみられるためだというよりも、

「地域センター病院」である町立中標津病院の

存在が大きい。「地域センター病院」は北海道

独自の制度で、二次医療圏の中核医療機関とし

ての役割を担う病院として指定された医療機関

である。根室二次医療圏は 4町に根室市を加え

た地域圏であり、根室市にも地域センター病院

100％子会社である大和リースが設立）の 2つ

が店舗面積 1万m2を超える。これらはいずれ

も国道272号線沿いの中標津町中心部に近い場

所に立地し、これらだけでも他町とは比較にな

らない商業集積を形成している。

東武はもともと、現在、フクハラ中標津店の

ある町内中心部に位置し、長崎屋中標津店とと

もに町内中心部において集積を形成していた。

それが中標津町中心部を迂回するバイパスの役

割を果たす国道272号線沿いに拡大移転したも

ので、中標津町の大型小売店集積の歴史は表 8

にみるよりも古い。

しかも2009年に別海町にも大型小売店が立

地したものの、それまで奥根室地域では中標津

町以外に大型小売店はみられなかった。また

2020年代になってからも、中標津町にはニトリ

やサツドラ （サッポロドラックストアー） の進

出もみられる。後者は中標津町内に大型小売店

2店を展開してさえいる。中標津町における大

型小売店集積は明らかに拡大・進化している。

それらを中心にした奥根室地域における日常買

物圏の中心地としての地位は強固なものであ

表８　奥根室地域４町の大型小売店

合計面積
（m2 ）

名　称
店舗面積
（m2 ）

開設年 核店舗

中標津町 46,995

東武サウスヒルズ 16,687 2005年 東武

フレスポ中標津（DCM中標津店） 12,036 2004年 DCM，福原，大創産業他

長崎屋中標津店 5,020 1981年 コープさっぽろ

ニトリ中標津店 2,538 2020年 ニトリ

中標津複合施設 （サツドラ中標津西店） 2,532 2016年 サツドラ，しまむら

フクハラ中標津店 2,273 2008年 福原

中標津ファッションモール 2,204 2013年 しまむら

ケーズデンキ中標津店 2,199 2007年 デンコードー

サツドラ中標津東店 1,506 2022年 サツドラ

別海町 3,711
コープさっぽろべっかい店 2,513 2009年 コープさっぽろ

フクハラ別海店 1,198 2009年 福原

羅臼町 1,179 DCMニコット羅臼店 1,179 2023年 DCMニコット

標津町 0

資料：全国大型小売店総覧2025
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利用がなされていることがデータからも見て取

れる。

そうした状況が入院時の医療機関利用にも反

映している。入院では各町と中標津町との利用

割合がより小さい。羅臼町では町内よりも中標

津町での入院の方が多くなっている （図11）。

ただ入院ともなると、釧路圏域 （釧路市） の

医療機関利用も大きな比重を占める。道東唯一

の救命救急センター（市立釧路総合病院）も立

地する釧路市は、釧路・根室三次医療圏の中心

でもあり、釧路市への「依存」は、制度上そう

ならざるをえないところはある。

とはいえ、釧路二次医療圏 （1市 6町 1村で

構成される）の中心であるとともに、これに根

室二次医療圏 （1市 4町） を加えた釧路・根室

三次医療圏の中心でもある釧路市に、医療サー

ビス利用が過度に集中しないためにも、町立中

標津病院の存在は鍵となる。奥根室地域におけ

る医療圏の中心地としての中標津町の地位が維

持されることは、道東全体にとっても重要であ

る。実際、そうした役割を町立中標津病院は果

たしてきている。

町立中標津病院は国道272号線沿いでも中標

津町中心部に近い場所、大型小売店集積地内と

もいえる場所に立地しており、医療機関利用時

はある。しかしながら、根室市は医療受診行動

において圏域の中心となっているとはいえず、

「独立」した地位にある。居住場所による差は

あるものの、奥根室地域では「根室に行くな

ら、（三次医療圏の中心地である） 釧路に行く」

（聞き取りにより） といった受診者が多く、デー

タからもそうした受診行動を看取できる。そう

した中で、町立中標津病院こそが奥根室地域の

中心的医療機関と多くの地域住民に認識されて

いる。

そのため町立中標津病院には患者が集中して

しまうきらいもある。その対策として町立中標

津病院では、町外者の内科の受診について医師

の紹介状を必要とするものとしている。これは

町立中標津病院の圏域内における中心性の高さ

ゆえである。

「さしあたりは町内の医療機関を利用する

が、精密検査等のために町立中標津病院が利用

される」といったケースも多い （聞き取りによ

る）。ある町の受診行動について次のような説

明もあった。「外来でも通常の初診レベルでは

町内と中標津の医療機関の受診比率は2：1く

らいであるが、再診・精密検査といったレベル

になると、3：2くらいで中標津に行くような

形になる」（聞き取りによる）。実際、そうした

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図11　奥根室4町における医療受診の地域間流動
資料：国民健康保険被保険者・退職国保・後期高齢者医療制度レセプトデータ

　　　（中標津町のみ後期高齢者医療制度データは含まない）

　　　別海町・中標津町は2024年8月診療分，中標津町・標津町は2022年度診療分．
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にとどまらざるをえない。「地理的現実」を踏

まえた上で、理論的深化を図ることは、より大

きな課題として残されている。

　本稿は、2020～2024年度科学研究費助成事業・基盤

研究 （C） 「医療サービスの立地と需給の地域構造に関す

る基礎的研究」 （20K01162、研究代表者：加藤幸治） に

よる成果の一部である。

　本稿に関わる調査においては、別海町・中標津町・

標津町・羅臼町の関係各位に大変お世話になった。記

して感謝申し上げたい。とりわけ、追加データ収集に

あたって、中標津町経済部経済振興課・佐瀬光史課

長、羅臼町保健福祉課・本見泰敬課長には多大なるご

高配を賜った。厚く御礼申し上げます。

　ただ 4町での調査内容を本稿では十分に生かせてい

ない。務めを果たすべく、別稿を期することとしたい。

文　献
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に、商業中心地の「ついで」利用もなされてい

る。その点で中標津町は、単に単一機能の中心

地としてだけでなく、それらが複合した複数機

能の中心地となっている。

そうした場所においては中心地機能の「共

鳴」あるいは「共振」がみられる。「1＋1が 3

にも 4にもなる」というような状況が中標津町

においては認められ、少なくとも今のところ、

その地位と状況に大きな変化はない。

．むすびにかえて

中標津町は現在においても、周辺地域からの

人口移動の目的地 （居住者の移転先、通勤・通

学先） であり、買物行動・医療サービス利用の

拠点・中心地である。加えて、周辺地域への通

勤・通学者の住まう拠点として依然存立してお

り、「中心地であるとともにベッドタウン」と

いう「中標津モデル」の本質に変化はみられな

い。周辺地域との関係において重要な結節点で

あり、奥根室地域における「空間的組織化」の

核として機能している。

人口減少局面にあることには注視すべき点も

あり、その分析や「定点観測」の継続は今後の

課題である。人口や経済の動向、経済の範疇に

含まれるものの一方では社会・福祉的施設とし

ての側面も強い医療サービスなどの動向ととも

に、「共同生活者としてのヒト」の動向にも着

目しながら、「地理的現実」を把握していくこ

とが求められよう。それは経済地誌的・応用地

理学的に必要だからというだけでなく、理論的

深化にとっても意味あることだからである。た

だ現状では、それをやや抽象的な形で記すこと
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．はじめに

筆者はさきに、芸術作品の中に示される場所

イメージの事例のひとつとして音楽作品につい

て紹介し （内田 1987）、その実証例として音楽

作品の場所イメージに関するアンケート調査結

果を分析することで、音楽と関連した場所イ

メージの記号化がある条件の下で確かに存在す

ることを示した （内田 2024）。しかし、この調

査では題材として用いた楽曲の大半について

「曲名を知らない」「曲を聞いたことがない」回

答者が多く、さらには「何もイメージが湧かな

い」という事例も明らかに多かったことから、

音楽における場所イメージの記号化の実態につ

いて、必ずしも満足のいくかたちで実証するま

でには至らなかった。ところで筆者は1992-93

年に内田（2024）と同じ要領でほぼ同じ楽曲を

題材としてアンケート調査を行っており、その

ときの結果を捨てることなく保管していた。

ちょうど30年前の調査結果ということになる

が、このデータに同様の分析を行い2022-3年

の調査結果と対比することで、今回の調査で必

ずしも明確に示すことができなかった点につい

て補強することができるのではないかと考え

た。さらに、前回の調査と今回の調査との間に

30年という時間差 （世代的にはほぼ一世代の

差） があることから、両者の結果を比較するこ

とによって、場所イメージの記号化のありよう

に世代による違いがあるのか等について考察す

ることも本稿の目的となる。

筆者が考えるところの音楽作品 （楽曲） にお

ける場所イメージの表現方法の仮説については

内田 （2024） に詳しく述べたが、以下に短くま

とめてみる。音楽作品は相対的な音のつながり

によって表現されるものであるため、いろいろ

な種類の芸術作品の中でも抽象的な部類に属す

る。しかし、標題音楽やいわゆる「ご当地ソン

グ」のように、ある特定の場所と強く結びつい

ている音楽作品はけっして少なくはない。それ

らを整理してみると、場所イメージを表現する

手段として用いられる方法は、大きく以下の 3

種類に分類することができるだろう。

Ａ　 音そのものないしはリズムやメロディによ

る場所の表現

擬音による音楽表現がこれにあたり、楽器の

音を使って波の音や雨の音や鳥の鳴き声に似せ

ることによってこれらを表現し、ひいては波や

雨や鳥の鳴いている場所を聴衆に伝達する場合

である。これは「標題音楽」として西洋音楽

（クラシック） では一定の発展を見た。ただし

これらの標題音楽では、つまるところ曲に付け

られたタイトル （表題） の果たす役割が大きく、

その場合は後述するＣにも分類されることにな

る。したがって本来の意味でのＡは、曲名など

の言語情報の影響を受けずとも作曲者が意図し

た場所を示す場合を指す。

Ｂ　 すでに記号化した音あるいは音楽と場所と

の関係を利用した場所の表現

前述の標題音楽を含め、音楽で場所イメージ

を示す手段として最も多く見られるのは、ある

音楽と関連した場所イメージの記号化について （続）
― 1992-93年調査結果の分析と2022-23年調査結果との比較 ―

内田　順文

本学地理・環境専攻　

キーワード：場所イメージ、音楽作品、アンケート調査、場所の表現、地理的リテラシー
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場所に特有な音やリズムやメロディを利用して

その場所を示すことである。ある地域に特有な

民族的旋律やリズムを曲に取り入れたり、民族

楽器を演奏に使用したりする方法がそれで、つ

まり和歌における歌枕の利用と同様に、多くの

人に特定の場所を連想させるほど有名になった

音楽と場所との結びつきを、楽曲を作曲したり

演奏したりする際に利用する場合である。

Ｃ　 言語あるいは物語の文脈と記号的に結びつ

くことで場所を表現する場合

Ｂで見たように、音楽によって場所を表現す

るために最も効率的なことが場所との結びつき

を記号化することであるとすれば、言語 （つま

りは文芸） において普通に行われているよう

に、言語そのものを音楽と結びつけて記号化す

ることができれば、たやすく音楽に場所イメー

ジを結びつけることができる。さらに、一連の

文脈の中に組み込まれた音楽の場合、その物語

の文脈 （たとえば物語） によっても場所が特定

される。その典型はオペラ・バレエ・映画と

いった劇の付帯音楽 （劇伴） である。とくに映

画やテレビドラマの劇伴音楽は、映画やドラマ

という内容の濃いコンテンツと結びつくことに

よって、単独の歌曲以上に詳細で具体的な場所

イメージを音楽に与えることになる。

．調査方法

以下の分析で用いるデータは、1992-93年に

国士舘大学文学部の学生に対して行ったアン

ケート調査から得た。調査は、筆者がオーディ

オ・テープに録音して用意した40曲の音楽を流

し、それぞれの曲について「この曲名を知って

いるか？」 （答えははいかいいえ）、「これまでに

一度でもこの曲を聞いたことがあるか？」 （答

えははいかいいえ）、「この曲を聞いてイメージ

した場所はどこか？」（答えは自由記述、複数

の場所を書いても可） の 3つの質問のみにし

ぼって行った。方法や条件などについては内田

（2024） で行った調査と同じなので、詳細につ

いてはそちらを参照されたい。なお、調査に使

用した楽曲は2022-23年の調査の際とは若干の

異同があり、両方の調査に共通して用いた楽曲

は40曲中30曲である。分析に用いた被験者数

は255名で、すべての変数について欠損値は存

在しなかった。

．アンケート調査の結果の概要

以下、今回のアンケート調査で用いた40曲

を①から40まで番号を振って、順に結果の概要

を記述する。なお、内田 （2024） の中で紹介し

たものにはタイトルのあとに＊を付け、楽曲の

概要については必要最低限の記述にとどめたの

で、必要に応じて先の論文をも参照されたい。

それぞれの曲ごとに行った「曲名を知ってい

る」「聞いたことがある」ことと「その曲から

イメージした場所」とのクロス表分析（カイ 2

乗検定）の結果については、表37にまとめて

記載した。

① ピアノソナタ第11番イ長調K331 第3楽章＊

モーツァルトが作曲したピアノソナタの中の

曲で、一般に「トルコ行進曲」として知られて

いる。「曲名を知っている」と回答した人は

35.7％「聞いたことはある」と回答した人は

63.5％と、この曲の知名度は非常に高かった。

曲からイメージされる場所としては「トルコ」

と回答した人が全体の16.2％いたが、「曲名を

知っている」と回答した人の中の29.7％がこの

曲から「トルコ」をイメージしたのに対し、

「曲名を知らない」人では1.9％しかいなかった

（表 1）。またこの曲から「ヨーロッパ」をイ

メージした人の割合も「曲名を知っている」人

（17.6％） より 「曲名を知らない」 人 （31.5％） の

ほうが多く、カイ 2乗検定の結果は有意水準 .000

と明らかに有意であり、曲に関する知識と曲の

イメージとの間には強い相関があることが認め
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知ることはそれほど難しいことではない。しか

し「曲名を知っている」と回答した人が2.0％

「聞いたことはある」を加えても全体の18.4％

と知名度は低く、この曲からイメージされる場

所として「ポーランド」を挙げた人は全体の

0.4％、ショパンが後半生を過ごした「フラン

ス」と回答した人も0.8％しかなく、曲を聞い

ただけで「ポロネーズ」とわかった人がいな

かっただけでなく「ポロネーズ」というタイト

ルを与えられても何の場所イメージも湧かなかっ

た人がほとんどだった可能性が高い （表 3）。

「曲名を知っている」人の数が少なすぎること

もあって、カイ 2乗検定の結果は有意水準 .137

で有意な差は認められず、曲の知識と場所イ

メージの間には何らの関連性も見られない結果

となった。

④春の声

1882年にヨハン・シュトラウス 2世が作曲し

たウィンナ・ワルツの代表曲である。「曲名を

知っている」と答えた人は全体の17.3％「聞い

たことはある」を加えると98.8％となり知名度

はとても高かったが、この曲からイメージされ

る場所としては、「ウィーン」と回答した人が

全体の7.5％「オーストリア」が3.5％しかな

られた。このことは「トルコ行進曲」という曲

名に場所イメージが引っ張られた人が多数いた

ことを示唆している。

②『フィンガルの洞窟』序曲＊

フィンガルの洞窟はスコットランドのヘブリ

ディーズ諸島にある有名な海食洞で、1829年に

この洞窟を訪れたメンデルスゾーンが洞窟内の

不気味な情景を曲にしたとされ、風景画のよう

な作品と賞賛されている。しかし「曲名を知っ

ている」と回答した人は3.1％「聞いたことは

ある」と回答した人も18.8％と知名度は高くな

く、イメージする場所として「スコットラン

ド」「海岸」を回答した人も全体の9.4％にとど

まった （表 2）。

③ポロネーズ第5番嬰ヘ短調 作品44＊

17曲あるショパンのポロネーズの中ではかな

り有名な曲ではあるが、第 6番 （英雄ポロネー

ズ） や第 7番 （幻想ポロネーズ） のような超有

名曲ではない。ポロネーズはその名のとおり

ポーランド起源の舞曲を指すフランス語で、

ポーランド出身のショパンのピアノ曲によって

広く世界に知られた。ある程度ピアノを学んだ

人であれば、特有の 4分の 3拍子のリズム［タ

ンタタ・タッタ・タッタ］からポロネーズだと

表１　「トルコ行進曲 （モーツァルト）」のクロス表

トルコ行進曲（モーツァルト）　イメージ
合計

トルコ ドイツ ヨーロッパ その他 イメージなし

トルコ行進曲
（モーツァルト）

曲名を知っ
ている

度数 27 6 16 36 6 91
 ％ 29.70％ 6.60％ 17.60％ 39.60％ 6.60％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 3 11 51 84 13 162
 ％ 1.90％ 6.80％ 31.50％ 51.90％ 8.00％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 0 0 0 1 1 2
 ％ 0.00％ 0.00％ 0.00％ 50.00％ 50.00％ 100.00％

合計
度数 30 17 67 121 20 255
 ％ 11.80％ 6.70％ 26.30％ 47.50％ 7.80％ 100.00％

表２　「フィンガルの洞窟」のクロス表

フィンガルの洞窟　イメージ
合計

スコットランド、英国 海岸、海 ヨーロッパ 湖 その他 イメージなし

フィンガルの
洞窟

曲名を知っ
ている

度数 0 0 1 2 5 0 8
 ％ 0.00％ 0.00％ 12.50％ 25.00％ 62.50％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 0 3 5 9 21 10 48
 ％ 0.00％ 6.30％ 10.40％ 18.80％ 43.80％ 20.80％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 1 20 57 15 89 17 199
 ％ 0.50％ 10.10％ 28.60％ 7.50％ 44.70％ 8.50％ 100.00％

合計
度数 1 23 63 26 115 27 255
 ％ 0.40％ 9.00％ 24.70％ 10.20％ 45.10％ 10.60％ 100.00％
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知っていた。そして「曲名を知っている」人の

うちの28.6％はこの曲からイメージする場所と

して「モルダウ （ブルタヴァ川）」を、7.6％は

「チェコ、ボヘミア」と回答し、「川」と「湖、

森」を加えると76.7％がこの曲が描写しようと

する風景をイメージしている （表 5）。当然、カ

イ 2乗検定の結果は有意水準 .000と明らかに有

意であり、この曲自身の表現力だけでも表題で

あるモルダウ川の風景イメージはある程度しっ

かりと伝えられているが、「モルダウ」という

曲名 （およびそれに関係する様々な知識） を

知っていることで、場所イメージの記号化がよ

り進行することが示されていると考えられる。

⑥ 歌劇『イーゴリ公』より ポロヴェツ（韃靼）

人の踊り

ロシアの作曲家ボロディンの『中央アジアの

草原にて』と並んでもっともよく知られた曲で

く、ウィンナ・ワルツとウィーン （オーストリ

ア） との関連性については記号化が進んでいる

とはいえず、カイ 2乗検定の結果も有意水準 .113

で、曲の知識と場所イメージの間に有意な関連

性は見られなかった （表 4）。

⑤交響詩『わが祖国』より モルダウ＊

チェコを代表する作曲家スメタナの曲で、タ

イトルにあるモルダウ （チェコ語ではブルタ

ヴァ） 川は、ボヘミア盆地を貫流して首都プラ

ハを通過したのちエルベ川に合流する、チェコ

を象徴する川である。曲は、源流より湧き出し

た水が流れとなり渦となり、やがてブルタヴァ

川となってボヘミアを流れ下るさまが音楽で描

かれており、典型的な標題音楽としても知られ

る。この曲の知名度は非常に高く、「曲名を知っ

ている」と回答した人は全体の72.5％、「聞い

たことがある」を加えると94.5％がこの曲を

表３　「ポロネーズ第５番」のクロス表

ポロネーズ第 5番　イメージ
合計

ポーランド フランス ヨーロッパ その他 イメージなし

ポロネーズ
第 5番　　

曲名を知っ
ている

度数 0 0 3 1 1 5
 ％ 0.00％ 0.00％ 60.00％ 20.00％ 20.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 0 0 9 30 3 42
 ％ 0.00％ 0.00％ 21.40％ 71.40％ 7.10％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 1 2 86 92 27 208
 ％ 0.50％ 1.00％ 41.30％ 44.20％ 13.00％ 100.00％

合計
度数 1 2 98 123 31 255
 ％ 0.40％ 0.80％ 38.40％ 48.20％ 12.20％ 100.00％

表４　「春の声」のクロス表

春の声　イメージ
合計

ウィーン オーストリア ヨーロッパ 舞踏会 その他 イメージなし

春の声

曲名を知っ
ている

度数 6 0 10 8 19 1 44
 ％ 13.60％ 0.00％ 22.70％ 18.20％ 43.20％ 2.30％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 13 9 57 47 76 6 208
 ％ 6.30％ 4.30％ 27.40％ 22.60％ 36.50％ 2.90％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 0 0 1 0 1 1 3
 ％ 0.00％ 0.00％ 33.30％ 0.00％ 33.30％ 33.30％ 100.00％

合計
度数 19 9 68 55 96 8 255
 ％ 7.50％ 3.50％ 26.70％ 21.60％ 37.60％ 3.10％ 100.00％

表５　 「モルダウ」のクロス表

モルダウ　イメージ
合計

モルダウ（ブルタヴァ） 川 チェコ、ボヘミア ヨーロッパ 川 湖、森 その他 イメージなし

モルダウ

曲名を知っ
ている

度数 53 14 17 73 2 26 0 185
 ％ 28.60％ 7.60％ 9.20％ 39.50％ 1.10％ 14.10％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 5 0 10 13 2 26 0 56
 ％ 8.90％ 0.00％ 17.90％ 23.20％ 3.60％ 46.40％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 0 0 3 2 2 5 2 14
 ％ 0.00％ 0.00％ 21.40％ 14.30％ 14.30％ 35.70％ 14.30％ 100.00％

合計
度数 58 14 30 88 6 57 2 255
 ％ 22.70％ 5.50％ 11.80％ 34.50％ 2.40％ 22.40％ 0.80％ 100.00％
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お、スザンナ』や『草競馬』など多くの曲が日

本人にも親しまれてきた。『ケンタッキーの我

が家』のほうが知名度は高いが、KFCのイ

メージが強くなりすぎるのではないかと懸念

し、曲名はわからなくともフォスター＝アメリ

カ民謡らしさが感じられるこの曲を選曲した。

結果は「曲名を知っている」と回答した人は全

体の9.0％おり、このうちの78.3％がこの曲か

ら「米国南部、米国農村」または「アメリカ合

衆国」をイメージしており、カイ 2乗検定の結

果も有意水準 .001と明らかに有意となった。ま

た「聞いたことはある」と回答した人も51.4％

いて、このうちの27.4％が「米国南部、米国農

村」または「アメリカ合衆国」をイメージした

ことから、フォスター特有の曲調がアメリカ民

謡のイメージと結びついている可能性も示唆さ

れた （表 7）。

⑧狂詩曲「スペイン」

作曲したシャブリエが1882年にスペインを

一周旅行した際に得た着想をもとに書いた曲

で、典型的な標題音楽としても有名な曲であ

る。8分の 3拍子のリズムに乗ってスペイン風

の陽気なメロディが冒頭から流れ、楽器として

タンバリンとカスタネットが使われている。た

ある。『イーゴリ公』は中世ロシアの叙事詩を

題材にした歌劇で、ロシアのイーゴリ公がドニ

エプル川周辺の草原地帯に住む遊牧民ポロヴェ

ツ （韃靼） 族の土地へ遠征し、そこで捕らえら

れたのちに脱走して故郷へ帰りつくまでの物語

が描かれる。「ポロヴェツ人の踊り」は、第 2

幕の終盤にエキゾチックな踊りとともに演奏さ

れる非西欧的なモチーフを絡めた魅惑的なメロ

ディを持つ楽曲で、ヨーロッパ人がイメージす

る「東方」を表現したメロディと解釈すること

もできるだろう。この曲は2006～22年に JR東

海のCM「うましうるわし奈良」で流れること

になるが、この調査の実施時期はそれ以前にな

る。「曲名を知っている」と回答した人が2.4％

「聞いたことはある」と回答した人は22.4％と

多くはなかったが、「韃靼、中央アジア」をイ

メージしたと回答した人が全体の1.2％、「ロシ

ア」をイメージした人は10.2％おり、カイ 2乗

検定の結果も有意水準 .001で、曲と場所イメー

ジの間には有意な相関が認められた （表 6）。

⑦ 金髪のジェニー　Jeanie with the Light 

Brown Hair

フォスターは「アメリカ音楽の父」とも呼ば

れるアメリカ合衆国を代表する作曲家で、『お

表６　「ポロヴェツ人の踊り」のクロス表

韃靼人の踊り　イメージ
合計

韃靼、中央アジア ロシア ヨーロッパ その他 イメージなし

ポロヴェツ人の
踊り　　　　　

曲名を知っ
ている

度数 1 3 0 2 0 6
 ％ 16.70％ 50.00％ 0.00％ 33.30％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 0 6 15 30 6 57
 ％ 0.00％ 10.50％ 26.30％ 52.60％ 10.50％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 2 17 51 109 13 192
 ％ 1.00％ 8.90％ 26.60％ 56.80％ 6.80％ 100.00％

合計
度数 3 26 66 141 19 255
 ％ 1.20％ 10.20％ 25.90％ 55.30％ 7.50％ 100.00％

表７　「金髪のジェニー」のクロス表

金髪のジェニー　イメージ
合計

米国南部、米国農村 アメリカ合衆国 ケンタッキー FC 教会 その他 イメージなし

金髪のジェニー

曲名を知っ
ている

度数 8 10 1 0 4 0 23
 ％ 34.80％ 43.50％ 4.30％ 0.00％ 17.40％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 10 26 5 20 67 3 131
 ％ 7.60％ 19.80％ 3.80％ 15.30％ 51.10％ 2.30％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 2 6 3 34 52 4 101
 ％ 2.00％ 5.90％ 3.00％ 33.70％ 51.50％ 4.00％ 100.00％

合計
度数 20 42 9 54 123 7 255
 ％ 7.80％ 16.50％ 3.50％ 21.20％ 48.20％ 2.70％ 100.00％
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たと回答しており、曲名とは関係なく曲調のみ

で場所イメージを想起した人もいたことがわ

かる。

⑩『大地の歌』第 3楽章「青春について」＊

マーラー作曲のこの楽曲は李白の「宴陶家亭

子」に基づき、東洋的な五音音階が用いられ中

国的なメロディが用いられている。「曲名を

知っている」と回答した人は全体の1.6％で

「聞いたことはある」と回答した人は14.5％と

知名度は高くなく、カイ 2乗検定の結果も有意

水準 .820と、曲の知識と場所イメージの間には

相関は認められない。しかし、この曲からイ

メージされる場所として「中国」と回答した人

は全体の16.5％を占めており、一定数の回答者

は曲調から中国的な場所イメージを読み取った

ことが示唆される （表10）。

⑪ 『マ・メール・ロワ』より 第 3曲パゴダの

女王レドロネット＊

フランスの作曲家ラヴェルが『マザー・グー

ス』を題材にして作曲した楽曲で、第 3曲はパ

ゴダ（陶器製の中国の首振り人形）が音楽を奏

でたり歌ったりする場面を描写したとされる。

⑩と同様に五音音階で書かれており、いかにも

ヨーロッパ人がイメージする「中国」が音楽的

だしシャブリエはフランス人であり、その点で

はここで描かれるスペインのイメージは外国人

から見た他所イメージである。「曲名を知って

いる」と回答した人は全体の2.7％「聞いたこ

とはある」も19.2％と知名度は高くなく、カイ

2乗検定の結果も有意水準 .791で、有意な関連

性は認められなかった （表 8）。

⑨アルハンブラ宮殿の思い出＊

表題になっているアルハンブラ宮殿はスペイ

ン・アンダルシア地方のグラナダにあるイス

ラーム様式の宮殿で、世界遺産にも登録されて

いる世界的に有名な観光地でもある。主要な楽

器としてギターが用いられており、フラメンコ

に代表されるようにスペインの場所イメージと

強く結びついている。「曲名を知っている」と

回答した人が全体の5.1％「聞いたことはある」

と回答した人も38.4％いた。この曲からイメー

ジされる場所として「アルハンブラ宮殿、グラ

ナダ」と回答した人は全体の2.4％「スペイン」

と回答した人も16.5％おり （表 9）、カイ 2乗検

定の結果も有意水準 .014で、曲に関する知識と

場所イメージの間には有意な相関が見られた。

一方で「聞いたことがない」人のうち15.3％が

「グラナダ」または「スペイン」をイメージし

表８　「狂詩曲スペイン」のクロス表

狂詩曲スペイン　イメージ
合計

スペイン フランス ヨーロッパ アラブ、アフリカ その他 イメージなし

狂詩曲　
スペイン

曲名を知っ
ている

度数 0 1 2 0 4 0 7
 ％ 0.00％ 14.30％ 28.60％ 0.00％ 57.10％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 0 2 19 0 25 3 49
 ％ 0.00％ 4.10％ 38.80％ 0.00％ 51.00％ 6.10％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 1 4 70 1 103 20 199
 ％ 0.50％ 2.00％ 35.20％ 0.50％ 51.80％ 10.10％ 100.00％

合計
度数 1 7 91 1 132 23 255
 ％ 0.40％ 2.70％ 35.70％ 0.40％ 51.80％ 9.00％ 100.00％

表９　 「アルハンブラ宮殿の思い出」のクロス表

アルハンブラ宮殿の思い出　イメージ
合計

グラナダ、アルハンブラ宮殿 スペイン ヨーロッパ アラブ、アフリカ その他 イメージなし

アルハンブラ宮
殿の思い出

曲名を知っ
ている

度数 2 4 2 1 4 0 13
 ％ 15.40％ 30.80％ 15.40％ 7.70％ 30.80％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 3 17 21 0 53 4 98
 ％ 3.10％ 17.30％ 21.40％ 0.00％ 54.10％ 4.10％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 1 21 29 2 87 4 144
 ％ 0.70％ 14.60％ 20.10％ 1.40％ 60.40％ 2.80％ 100.00％

合計
度数 6 42 52 3 144 8 255
 ％ 2.40％ 16.50％ 20.40％ 1.20％ 56.50％ 3.10％ 100.00％
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回答した人は全体の8.2％おり、そのうちの

42.9％が曲からイメージする場所として「ペル

シャ、イラン」と回答したのに対し、「曲名を

知らない」人（「聞いたことはある」と回答し

た47.5％と「聞いたことがない」と回答した

44.3％） ではその数値は1.2％で、かわりに「中

国」と回答した人は26.9％いた （表12）。もち

ろんカイ 2乗検定の結果も有意水準 .000で、曲

に関する知識と場所イメージとの間に明らかな

関連性が見られた。この結果は、この楽曲のタ

イトルを知っている人はその知識に引っ張られ

て場所イメージとしてペルシャ （イラン） を想

起したのに対し、曲名の知識がない人は曲調な

どから中国を想起したことを示していると思わ

れる。

⑬組曲『大峡谷』より 第 3曲 山道を行く

この楽曲の原題『グランド・キャニオン』は

に表現されている。知名度に関しては93.2％が

「聞いたことがない」と答えたが、この曲から

イメージされる場所としては「中国」が全体の

65.5％を占めており、中国的イメージを表現し

ようとした作曲者の意図は明らかに伝わってい

る （表11）。一方、カイ 2乗検定の結果は有意

水準 .066で、曲に関する知識が場所イメージに

与える影響については認められなかった。

⑫ペルシャの市場にて＊

イギリスの作曲家ケテルビーが1920年に作

曲した典型的な標題音楽で、市場の物乞いを表

す合唱部分のメロディが五音音階で書かれるな

ど、東洋的な雰囲気を醸し出している。しかし

ながら、この部分に出てくるメロディは典型的

な中国風のメロディであり、標題となっている

ペルシャ （現在のイラン） の音楽・旋律とは全

く異なるものである。「曲名を知っている」と

表10　「大地の歌 青春について」のクロス表

大地の歌 青春について　イメージ
合計

中国 ドイツ ヨーロッパ その他 イメージなし

大地の歌
青春について

曲名を知っ
ている

度数 1 1 1 1 0 4
 ％ 25.00％ 25.00％ 25.00％ 25.00％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 6 2 12 17 0 37
 ％ 16.20％ 5.40％ 32.40％ 45.90％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 35 15 62 93 9 214
 ％ 16.40％ 7.00％ 29.00％ 43.50％ 4.20％ 100.00％

合計
度数 42 18 75 111 9 255
 ％ 16.50％ 7.10％ 29.40％ 43.50％ 3.50％ 100.00％

表11  「パゴダの女王レドロネット」のクロス表

パゴダの女王レドロネット　イメージ
合計

中国 フランス ヨーロッパ その他 イメージなし

パゴダの女王
レドロネット

曲名を知っ
ている

度数 1 0 0 1 0 2
 ％ 50.00％ 0.00％ 0.00％ 50.00％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 10 1 2 7 0 20
 ％ 50.00％ 5.00％ 10.00％ 35.00％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 156 0 12 62 3 233
 ％ 67.00％ 0.00％ 5.20％ 26.60％ 1.30％ 100.00％

合計
度数 167 1 14 70 3 255
 ％ 65.50％ 0.40％ 5.50％ 27.50％ 1.20％ 100.00％

表12  「ペルシャの市場にて」のクロス表

ペルシャの市場にて　イメージ
合計

ペルシャ、イラン 中国 アジア アラビア、トルコ その他 イメージなし

ペルシャの
市場にて　

曲名を知っ
ている

度数 9 2 1 0 9 0 21
 ％ 42.90％ 9.50％ 4.80％ 0.00％ 42.90％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 2 35 6 8 58 12 121
 ％ 1.70％ 28.90％ 5.00％ 6.60％ 47.90％ 9.90％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 1 28 14 4 57 9 113
 ％ 0.90％ 24.80％ 12.40％ 3.50％ 50.40％ 8.00％ 100.00％

合計
度数 12 65 21 12 124 21 255
 ％ 4.70％ 25.50％ 8.20％ 4.70％ 48.60％ 8.20％ 100.00％
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恋敵の陰謀や海賊の襲来などの困難を経て成就

するというあらすじで、ラヴェルはギリシャ神

話の世界をイメージして曲を書いたとされる。

調査用に選曲した「夜明け」は、第 3場の冒

頭、第 2場で誘拐されたクロエを探して疲れ果

て、神聖な森に隣接する牧草地にあるニンフの

祭壇前で眠るダフニスに、厳かに夜明けが訪れ

るシーンに使用される曲で、チェロとコントラ

バスのうねるようにゆったりとした低音部のな

かフルートとクラリネットの12連符のアルペジ

オが徐々に空が白みはじめるさまを表現し、ピッ

コロによる鳥のさえずりが聞こえ、オーケスト

ラ全体がクレッシェンドをしながら頂点を迎え

て夜が明けたことを表す。クラシックを聴く人

にとってはかなり有名な曲だが、この曲からイ

メージされる場所として「曲名を知っている」

と回答した 4名中 1名が 「ギリシャ」 を、1名が

「夜明け」と回答し、カイ 2乗検定の結果は有

意水準 .000で、楽曲の知識と場所イメージとの

間に有意な関連性が見られた。その一方で、

「聞いたことがない」 人のうち9.6％が 「夜明け」

をイメージしたと回答しており、この人たちは

ある意味ラヴェルの音楽表現を記号化した知識

なしで正しく聞き取ったとも言える （表14）。

アメリカ合衆国アリゾナ州にある有名な峡谷で

あり、ここを実際に訪れた作曲者グローフェが

その風景に感動して作品を構想したと言われて

いる。組曲『大峡谷』はグランド・キャニオン

のさまざまな風景を描写した典型的な標題音楽

で、なかでも「山道を行く」は最も一般に知ら

れており、曲の冒頭ヴァイオリンでロバの鳴き

声が描かれたあと、アメリカ民謡を模したカウ

ボーイ・ソング風ののどかなメロディが流れる

が、これはロバの背中に揺られててくてくと山

道を進む旅人の情景を描いている。「曲名を

知っている」と回答した人は10.6％いたが、そ

のうちの48.1％が曲からイメージされる場所と

して「グランド・キャニオン」を挙げ、「アメ

リカ」を挙げた人も18.5％あった。カイ 2乗検

定の結果も有意水準 .000で、曲と場所イメージ

との間に有意な関連性が見られた （表13）。

⑭『ダフニスとクロエ』 第 2組曲より 「夜明け」

『ダフニスとクロエ』は、古代ギリシャのロ

ンゴスが書いた小説をもとに1912年にパリで

初演されたバレエ作品で、ラヴェルが作曲を担

当した。バレエは全３場からなり、エーゲ海に

浮かぶレスボス島の牧歌的な情景を舞台とし

て、山羊飼いの少年と羊飼いの少女との純愛が

表13  「大峡谷 山道を行く」のクロス表

大峡谷 山道を行く　イメージ
合計

グランドキャニオン アメリカ 山道、山地 その他 イメージなし

大峡谷
山道を行く

曲名を知っ
ている

度数 13 5 0 9 0 27
 ％ 48.10％ 18.50％ 0.00％ 33.30％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 6 18 11 77 1 113
 ％ 5.30％ 15.90％ 9.70％ 68.10％ 0.90％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 2 22 5 79 7 115
 ％ 1.70％ 19.10％ 4.30％ 68.70％ 6.10％ 100.00％

合計
度数 21 45 16 165 8 255
 ％ 8.20％ 17.60％ 6.30％ 64.70％ 3.10％ 100.00％

表14  「ダフニスとクロエ　夜明け」のクロス表

ダフニスとクロエ　夜明け　イメージ
合計

エーゲ海、ギリシャ フランス 浜辺、海 夜明け 川、湖、水 その他 イメージなし

ダフニスとクロエ
夜明け

曲名を知っ
ている

度数 1 0 0 1 0 2 0 4
 ％ 25.00％ 0.00％ 0.00％ 25.00％ 0.00％ 50.00％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 0 0 0 2 4 6 0 12
 ％ 0.00％ 0.00％ 0.00％ 16.70％ 33.30％ 50.00％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 1 1 8 23 30 166 10 239
 ％ 0.40％ 0.40％ 3.30％ 9.60％ 12.60％ 69.50％ 4.20％ 100.00％

合計
度数 2 1 8 26 34 174 10 255
 ％ 0.80％ 0.40％ 3.10％ 10.20％ 13.30％ 68.20％ 3.90％ 100.00％



25―　　―

らイメージした場所として「インド」または

「インド料理店」と回答した人は36.9％おり、

「アジア」をイメージした人 （45.9％） まで含め

ると全体の82.8％がインドの民族音楽のイメー

ジをなんとなく持っていることがわかる（表16）。

当然カイ 2乗検定の結果は有意水準 .522で有意

とは言えず、曲そのものの知識と場所イメージ

との間に何らかの関連性は見られない。

⑰楽しい人々　Lustige Leute

この曲は、ヨーデルと呼ばれるアルプス山脈

のドイツ語圏に見られる独特の歌唱法を用いた

スイスやオーストリアの民謡である。調査で流

した音源はティロルのヨーデルを現地録音した

ものなので、厳密にはスイスのヨーデルではな

いのだが、筆者も含めて素人にはその区別は難

しい。「曲名を知っている」と回答した人は

1.6％「聞いたことはある」と回答した人は

27.1％だったが、「曲名を知っている」と回答

した人の75.0％「聞いたことはある」と回答し

た人の89.8％「聞いたことがない」と回答した

人の81.9％が、この曲からイメージする場所と

して「チロル」「アルプス」または「スイス」

と回答した （表17）。意図的に知名度の低い曲

を選曲しているので、この数値は曲そのものの

知識をもとにしたイメージである可能性は低

⑮漁舟唱晩＊

1930年に作曲された中国の古箏曲の一つで、

中国固有の楽器を用いて、中国の伝統的なメロ

ディを奏でた曲である。調査の結果、「曲名を

知っている」と回答した者は0.8％、「聞いたこ

とはある」と回答した人もわずか14.5％だった

が、全体の71.4％が「中国」をイメージしたと

回答し、5.9％の「中華料理店」を加えると、

77.3％の人がこの曲から「中国らしさ」を喚起

されたことになる （表15）。当然カイ 2乗検定

の結果は有意水準 .357で有意とは言えず、曲そ

のものの知識と場所イメージとの間に何らかの

関連性は見られない。

⑯ラーガ・デーシュ　Rāga Desh

北インドの古典音楽の旋法であるラーガに基

づく一曲で、シタールとタブラによって演奏さ

れたものを調査に用いた。シタールは 7本の演

奏弦に金属製の共鳴弦が共鳴して多数の倍音を

含む独特の音色が特徴の民族楽器、タブラは大

小二つの太鼓からなる打楽器で、シタールとタ

ブラの合奏は、多くの日本人が思うインド古典

音楽のイメージになっている。曲自体が日本で

とくに有名なわけではないので、「曲名を知っ

ている」と回答した人は 0人「聞いたことはあ

る」と回答した人は16.9％だったが、この曲か

表16  「ラーガ・デーシュ」のクロス表

ラーガ・デーシュ　イメージ
合計

インド インド料理店 アジア その他 イメージなし

ラーガ・
デーシュ

聞いたこと
はある

度数 16 1 21 4 1 43
 ％ 37.20％ 2.30％ 48.80％ 9.30％ 2.30％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 76 1 96 36 3 212
 ％ 35.80％ 0.50％ 45.30％ 17.00％ 1.40％ 100.00％

合計
度数 92 2 117 40 4 255
 ％ 36.10％ 0.80％ 45.90％ 15.70％ 1.60％ 100.00％

表15　「漁舟唱晩」のクロス表

漁舟唱晩　イメージ
合計

中国 中華料理店 アジア 日本、京都 その他 イメージなし

漁舟唱晩　

曲名を知っ
ている

度数 1 1 0 0 0 0 2
 ％ 50.00％ 50.00％ 0.00％ 0.00％ 0.00％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 25 3 2 2 5 0 37
 ％ 67.60％ 8.10％ 5.40％ 5.40％ 13.50％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 156 11 20 12 14 3 216
 ％ 72.20％ 5.10％ 9.30％ 5.60％ 6.50％ 1.40％ 100.00％

合計
度数 182 15 22 14 19 3 255
 ％ 71.40％ 5.90％ 8.60％ 5.50％ 7.50％ 1.20％ 100.00％
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E.ピアフなど多くの歌手によって歌われたこ

とで『枯葉』『愛の賛歌』などと並ぶ有名な

シャンソンとなった。調査ではシャンソンのイ

メージと強く結びついたアコーディオンによる

伴奏が付いたイヴ・モンタン版を使用した。

「曲名を知っている」と回答した人は3.1％「聞

いたことはある」と回答した人は24.7％で、半

数以上は「聞いたことがない」と回答した。し

かし全体の22.0％が「パリ」を、19.6％が「フ

ランス」をイメージしたと回答しているので、

曲そのものの知識はなくとも曲の雰囲気 （シャ

ンソンらしい編曲とくにアコーディオン、さら

に意味は分からなくともフランス語の歌詞の響

き） にフランスを感じ取ることのできる人も一

定数存在したことが予想される （表19）。カイ

2乗検定の結果も有意水準 .089で、曲の知識と

イメージとの間に有意な差は認められなかった。

⑳ モ ス ク ワ 郊 外 の 夕 べ　

B.ソロヴィヨフ＝セドイが1955年に作曲し

たこの曲は、もとはソビエト連邦の映画の挿入

歌だったが、ラジオ・モスクワの英語放送で時

報として使用されたことで西側世界にも知ら

れ、その後多くのミュージシャンがカバーした

く、ヨーデルという独特の歌唱法と曲の雰囲気

（とくにアコーディオンの響き） からアルプス

やスイスをイメージしたのではないかと推測で

きる。

⑱フニクリ・フニクラ　 Funiculì funiculà

イタリアのヴェスヴィオ火山に1880年完成

したケーブルカーの宣伝のため、同年作曲家の

L.デンツァに依頼して作られた。世界最古の

CMソングとも言われる。「曲名を知っている」

と回答した人は27.1％「聞いたことはある」と

回答した人は67.8％で知名度は非常に高いが、

イメージする場所として「ナポリ」「イタリア」

と回答した人は全体の18.8％「火山・山」と回

答した人は8.6％で、この曲がイメージの点で

ヴェスヴィオ山と強く結びついているとは言え

ない結果となった （表18）。カイ 2乗検定の結

果でも有意水準 .139で有意な差は認められな

かった。なお、この曲はメロディが替え歌「鬼

のパンツ」としても知られており、そちらをイ

メージした回答も一定数見られた。

⑲パリの空の下　Sous le Ciel de Paris

J.ドレジャックが作詞 H.ジローが作曲した

この曲は、フランス映画『パリの空の下セーヌ

は流れる』の挿入歌として誕生し、その後

表18　「フニクリフニクラ」のクロス表

フニクリフニクラ　イメージ
合計

ナポリ イタリア ヨーロッパ 火山、山 その他 イメージなし

フニクリフニクラ

曲名を知っ
ている

度数 1 14 25 11 14 4 69
 ％ 1.40％ 20.30％ 36.20％ 15.90％ 20.30％ 5.80％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 1 31 57 11 57 16 173
 ％ 0.60％ 17.90％ 32.90％ 6.40％ 32.90％ 9.20％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 0 1 4 0 5 3 13
 ％ 0.00％ 7.70％ 30.80％ 0.00％ 38.50％ 23.10％ 100.00％

合計
度数 2 46 86 22 76 23 255
 ％ 0.80％ 18.00％ 33.70％ 8.60％ 29.80％ 9.00％ 100.00％

表17　「楽しい人々」のクロス表

楽しい人々　イメージ
合計

チロル アルプス スイス ヨーロッパ その他 イメージなし

楽しい人々　

曲名を知っ
ている

度数 1 2 0 0 1 0 4
 ％ 25.00％ 50.00％ 0.00％ 0.00％ 25.00％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 1 37 24 3 4 0 69
 ％ 1.40％ 53.60％ 34.80％ 4.30％ 5.80％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 1 88 60 7 23 3 182
 ％ 0.50％ 48.40％ 33.00％ 3.80％ 12.60％ 1.60％ 100.00％

合計
度数 3 127 84 10 28 3 255
 ％ 1.20％ 49.80％ 32.90％ 3.90％ 11.00％ 1.20％ 100.00％
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意水準 .106で有意な差は認められなかった。

㉑コンドルは飛んでいく＊　El Cóndor Pasa

伝承曲のメロディをもとに1913年ペルーの

作曲家ロブレスが作曲した、アンデスのフォル

クローレの代表的な曲である。調査に使用した

曲ではチャランゴやケーナなどの典型的なフォ

ルクローレの民族楽器が演奏に用いられてい

る。「曲名を知っている」または「聞いたこと

はある」 と回答した人は全体の97.3％にのぼり、

曲からイメージされる場所として全体の45.1％

が「ペルー、アンデス」と回答した （表21）。

カイ 2乗検定の結果も有意水準 .000と明らかに

有意であり、曲に関する知識が場所イメージの

形成に関与していることが十分に予想される結

果となった。

㉒サンバ・ブラジル　Sambas de Enredo

調査に使用した曲は1980年代のブラジル・

結果、ソ連 （ロシア） をイメージさせる代表的

な曲となった。歴史的に古い曲ではないが、有

名な『トロイカ』や『ヴォルガの舟歌』などと

同様にロシア民謡の曲として扱われることが多

い。日本では1960年代にいわゆる歌声喫茶で

盛んに歌われていたが、近年ではあまり耳にす

ることがなくなった。「曲を知っている」およ

び「聞いたことはある」と回答した人は全体の

3.5％しかいなかったが、そのうちの66.7％は

イメージした場所として「モスクワ」「ロシア

（ソ連）」を挙げた。「聞いたことがない」と回

答した人でも24.0％が「モスクワ」「ロシア

（ソ連）」をイメージしたと回答しており、「寒

さ」や「寂しさ」をイメージした人も多くいた

ことから、曲調自体にモスクワやロシアの寂し

げな風景をイメージさせる何かがあるのかもし

れない （表20）。当然カイ 2乗検定の結果も有

表20　「モスクワ郊外の夕べ」のクロス表

モスクワ郊外の夕べ　イメージ
合計

モスクワ ロシア、ソ連 ヨーロッパ その他 イメージなし

モスクワ郊外の
夕べ

曲名を知っ
ている

度数 1 1 0 0 0 2
 ％ 50.00％ 50.00％ 0.00％ 0.00％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 1 3 1 2 0 7
 ％ 14.30％ 42.90％ 14.30％ 28.60％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 14 45 80 77 30 246
 ％ 5.70％ 18.30％ 32.50％ 31.30％ 12.20％ 100.00％

合計
度数 16 49 81 79 30 255
 ％ 6.30％ 19.20％ 31.80％ 31.00％ 11.80％ 100.00％

表19　「パリの空の下」のクロス表

パリの空の下　イメージ
合計

パリ フランス ヨーロッパ その他 イメージなし

パリの空の下

曲名を知っ
ている

度数 4 1 2 1 0 8
 ％ 50.00％ 12.50％ 25.00％ 12.50％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 19 17 15 11 1 63
 ％ 30.20％ 27.00％ 23.80％ 17.50％ 1.60％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 33 32 61 49 9 184
 ％ 17.90％ 17.40％ 33.20％ 26.60％ 4.90％ 100.00％

合計
度数 56 50 78 61 10 255
 ％ 22.00％ 19.60％ 30.60％ 23.90％ 3.90％ 100.00％

表21　「コンドルは飛んでいく」のクロス表

コンドルは飛んでいく　イメージ
合計

ペルー、アンデス 中南米 アメリカ合衆国 その他 イメージなし

コンドルは
飛んでいく

曲名を知っ
ている

度数 94 30 7 52 0 183
 ％ 51.40％ 16.40％ 3.80％ 28.40％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 19 6 5 34 1 65
 ％ 29.20％ 9.20％ 7.70％ 52.30％ 1.50％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 2 2 0 2 1 7
 ％ 28.60％ 28.60％ 0.00％ 28.60％ 14.30％ 100.00％

合計
度数 115 38 12 88 2 255
 ％ 45.10％ 14.90％ 4.70％ 34.50％ 0.80％ 100.00％
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きたジャンルで、スティール・ギターやスラッ

クキーギターという独特な奏法やウクレレの使

用が独特の音色を生み出している。「曲名を

知っている」と回答した人は1.2％「聞いたこ

とはある」と回答した人は34.1％と知名度はあ

まり高くないが、曲を聞いてイメージされる場

所としては、全体の67.5％が「ハワイ」と回答

し、6.3％が 「ビーチ、海、島」 と回答しており、

曲の知識がない人でもかなりの人がハワイのイ

メージを喚起されたことが示された （表23）。

カイ 2乗検定の結果も有意水準 .370で、曲の知

識とイメージとの間に有意な相関は認められな

かった。

つづく㉔～㉗の 4曲については、曲を聞いて

イメージされる場所の記述方法に関して2022-

23年の調査とは異なる方法を用いたため、今回

の分析・考察からは除外する。

㉘祇園小唄＊　（長田幹彦作詞 佐々紅華作曲）

1930 （昭和 5） 年に作られた歌謡曲で、祇園

の舞妓がテーマとなり「東山」「大文字」「鴨の

河原」といった京都の地名が歌詞に織り込まれ

ている。メロディも端唄風の和旋律であり、伴

奏も三味線、太鼓、鉦などの和楽器が使われて

いる。「曲名を知っている」と回答した人は

リオデジャネイロで開催された「リオのカーニ

バル」の現地録音である。プロの演奏ではな

く、自分たちの演奏に合わせて歌い踊る人々の

生の熱気が伝わってくる。当然演奏されて曲は

ブラジルの代表的な民族音楽であるサンバで、

［ダーン・タタン、ダーン・タタン］という単

調な 4分の 2拍子のスルド （太鼓） のリズムに

乗って、カヴァキーニョ （弦楽器） とともにク

イーカやホイッスルなど我々がよく知る楽器の

音色も聞こえてくる。この曲自体が有名なわけ

ではないので （じつは筆者もこの曲はよく知ら

ない） 「曲名を知っている」 と回答した者は 0人

「聞いたことはある」と回答した人も7.5％だっ

た （表22）。しかし、熱気あふれるサンバの楽

曲を聞いてイメージした場所として「ブラジ

ル」と回答した人は全体の40.0％あり、「中南

米」と答えた人も31.0％いたので、「サンバ」

＝「ブラジル」という場所イメージは「なんと

なく中南米」というイメージを含めてある程度

記号化していると考えられる。

㉓サンゴ礁の彼方＊　Beyond The Reef

1948年に作曲されたハワイアン・ミュージッ

クで、かなり知られたスタンダードナンバーで

ある。ハワイアンはポリネシア系先住民の伝統

音楽が19世紀後半以降西洋音楽と融合してで

表22　「サンバ・ブラジル」のクロス表

サンバ・ブラジル　イメージ
合計

ブラジル 中南米 アメリカ合衆国 その他 イメージなし

サンバ・ブラジル

聞いたこと
はある

度数 7 7 0 4 1 19
 ％ 36.80％ 36.80％ 0.00％ 21.10％ 5.30％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 95 72 5 57 7 236
 ％ 40.30％ 30.50％ 2.10％ 24.20％ 3.00％ 100.00％

合計
度数 102 79 5 61 8 255
 ％ 40.00％ 31.00％ 2.00％ 23.90％ 3.10％ 100.00％

表23　「サンゴ礁の彼方」のクロス表

サンゴ礁の彼方　イメージ
合計

ハワイ アメリカ合衆国 ビーチ、海、島 常磐ハワイアンセンター その他 イメージなし

サンゴ礁の
彼方　　　

曲名を知っ
ている

度数 2 0 0 0 1 0 3
 ％ 66.70％ 0.00％ 0.00％ 0.00％ 33.30％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 61 0 9 2 13 2 87
 ％ 70.10％ 0.00％ 10.30％ 2.30％ 14.90％ 2.30％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 109 4 7 1 42 2 165
 ％ 66.10％ 2.40％ 4.20％ 0.60％ 25.50％ 1.20％ 100.00％

合計
度数 172 4 16 3 56 4 255
 ％ 67.50％ 1.60％ 6.30％ 1.20％ 22.00％ 1.60％ 100.00％
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「聞いたことはある」または「聞いたことがな

い」と回答した人のうち11.1％はイメージされ

る場所として「中国」と回答したが、一方で

「日本、京都」と回答した人はそれより多い

41.2％いて、典拠となる映画のことを知らない

人にとっては、この程度の中国ふうアレンジで

は「中国」イメージがあまり喚起されないこと

も示された （表25）。

㉚リンゴ追分 （小沢不二夫作詞 米山正夫作曲）

1952 （昭和27） 年に放送されたラジオドラマ

『リンゴ園の少女』の挿入歌として作曲され、

同年に映画化されたときには主題歌として使用

された。まだ十代半ばだった美空ひばりの伸び

やかな若い声を聞くことができる。曲名に「追

分」とあるように、追分節・馬子唄風の民謡ら

しいメロディと編曲が行われていることに加

え、1番と 2番の間奏にある美空ひばりの津軽

弁の台詞「お岩木山のてっぺんを～」があるな

ど、ドラマの舞台となった青森県津軽地方の農

村イメージを強調した演出が施されている。調

査の結果「曲名を知っている」と回答した人は

全体の55.7％「聞いたことはある」と回答した

人は28.2％もおり、曲を聞いてイメージされる

場所としては「津軽、青森」と回答した人が全

8.6％「聞いたことはある」と回答した人は

46.7％で、知名度はわりと高い。曲を聞いてイ

メージされる場所として、全体の3.1％が「祇

園」、47.1％が「京都」と回答し、半数以上の

人が「京都」をイメージした （表24）。「料亭、

芸者」をイメージした人も11.4％いて、これは

「祇園」のイメージに近いと考えられる。カイ

2乗検定の結果は有意水準 .254で、曲に関する

知識とは関係なく、曲調や歌詞によって場所イ

メージが喚起された人も多かったことが予想さ

れる。

㉙蘇州夜曲＊　（西條八十作詞 服部良一作曲）

1940 （昭和15） 年の映画『支那の夜』の劇中

歌として作られ大ヒットした。歌詞の中に「夢

の舟歌」「寒山寺」といった水の都蘇州と張継

の『楓橋夜泊』の風景が織り込まれている。曲

調は西洋音階の中に若干の中国的なフレーズが

用いられており、前奏に二胡を使うなど中国イ

メージを意識した作編曲になっている。「曲名

を知っている」と回答した人は全体の4.3％だ

が、そのうちの72.7％がイメージされる場所と

して「蘇州」を挙げており、カイ 2乗検定の結

果も有意水準 .000と、曲に関する知識と場所イ

メージとの間に明らかな相関が認められた。

表24  「祇園小唄」のクロス表

祇園小唄　イメージ
合計

京都 日本 祇園 神社、寺 料亭、芸者 その他 イメージなし

祇園小唄

曲名を知っ
ている

度数 8 5 1 1 3 4 0 22
 ％ 36.40％ 22.70％ 4.50％ 4.50％ 13.60％ 18.20％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 63 22 4 2 16 12 0 119
 ％ 52.90％ 18.50％ 3.40％ 1.70％ 13.40％ 10.10％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 49 19 3 4 10 25 4 114
 ％ 43.00％ 16.70％ 2.60％ 3.50％ 8.80％ 21.90％ 3.50％ 100.00％

合計
度数 120 46 8 7 29 41 4 255
 ％ 47.10％ 18.00％ 3.10％ 2.70％ 11.40％ 16.10％ 1.60％ 100.00％

表25　「蘇州夜曲」のクロス表

蘇州夜曲　イメージ
合計

蘇州 中国 日本、京都 その他 イメージなし

蘇州夜曲

曲名を知っ
ている

度数 8 0 0 3 0 11
 ％ 72.70％ 0.00％ 0.00％ 27.30％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 1 10 28 32 2 73
 ％ 1.40％ 13.70％ 38.40％ 43.80％ 2.70％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 0 17 77 69 8 171
 ％ 0.00％ 9.90％ 45.00％ 40.40％ 4.70％ 100.00％

合計
度数 9 27 105 104 10 255
 ％ 3.50％ 10.60％ 41.20％ 40.80％ 3.90％ 100.00％
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意水準 .000で、曲に関する知識と曲のイメージ

との間に十分な相関があることが認められた。

なお、曲調からの影響で「ハワイ」と回答した

人も16.1％いた。

32 京都慕情　（林春生作詞 ザ・ベンチャーズ

作曲）

アメリカのロックバンドであるザ・ベン

チャーズがインストゥルメンタル曲として

1970 （昭和45） 年に作曲し、日本語の歌詞を付

けて同年渚ゆう子がカバーし発売した楽曲。五

音音階 （いわゆるヨナ抜き） でメロディが作ら

れており、演奏に大正琴が用いられるなど、同

じベンチャーズ作曲の前作の『京都の恋』より

も「日本」感が強調されており、後付けされた

日本語の歌詞にも「河原町」「高瀬川」「嵐山」

「桂川」といった京都の地名が織り込まれてい

る。「曲名を知っている」と回答した人は7.1％

「聞いたことはある」と回答した人は21.8％で

㉚㉛と比べると知名度は低いが、曲を聞いてイ

メージされる場所として全体の10.6％が「京

都」または「祇園」と回答しており、カイ 2乗

検定の結果でも有意水準 .041で、曲に関する知

識と曲のイメージとの間に相関が認められた

（表28）。また「川、高瀬川」と回答した人が

体の42.0％、「東北」「田舎、農村」「リンゴ園」

を足すと62.4％の人が同じような傾向のイメー

ジを抱いている （表26）。しかし「曲名を知っ

ている」＞「聞いたことはある」＞「聞いたこ

とがない」の順で「津軽、青森」をイメージす

る人の割合は減っていき、カイ 2乗検定の結果

は有意水準 .000と高い水準で有意が示され、曲

に関する知識と曲のイメージとの間に十分な相

関があることが認められた。

㉛お嫁においで＊ （岩谷時子作詞 弾厚作作曲）

1966 （昭和41） 年に発売された歌謡曲で、い

わゆる湘南サウンドのはしりと言われる加山雄

三の代表曲である。歌詞には特定の地名は出て

こないが、曲調はハワイアンでスティール・ギ

ターやウクレレが楽器として用いられており、

海やビーチといったイメージを前面に出した歌

詞となっている。「曲名を知っている」と回答

した人は全体の49.0％「聞いたことはある」と

回答した人は42.7％いて、知名度は非常に高い

（表27）。曲を聞いてイメージされる場所とし

ては、「湘南」と回答した人が全体の22.0％を

占めたが、「曲名を知っている」＞「聞いたこ

とはある」＞「聞いたことがない」の順でその

割合は減っていき、カイ 2乗検定の結果でも有

表26　「リンゴ追分」のクロス表

リンゴ追分　イメージ
合計

津軽、青森 東北 田舎、農村 リンゴ園 日本 その他 イメージなし

リンゴ追分

曲名を知っ
ている

度数 76 14 6 13 0 32 1 142
 ％ 53.50％ 9.90％ 4.20％ 9.20％ 0.00％ 22.50％ 0.70％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 25 8 3 3 2 29 2 72
 ％ 34.70％ 11.10％ 4.20％ 4.20％ 2.80％ 40.30％ 2.80％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 6 2 1 2 2 25 3 41
 ％ 14.60％ 4.90％ 2.40％ 4.90％ 4.90％ 61.00％ 7.30％ 100.00％

合計
度数 107 24 10 18 4 86 6 255
 ％ 42.00％ 9.40％ 3.90％ 7.10％ 1.60％ 33.70％ 2.40％ 100.00％

表27　「お嫁においで」のクロス表

お嫁においで　イメージ
合計

湘南 神奈川、横浜 ハワイ 海、ビーチ、船 常磐ハワイアンセンター その他 イメージなし

お嫁においで

曲名を知っ

ている
度数 34 1 18 47 1 23 1 125
 ％ 27.20％ 0.80％ 14.40％ 37.60％ 0.80％ 18.40％ 0.80％ 100.00％

聞いたこと

はある
度数 19 2 21 34 2 25 6 109
 ％ 17.40％ 1.80％ 19.30％ 31.20％ 1.80％ 22.90％ 5.50％ 100.00％

聞いたこと

がない
度数 3 0 2 7 2 6 1 21
 ％ 14.30％ 0.00％ 9.50％ 33.30％ 9.50％ 28.60％ 4.80％ 100.00％

合計
度数 56 3 41 88 5 54 8 255
 ％ 22.00％ 1.20％ 16.10％ 34.50％ 2.00％ 21.20％ 3.10％ 100.00％
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が、この曲を「聞いたことがない」人の16.2％

が「宗谷岬」をピンポイントでイメージしたこ

とは、曲の最後に出る地名（つまり歌詞）の影

響があるのではないかと予想される。

34瞳を閉じて＊　（荒井由実作詞作曲）

1974 （昭和49） 年ラジオの深夜放送での募集

をきっかけに長崎県五島列島の県立五島高校奈

留分校の校歌として作られた曲で、その後

NHKの『みんなのうた』で放送されたことで

全国的に知られるようになった。曲には「風」

「沖」「潮騒」といった語は出てくるが、具体的

な地名は使用されない。「曲名を知っている」

と回答した人は9.8％「聞いたことはある」と

回答した人も31.8％と知名度はそこまで高くな

く、イメージされる場所として「奈留島、五

島」と回答した人は全体の0.4％「長崎、九州」

と回答した人を加えても1.6％で、五島列島奈

留島にまつわるこの歌のエピソードを知る人は

ほとんどいなかった （表30）。カイ 2乗検定の

結果は有意水準 .666で、曲に関する知識と曲の

イメージとの間に何らかの関連性も認められな

かった。

35北ウィング＊　（康珍化作詞 林哲司作曲）

1984（昭和59）年に発売された中森明菜の

17.6％いたが、これは調査で用いた１番の最後

のフレーズ「～夕焼けの高瀬川」に引っ張られ

た可能性がある。

33宗谷岬　（吉田弘作詞 船村徹作曲）

1972 （昭和47） 年にレコードが発売され、そ

の後1976年にNHK『みんなのうた』でダ・

カーポによるカバー・バージョンが放送された

ことで全国的に広まった。1980年には宗谷岬に

「宗谷岬音楽碑」も建てられている。『別れの一

本杉』や『兄弟舟』など演歌の作曲で知られる

船村だが、この曲はスローなフォークソング風

のメロディで、歌詞には「宗谷岬」の地名とと

もに「流氷」「ハマナス」「カモメ」「吹雪」と

いった北の海を思わせる単語が多用されてい

る。「曲名を知っている」と回答した人は

18.0％「聞いたことはある」と回答した人は

21.6％だが、曲を聞いてイメージされる場所と

しては「宗谷岬」と回答した人が全体の

20.8％、「北海道」と回答した人が37.6％で、

これに「オホーツク海、北の海」9.0％「海、

岬」の7.8％を加えると、75.2％は作詞者作曲

者が意図した曲のイメージを読み取れたと考え

られる （表29）。船村徹のメロディは春の宗谷

岬の姿をうまく表現していると筆者には思える

表28　「京都慕情」のクロス表

京都慕情　イメージ
合計

京都 日本 祇園 川、高瀬川 その他 イメージなし

京都慕情

曲名を知っ
ている

度数 4 1 0 5 7 1 18
 ％ 22.20％ 5.60％ 0.00％ 27.80％ 38.90％ 5.60％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 14 21 2 30 51 14 132
 ％ 10.60％ 15.90％ 1.50％ 22.70％ 38.60％ 10.60％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 7 27 0 10 48 13 105
 ％ 6.70％ 25.70％ 0.00％ 9.50％ 45.70％ 12.40％ 100.00％

合計
度数 25 49 2 45 106 28 255
 ％ 9.80％ 19.20％ 0.80％ 17.60％ 41.60％ 11.00％ 100.00％

表29　「宗谷岬」のクロス表

宗谷岬　イメージ
合計

宗谷岬 北海道 オホーツク海、北の海 海、岬 その他 イメージなし

宗谷岬

曲名を知っ
ている

度数 22 9 6 5 4 0 46
 ％ 47.80％ 19.60％ 13.00％ 10.90％ 8.70％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 6 30 2 0 16 1 55
 ％ 10.90％ 54.50％ 3.60％ 0.00％ 29.10％ 1.80％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 25 57 15 15 40 2 154
 ％ 16.20％ 37.00％ 9.70％ 9.70％ 26.00％ 1.30％ 100.00％

合計
度数 53 96 23 20 60 3 255
 ％ 20.80％ 37.60％ 9.00％ 7.80％ 23.50％ 1.20％ 100.00％
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36燃えよドラゴン　Enter the Dragon

『燃えよドラゴン』は1973年に公開された香

港とアメリカの合作映画で、主演したブルー

ス・リーとカンフー・ブームを世界的に巻き起

こした作品。作曲したのは『スパイ大作戦』

（ミッション・インポッシブル） のテーマでも

知られるラロ・シフリンである。この映画は全

編香港を舞台としており、この曲をバックにし

て映しだされる映画のタイトル・シークエンス

は、香港島のビクトリア・ピークからの香港市

街の俯瞰に始まり、今は無き香港啓徳空港から

九龍半島の路地へと移動していく。「曲名を

知っている」と回答した人は23.9％あり「聞い

たことはある」と回答した人も58.8％で、曲を

聞いてイメージされる場所として「香港」と回

答した人は全体の47.5％「中国」と回答した人

が10.2％いた （表32）。メロディの中に若干の

楽曲で、成田空港（当時は新東京国際空港）の

ターミナルの名称をタイトルとし、「都会の灯

り」「日付が塗りかえてゆく」「霧の町が雲の下

に」といった歌詞から、夜の成田空港を飛び

立った旅客機がアラスカを経由して英国ロンド

ンに到着するというストーリーが読める。調査

時期がヒット時からまだ 8年後ということもあ

り、「曲名を知っている」と回答した人は

77.6％「聞いたことはある」と回答した人は

18.8％と知名度は非常に高く、曲を聞いてイ

メージされる場所として「空港、飛行機」と回

答した人は全体の58.8％いた （表31）。しかも

「曲名を知っている」＞「聞いたことはある」

＞「聞いたことがない」の順で「空港、飛行

機」をイメージする人の割合は減っていき、カ

イ 2乗検定の結果も有意水準 .000で、明らかに

有意な相関関係があることを示している。

表30　「瞳を閉じて」のクロス表

瞳を閉じて　イメージ
合計

五島 長崎、九州 海 その他 イメージなし

瞳を閉じて

曲名を知っ
ている

度数 0 1 12 12 0 25
 ％ 0.00％ 4.00％ 48.00％ 48.00％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 0 1 31 42 7 81
 ％ 0.00％ 1.20％ 38.30％ 51.90％ 8.60％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 1 1 54 80 13 149
 ％ 0.70％ 0.70％ 36.20％ 53.70％ 8.70％ 100.00％

合計
度数 1 3 97 134 20 255
 ％ 0.40％ 1.20％ 38.00％ 52.50％ 7.80％ 100.00％

表32　「燃えよドラゴン」のクロス表

燃えよドラゴン　イメージ
合計

香港 中国 カンフー ブルース・リー その他 イメージなし

燃えよドラゴン

曲名を知っ
ている

度数 34 4 2 1 19 1 61
 ％ 55.70％ 6.60％ 3.30％ 1.60％ 31.10％ 1.60％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 80 16 6 3 38 7 150
 ％ 53.30％ 10.70％ 4.00％ 2.00％ 25.30％ 4.70％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 7 6 0 0 23 8 44
 ％ 15.90％ 13.60％ 0.00％ 0.00％ 52.30％ 18.20％ 100.00％

合計
度数 121 26 8 4 80 16 255
 ％ 47.50％ 10.20％ 3.10％ 1.60％ 31.40％ 6.30％ 100.00％

表31　「北ウィング」のクロス表

北ウィング　イメージ
合計

空港、飛行機 東京 都会 夜 その他 イメージなし

北ウィング

曲名を知っ
ている

度数 139 7 5 3 40 4 198
 ％ 70.20％ 3.50％ 2.50％ 1.50％ 20.20％ 2.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 10 8 5 1 18 6 48
 ％ 20.80％ 16.70％ 10.40％ 2.10％ 37.50％ 12.50％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 1 2 0 0 4 2 9
 ％ 11.10％ 22.20％ 0.00％ 0.00％ 44.40％ 22.20％ 100.00％

合計
度数 150 17 10 4 62 12 255
 ％ 58.80％ 6.70％ 3.90％ 1.60％ 24.30％ 4.70％ 100.00％



33―　　―

減っていき、映画に関する知識が場所イメージ

の形成に関与していることが予想される （表33）。

ただしカイ 2乗検定の結果は有意水準 .064で有

意な相関関係があるとは言えなかった。

38 ジャングル大帝のテーマ　（石郷岡豪作詞 冨

田勲作曲）

『ジャングル大帝』は手塚治虫の代表作の一

つで、1965 （昭和40） 年にテレビアニメ化され

た。冨田勲による楽曲はその主題歌として、当

時としては画期的なフルオーケストラで演奏さ

れ、オープニングアニメーションではこの雄大

な曲をバックに作品の舞台となるアフリカの草

原や熱帯雨林などの大自然が描かれる。「曲名

を知っている」と回答した人は18.8％で「聞い

たことはある」と回答した人は27.8％と、本放

送時から30年近く経っていることもあって知

名度はそこまで高くない。しかし曲を聞いてイ

メージされる場所として「アフリカ」「ジャン

グル」「サバンナ、草原」と回答した人は「曲

名を知っている」と回答した人の87.5％いて、

その割合は「曲名を知っている」＞「聞いたこ

とはある」＞「聞いたことがない」の順で減っ

ていき、アニメ作品に関する知識が場所イメー

ジの形成に関与していることが示された（表34）。

中国的なニュアンスが用いられているものの、

曲調としてはアメリカ映画の映画音楽なので、

「香港」をイメージする理由としてはドラマの

内容に基づく可能性が高い。「曲名を知ってい

る」＞「聞いたことはある」＞「聞いたことが

ない」の順で「香港」をイメージする人の割合

は減っていき、カイ 2乗検定の結果も有意水

準 .000で明らかに有意な相関関係があることを

示している。

37ロッキーのテーマ　Gonna Fly Now

1976年のアメリカ映画『ロッキー』はS.スタ

ローン主演のボクシング映画で、ビル・コンティ

作曲の楽曲は「ロッキーのテーマ」としても知

られ、主人公が作品の舞台となる早朝のフィラ

デルフィアの街並みをランニングするシーンや

トレーニングを行うシーン、フィラデルフィア

美術館の階段上でこぶしを突き上げる場面で流

れる印象的な曲である。「曲名を知っている」と

回答した人は81.6％で「聞いたことはある」と

回答した人も17.3％で、知名度は非常に高い。

曲を聞いてイメージされる場所として「フィラ

デルフィア」と回答した人は全体の12.9％い

て、「曲名を知っている」＞「聞いたことはあ

る」＞「聞いたことがない」の順でその割合は

表33　「ロッキーのテーマ」のクロス表

ロッキーのテーマ　イメージ
合計

フィラデルフィア アメリカ合衆国 ボクシング、リング、ジム その他 イメージなし

ロッキーの
テーマ　　

曲名を知っ
ている

度数 30 63 75 35 5 208
 ％ 14.40％ 30.30％ 36.10％ 16.80％ 2.40％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 3 17 15 8 1 44
 ％ 6.80％ 38.60％ 34.10％ 18.20％ 2.30％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 0 1 0 1 1 3
 ％ 0.00％ 33.30％ 0.00％ 33.30％ 33.30％ 100.00％

合計
度数 33 81 90 44 7 255
 ％ 12.90％ 31.80％ 35.30％ 17.30％ 2.70％ 100.00％

表34　「ジャングル大帝のテーマ」のクロス表

ジャングル大帝のテーマ　イメージ
合計

アフリカ ジャングル サバンナ、草原 その他 イメージなし

ジャングル大帝
のテーマ

曲名を知っ
ている

度数 29 5 8 5 1 48
 ％ 60.40％ 10.40％ 16.70％ 10.40％ 2.10％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 30 7 12 22 0 71
 ％ 42.30％ 9.90％ 16.90％ 31.00％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 17 5 8 77 29 136
 ％ 12.50％ 3.70％ 5.90％ 56.60％ 21.30％ 100.00％

合計
度数 76 17 28 104 30 255
 ％ 29.80％ 6.70％ 11.00％ 40.80％ 11.80％ 100.00％
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40きこえるかしら （岸田衿子作詞 三善晃作曲）

1979 （昭和54） 年に「世界名作劇場」の 5作

目として放送されたテレビアニメ『赤毛のア

ン』の主題歌として作られた。『赤毛のアン』

は孤児院暮らしだったアンが、カナダのプリン

ス・エドワード島にあるグリーンゲイブルズの

カスバート家に引き取られてからクィーン学院

を卒業するまでの少女時代を描いた小説で、テ

レビアニメの演出を高畑勲が、作画監督を近藤

喜文が担当し、主題歌の作編曲は現代音楽の作

曲家三善晃が行った。この楽曲が流れるオープ

ニングアニメーションは、プリンス・エドワー

ド島の風景をバックに草原の上や白い花の道や

雪の林の中を馬車に乗って駆け抜けていく主人

公のイメージを流麗に描いたもので、アニメの

オープニングとして最上のレベルだと筆者は

思っている。調査時期の約10年前に放送して

いた作品のため「聞いたことはある」と回答し

た人は42.7％いたが「曲を知っている」と回答

した人は17.6％と少なめで、曲を聞いてイメー

ジされる場所として「プリンス・エドワード

島、グリーンゲイブルズ」と回答した人は全体

の5.9％「カナダ」と回答した人も7.5％にとど

まった （表36）。しかしその割合は「曲を知っ

カイ 2乗検定の結果でも有意水準 .000で、有意

な相関があると認められた。

39おしえて＊　（岸田衿子作詞 渡辺岳夫作曲）

1974 （昭和49） 年に放送されたテレビアニメ

『アルプスの少女ハイジ』の主題歌で、調査時

でも放送から20年近く経過していたが、「聞い

たことがない」と回答した人が全体で 1人だけ

と知名度は非常に高かった。ホルンやヨーデル

のコーラスなど編曲がスイス・アルプスのイ

メージを強調しており、スイスの山と谷の風景

からなるオープニングアニメも、作品の場所イ

メージ形成に寄与していると思われる。曲を聞

いてイメージされる場所として「アルプス」と

回答した人が全体の71.0％「スイス」と回答し

た人が18.8％だった （表35）。「アルプス」とい

う答えのほうが多かったのはこの作品のアニメ

のタイトルに引かれた結果ではないかと思われ

る。「曲を知っている」＞「聞いたことはある」

＞「聞いたことがない」の順で「アルプス」や

「スイス」をイメージする人の割合は減ってい

き、カイ 2乗検定の結果も有意水準 .000で、曲

に対する知識とイメージとの間に有意な相関関

係があることを示している。

表35　「おしえて」のクロス表

おしえて　イメージ
合計

アルプス スイス その他 イメージなし

おしえて

曲名を知っ
ている

度数 147 33 15 0 195
 ％ 75.40％ 16.90％ 7.70％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 34 15 9 1 59
 ％ 57.60％ 25.40％ 15.30％ 1.70％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 0 0 0 1 1
 ％ 0.00％ 0.00％ 0.00％ 100.00％ 100.00％

合計
度数 181 48 24 2 255
 ％ 71.00％ 18.80％ 9.40％ 0.80％ 100.00％

表36　「きこえるかしら」のクロス表

きこえるかしら　イメージ

合計プリンス・エド
ワード島、グリー
ンゲイブルズ

カナダ アメリカ
草原をかける馬車、
林檎の花咲く道 赤毛のアン その他 イメージなし

きこえるかしら

曲名を知っ
ている

度数 12 8 4 4 3 14 0 45
 ％ 26.70％ 17.80％ 8.90％ 8.90％ 6.70％ 31.10％ 0.00％ 100.00％

聞いたこと
はある

度数 3 11 6 3 0 65 21 109
 ％ 2.80％ 10.10％ 5.50％ 2.80％ 0.00％ 59.60％ 19.30％ 100.00％

聞いたこと
がない

度数 0 0 3 2 1 71 24 101
 ％ 0.00％ 0.00％ 3.00％ 2.00％ 1.00％ 70.30％ 23.80％ 100.00％

合計
度数 15 19 13 9 4 150 45 255
 ％ 5.90％ 7.50％ 5.10％ 3.50％ 1.60％ 58.80％ 17.60％ 100.00％
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ている」＞「聞いたことはある」＞「聞いたこ

とがない」の順で減っていき、カイ 2乗検定の

結果も有意水準 .000であることから、曲に対す

る知識とイメージとの間に有意な関連性がある

ことを示している。

．考察

今回調査した①～㉓、㉘～40の36曲につい

て、曲に関する知識の度合いと場所イメージと

の間のカイ 2乗検定の結果 （有意水準） と、そ

れぞれの曲に想定される場所イメージの表現方

法による分類 （ＡＢＣ、曲によって複数該当す

るものもある） を示したものが表37である。以

下、音楽による場所イメージの表現は可能か、

またそのような作曲者ら送り手の意図は正しく

聴衆に伝達されているのか、を今回の調査結果

に基づきＡ～Ｃで示した場所イメージの表現方

法ごとに考察する。

Ａ  音そのものないしはリズム・メロディによ

る場所の表現

楽器の音を使って波の音や雨の音や鳥の鳴き

声を表現し、その音が聞こえる場所を聴衆に伝

達することを意図した事例としては②⑤⑫⑬⑭

が該当する （表37）。これらの 5曲はいずれも

カイ 2乗検定の結果が5％以下の水準で有意で

あることから、曲名ないしは曲にまつわる言語

情報からイメージが導かれた可能性の高いこと

が示されているが、一方でこれらの曲を「聞い

たことがない」あるいは「曲名を知らない」人

たちの中に、②における「海岸、海」⑤におけ

る「川」⑬における「山道、山地」⑭における

「浜辺、海、川、水」のイメージを想起した人

が少数とはいえ一定数いたことは、作曲者が音

のみで表現しようとした場所イメージが全く伝

わらなかったわけではないことを示している。

とくに⑭は筆者が同じ作者の『水の戯れ』と

並んでこれまで聞いた標題音楽の中で一二を争

う描写力だと思っているが「聞いたことがな

い」人のうちの9.6％が「夜明け」をイメージ

したと回答したことは、ラヴェルの作曲技法の

的確さを示していると言えるのではないだろう

か。さらに標題音楽とは見なさなかった38にお

いて、「聞いたことない」人のうち12.5％が

「アフリカ」を、5.9％が「サバンナ」を、3.7％

が「ジャングル」を想起したと回答したことは

（この申告が噓ではないとすると）、（編成にコ

ンガが使われており、それが熱帯イメージを喚

起した可能性も否定できないが）この曲の持つ

壮大さや躍動感といった表現力が『ジャングル

大帝』という作品の世界観を音楽で具現化し得

たのかもしれない。もちろんその表現力には限

表37  場所の表現方法とカイ2乗検定の結果

1992-3年 2022-3年

No 曲　名 場所の
表現方法

カイ2乗検定
有意水準 検定結果 カイ 2乗検

定有意水準 検定結果

 1 トルコ行進曲（モーツァルト） C 0.000 ◎ 0.000 ◎

 2 フィンガルの洞窟 A C 0.022 〇 0.525 ×

 3 ポロネーズ第5番 B 0.137 × 0.174 ×

 4 春の声 B 0.113 ×

 5 モルダウ A C 0.000 ◎ 0.000 ◎

 6 ポロヴェツ人の踊り B C 0.001 ◎ 0.490 ×

 7 金髪のジェニー B 0.001 ◎ 0.001 ◎

 8 狂詩曲スペイン B C 0.791 × 0.033 ○

 9 アルハンブラ宮殿の思い出 B C 0.014 ○ 0.296 ×

10 大地の歌 青春について B C 0.820 × 0.165 ×

11 パゴダの女王レドロネット B C 0.066 × 0.482 ×

12 ペルシャの市場にて ABC 0.000 ◎ 0.739 ×

13 大峡谷 山道を行く A C 0.000 ◎ 0.683 ×

14 ダフニスとクロエ  夜明け A C 0.000 ◎ 0.191 ×

15 漁舟唱晩 B 0.357 × 0.393 ×

16 ラーガ・デーシュ Ｂ 0.522 × 0.661 ×

17 楽しい人々 Ｂ 0.004 ◎ 0.583 ×

18 フニクリフニクラ B C 0.139 ×

19 パリの空の下 B C 0.089 × 0.271 ×

20 モスクワ郊外の夕べ B C 0.106 × 0.304 ×

21 コンドルは飛んでいく Ｂ 0.000 ◎ 0.000 ◎

22 サンバ・ブラジル B C 0.902 × 0.207 ×

23 珊瑚礁の彼方 Ｂ 0.372 × 0.002 ◎

28 祇園小唄 B C 0.254 × 0.068 ×

29 蘇州夜曲 B C 0.000 ◎ 0.132 ×

30 リンゴ追分 B C 0.000 ◎ 0.000 ◎

31 お嫁においで B C 0.100 × 0.000 ◎

32 京都慕情 B C 0.041 ○ 0.690 ×

33 宗谷岬 C 0.000 ◎ 0.576 ×

34 瞳を閉じて C 0.666 × 0.024 ○

35 北ウィング C 0.000 ◎ 0.004 ◎

36 燃えよドラゴン B C 0.000 ◎

37 ロッキーのテーマ C 0.064 ×

38 ジャングル大帝のテーマ C 0.000 ◎

39 おしえて B C 0.000 ◎ 0.000 ◎

40 きこえるかしら C 0.000 ◎

◎：1％水準で有意　　〇：5％水準で有意　　×：有意ではない
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器を演奏に使用した事例だが、同時に次のＣで

示す歌詞や物語の文脈によって場所イメージを

表現しているため、曲調の影響なのか曲名など

の文脈の影響なのか明確に区別できない。㉘の

「京都」㉛の「ハワイ」については曲調や演奏

楽器による場所イメージへの影響がはっきりと

認められそうだが、他の 5曲については歌詞や

文脈の影響のほうが大きいのではないだろうか。

Ｃ  言語あるいは物語の文脈と記号的に結びつ

くことで場所を表現する場合

このタイプの楽曲と場所イメージの記号化で

最もわかりやすく最も多い事例は、曲のタイト

ルに地名を組み込む場合である。今回の分析で

扱った36曲のうち15曲の曲名に地名が入って

いるが、このうち「曲名を知っているかどう

か」と「その曲から連想される場所」とのクロ

ス表分析の結果 5％水準で有意と判定されたも

のは、①②⑤⑥⑨⑫⑬㉙33の 9曲であった （表

37）。この両者の間に有意な相関があるという

ことは、「曲名を知っている」ことが、想起さ

れる場所イメージの内容に影響を与えている可

能性が高いと解釈できる。その典型的な事例が

①と⑫で、第Ⅲ章で述べたように、曲調からは

イメージしにくい「トルコ」や「ペルシャ」の

場所イメージが、「曲名を知っている」人にだ

け多く出現している。同様に⑤では単なる

「川」のイメージを超えて「モルダウ川」が、

⑬では「山道」ではなく「グランド・キャニオ

ン」が、㉙では「中国」ではなく「蘇州」のイ

メージがピンポイントで出現する。

音楽作品の場所イメージと言語を介して結び

つくのは、もちろん曲名だけではない。楽曲に

おける歌詞の存在は、文字通り文芸として曲の

イメージの一端を説明する。クロス表分析の結

果 5％水準で有意と判定されたもののうち、㉙

㉚323335は日本語の歌詞が付くことによって

初めて聞いた曲でも歌詞の内容が場所イメージ

の形成につながった可能性は否定できない。㉚

界があって、Ａタイプの場所の表現ではほとん

どの聴衆には場所イメージを伝えることはでき

ないこともまた明らかになった。

Ｂ  すでに記号化した音あるいは音楽と場所と

の関係を利用した場所の表現

ある場所に特有な音やリズム・メロディを利

用してその場所を示すことを意図したと思われ

る事例は、表37に示すように、少なくとも25

曲あった。まず、9曲あるクラシックの事例の

うち③「ポーランド」④「ウィーン」⑥「中央

アジア」⑧「スペイン」では楽曲と場所とを関

連付けている人がほとんどいなかったのに対

し、⑦「アメリカ合衆国」⑨「スペイン」⑩

「中国」⑪「中国」⑫「中国」については「曲

名を知らない」と回答した人でも作曲者が意図

した場所イメージを想起した人がある程度存在

していた。これは前者4曲の作曲年代が19世紀

だったのに対し、アメリカ民謡とも呼ぶことが

できる⑦を例外として除くと、後者 4曲の作曲

年がずっと新しくそのぶん音楽表現の方法が進

化したからだとも考えられる。あるいは単にギ

ターを用いた「スペイン」の表現と五音音階を

用いた「中国」の表現が前者と比べてわかりや

すかったからなのかもしれない。

ある地域に特有な民族的旋律やリズムを曲に

取り入れたり民族楽器を演奏に使用した事例は

⑮「中国」⑯「インド」⑰「アルプス」⑱「イ

タリア」⑲「フランス」⑳「ロシア（ソ連）」

㉑「アンデス」㉒「ブラジル」㉓「ハワイ」の

9曲だが、いずれも楽曲と場所イメージはある

程度強く結びつけられていることがわかる。も

ちろんこれは全ての人に当てはまるわけではな

く、⑮や⑰や㉓のように比較的多くの人に知ら

れている民族的旋律やリズムもあれば、⑯や⑱

や⑳のように知る人の少ない民族的旋律やリズ

ムもある。

㉘㉙㉚㉛323639の 7曲も、ある地域に特有な

民族的旋律やリズムを曲に取り入れたり民族楽
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いて考察する。

まず、両者の明らかな違いとして「曲を知っ

ている」 と回答した人の数が挙げられる。表38

は、それぞれの曲を聞いて「曲名を知ってい

る」と回答した人の％、「一度も聞いたことが

ない」と回答した人の％、そして「曲を聞いて

イメージした場所」の質問に対して「なし」や

無回答で回答した人 （表中では「イメージな

し」と表記） の％を、一覧表にしたものであ

る。①を除くほぼすべての曲において、2022-

23年の結果は1992-93年と比べて「曲名を知っ

ている」と回答した人の％が減少し「一度も聞

いたことがない」と回答した人の％が増加して

いる。減少した％の幅が最も大きかったのは㉑

でその差は82.0ポイント、1992-3年の時点で

はほとんどの人が知っていた曲が30年後には

84.7％の人が「聞いたことがない」と回答し

た。同様に㉚㉛3235といった昭和20～50年代

における「津軽」33における「宗谷岬」35にお

ける「空港」のイメージがその事例だと考えら

れる。

曲のタイトルや歌詞といった音声言語に依存

せず、その楽曲が関係している曲の内容以外の

文脈から音楽が場所イメージと結びつく場合も

ある。歌劇・バレエ・映画・テレビドラマなど

の劇伴音楽が典型的な事例で、曲自体がメタレ

ベルで場所と結びつく場合 （たとえば作曲家の

出身地や、場所にまつわる特殊なエピソードな

ど） がこれにあたる。今回の調査では⑥⑭㉙㉚

3637383940が劇伴音楽に該当するが、今回の調

査では37を除くすべてがクロス表分析の結果 1％

水準で有意と判定された。とくに36～40の映

画・アニメについての知名度は高く、主題歌で

あることを通して『燃えよドラゴン』『ジャン

グル大帝』『アルプスの少女ハイジ』『赤毛のア

ン』という文脈（コンテンツ）と記号的に結び

ついていることを示すものと考えられる。ちな

みに37の『ロッキー』に有意な相関が認められ

なかったのは、この曲の知名度が高すぎて曲名

を知らない人でも 「アメリカ」 や 「ボクシング」

のイメージを想起したためであると思われる。

曲自体がメタレベルで場所と結びついた事例

としては㉛34があるが、どちらもカイ 2乗検定

結果が有意ではなく関連性は認められなかった。

．2022-23年調査結果との比較

Ⅰ章で述べたように、本稿で分析に使用した

データは1992-93年に行ったアンケート調査に

よって得られたものであるが、それからちょう

ど30年目にあたる2022-23年にもほぼ同じ条件

でアンケート調査を行っている。その結果につ

いてはすでに内田 （2024） として報告済みだ

が、この 2回のアンケート調査に共通して題材

として用いた楽曲は30曲あったので、Ⅲ章で

記述した楽曲ごとの特徴を2022-23年の調査結

果と比較することによって、30年間の変化につ

表38  1992-3年調査と2022-3年調査の比較

1992-3年 2022-3年

No 曲　名
曲名を知っ
ている （％）

聞いたこと
がない （％）

イメージ
なし （％）

曲名を知っ
ている （％）

聞いたこと
がない （％）

イメージ
なし （％）

1 トルコ行進曲（モーツァルト） 35.7 0.8 7.8 52.6 0.0 11.0

2 フィンガルの洞窟 3.1 22.0 10.4 2.3 89.6 25.4

3 ポロネーズ第5番 2.0 81.6 12.2 2.3 81.5 27.2

5 モルダウ 72.5 5.5 0.8 22.0 45.7 16.2

6 ポロヴェツ人の踊り 2.4 75.3 7.5 2.9 85.1 20.6

7 金髪のジェニー 9.0 39.5 2.7 0.0 94.9 14.7

8 狂詩曲スペイン 2.7 78.0 9.0 0.0 93.2 27.7

9 アルハンブラ宮殿の思い出 5.1 26.5 3.1 1.1 94.9 32.8

10 大地の歌 青春について 1.6 83.9 3.5 0.0 94.4 19.2

11 パゴダの女王レドロネット 0.8 91.4 1.2 0.0 96.0 22.6

12 ペルシャの市場にて 8.2 44.3 8.2 0.0 94.4 25.4

13 大峡谷 山道を行く 10.6 45.1 3.1 0.6 93.2 31.6

14 ダフニスとクロエ 夜明け 1.6 93.7 3.9 0.0 95.5 22.6

15 漁舟唱晩 0.8 84.7 1.2 0.0 92.7 7.3

16 ラーガ・デーシュ 0.0 83.1 1.6 0.0 94.4 15.3

17 楽しい人々 1.6 71.4 1.2 1.1 71.8 15.3

19 パリの空の下 3.1 72.2 3.9 0.6 89.3 17.5

20 モスクワ郊外の夕べ 0.8 96.5 11.8 0.0 98.3 38.4

21 コンドルは飛んでいく 71.8 2.7 0.8 2.8 84.7 20.3

22 サンバ・ブラジル 0.0 92.5 3.1 0.6 94.9 14.7

23 珊瑚礁の彼方 1.2 64.7 1.6 0.0 91.5 22.7

28 祇園小唄 8.6 44.7 1.6 2.8 70.6 14.7

29 蘇州夜曲 4.3 67.1 3.9 2.8 91.0 23.2

30 リンゴ追分 55.7 16.1 2.4 1.1 86.4 23.2

31 お嫁においで 49.0 8.2 3.1 4.5 80.2 20.3

32 京都慕情 7.1 41.2 11.0 1.7 94.4 23.7

33 宗谷岬 18.0 60.4 1.2 3.4 92.7 19.2

34 瞳を閉じて 9.8 58.4 7.8 5.1 78.5 23.7

35 北ウィング 77.6 3.5 4.7 7.9 59.9 39.5

39 おしえて 76.5 0.4 0.8 42.9 4.0 5.6
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の歌謡曲についてはどれも50ポイント以上減

少し、どの曲も「聞いたことがない」回答者が

激増した。

これは2022-3年の回答者からすれば最も新

しい35ですら39年前の曲で、どの曲も自分が

生まれるずっと以前のヒット曲であるから当然

とも受け取れるが、同様にクラシックの楽曲で

ある②⑦⑨⑫も50ポイント以上％が減少して

いる。クラシック曲の中には③⑥⑧⑩⑪⑭のよ

うに1992-3年の調査でも知名度の低い曲があ

り、1992-3年の調査ではクラシック曲にはよく

知られている楽曲とほとんど知られていない楽

曲があったわけだが、2022-3年の調査では①と

⑤を除くすべてのクラシック曲でほとんどの人

が「一度も聞いたことがない」という状況に

なった。もしも楽曲の作曲年が古いので「聞い

たことがない」という理屈が成り立つのなら、

1992-3年の回答者にとっても100年以上前に作

られたクラシック曲はどれも知名度が低くなる

はずである。もちろんそのようなことはない。

何世紀に作曲されようが関係なく、クラシック

曲の中に有名な曲とそうでない曲が存在するだ

けのことである。そう考えると流行歌だからと

いって必ずしも古い曲がすべて忘れ去られるわ

けではないことにも思い当たる。1992-3年の

回答者にとってはるか昔の戦前の歌である㉘や

㉙でも、全員が知っているとは言わないが半数

程度は「聞いたこと」くらいはあったと回答し

ているし、そもそも全体の 8割 9割が「聞いた

ことはある」と回答した㉚や㉛は、調査した時

点より30～40年も前の懐メロであった。

さらに問題となると思われるのは「イメージ

なし」の％も大幅に増加したことである。今回

の調査で題材として取り上げた楽曲は、どれも

音楽によってどこかの場所イメージを表現しよ

うとしている事例を選んでおり、通常の曲より

は場所を想起しやすいはずである。にもかかわ

らず、ほとんどの楽曲において10％以上、多い

ものでは40％近くの人が「イメージなし」と

いう2022-23年調査の状況は看過してよいもの

だろうか。調査結果の違いの原因としては、調

査時の状況や回答した学生たちのやる気のなさ

なども関係するだろうから、この調査結果だけ

をもとにして一概には言えないが、音楽を聞い

て「何もイメージが湧かない」学生が現実に増

えたのだとしたら、それにはなにがしかの理由

があるはずである。いずれにせよ、この30年

の間に楽曲に対する知識や興味が減少したかの

ように見えるのは事実で、その結果として「曲

名を知っている」「聞いたことがある」ことと

「その曲から連想される場所」とのクロス表分

析（カイ 2乗検定）の結果を比較したとき、多

くの楽曲において有意水準が低下していること

がわかる （表37）。

話をいったん戻し、次はそれぞれの楽曲から

「イメージされた場所」について比較してみよ

う。クラシック曲については、曲の知名度と場

所イメージの定着度との関係を知るために、あ

えて題材とした楽曲に有名な曲とそうではない

曲を混ぜたため、②③⑥⑧⑩⑪⑭のように

1992-3年と2022-3年のいずれの調査において

も、回答者全体としては明確な場所イメージの

存在を見ることができなかった事例もあった。

その中で2022-3年の調査結果では①39につい

で知名度が高かった⑤はクラシック曲の中では

「モルダウ川」や「チェコ」の場所イメージと

結びついていることが示された。しかし1992-3

年の結果 （表 5） と比べるとこの曲を聞いて

「モルダウ （ブルタヴァ） 川」をイメージした人

の割合は22.7％⇒7.5％、「チェコ （ボヘミア）」

の割合も5.5％⇒1.2％で、30年前の調査結果と

比べると比率が低下していたことがわかる。⑨

の場合もこの曲から「スペイン」をイメージし

た人の割合は14.6％⇒2.3％に、⑬における

「グランド・キャニオン」 の割合は8.2％⇒0.0％

「アメリカ合衆国」の割合は17.6％⇒2.3％に激

減した。

同様の事象は民族音楽を題材に選んだ楽曲に



39―　　―

プ）、総合的に「中国」らしさをイメージする

といういわば地理的なリテラシーが不足してい

ることが原因だと考えられる。⑩と⑪はいずれ

も西洋音楽の作曲家が中国風なイメージを表現

しようとした楽曲だとみなすことができるが、

⑩を聞いて「中国」をイメージした人の割合は

16.5％⇒1.7％に、より中国色を強調した⑪に

おいても65.5％⇒18.6％と激減している。⑦に

ついてもこの曲から「アメリカ合衆国」をイ

メージした人の割合は24.3％⇒2.3％になり、

かわりに最も多くイメージしたのは「教会」

（42.9％） だった。このような地理的リテラシー

は単なる国名当てにとどまらない。⑤において

「モルダウ川」や「チェコ」といった固有名詞

の想起率が減少したことはすでに述べたが、こ

の楽曲が音楽として表現している「川」のイ

メージを読み取ることができた人の割合も

34.5％⇒9.2％に、⑭における精緻なまでの情

景描写から「夜明け」を想起した人も10.2％

⇒2.8％になってしまったのである。

一般的に音楽を聴くにあたって地理的なリテ

ラシーがどの程度関与しているのか、そもそも

そのようなリテラシーが必要なのか、など明ら

かにすべき問題は多々あるが、少なくともこの

結果を見るかぎり、30年前と比べて音楽鑑賞に

関する地理的リテラシーは低下していると言え

るだろう。さまざまなジャンルのいろいろな曲

を広く浅く聞くことが結果的に音楽全般に対す

るリテラシーを高めることになるのではないか

と思われるが、いわゆるタイパ重視で特定の

ジャンルの特定のミュージシャンの曲だけしか

聞かない人が増えているとの言説も聞く（もち

ろん明確なデータが示されているわけではな

い）。本学の学生の音楽経験や音楽知識は世間

一般の平均とあまり変わらないのではないかと

推測されるので、このような現象は現代の20

歳前後の若者全般に見られることなのかもしれ

ない。

社会学では1990年代頃から文化的雑食性と

もあてはまり、⑲における「パリ、フランス」

41.6％⇒22.0％、⑳における「モスクワ、ロシ

ア（ソ連）」25.5％⇒1.7％、㉑における「ペ

ルー、アンデス」45.1％⇒5.1％、㉓における

「ハワイ」67.5％⇒25.0％とどれも大幅に減少

した。これらの楽曲は曲のタイトルを含め本来

的には有名曲なので、楽曲が場所イメージと結

びつくためには曲名や曲自体についての言語的

知識 （Ⅳ章で述べたところのＣタイプ） が関

わっている可能性もある。

これと同様に、㉘～35も曲名や歌詞に関する

言語的・文脈的な知識がないと場所イメージを

想起しづらいので、曲自体が古い（流行らな

い）ことで接触する機会が少なくなることか

ら、かつては一般に記号化していた場所イメー

ジとの関連を知らない人の数が多くなることは

容易に推測される。予想通り、楽曲が作られた

当時の背景を知らないと出てこない㉙の「蘇

州」3.2％⇒0.0％や、㉚の「津軽、青森」

42.0％⇒1.1％、㉛における「湘南」22.0％

⇒1.7％、35における「空港、飛行機」58.8％

⇒4.0％など軒並み減少しているし、⑮と同様

㉙における「中国」も10.6％⇒4.0％となって

いる。

しかし、こうした言語的な文脈との関係を避

けるためあえて知名度の低い楽曲を選んだ⑮に

おいても「中国」をイメージした人の割合は

71.4％⇒43.5％とやはり減少しており、⑯にお

ける「インド」36.1％⇒20.9％、⑰における

「アルプス、スイス」83.9％⇒52.5％、㉒にお

ける「ブラジル」40.0％⇒10.7％も同様に減少

している。⑮⑯⑰㉒のような無名曲においても

場所イメージとの結びつきの度合いが下がった

という事実は、もはや曲名についての知識がな

いからとか古い曲なので曲自体をよく知らない

から、という理由だけで説明できるものではな

い。⑮を聞いた際に五音音階に基づく東洋的な

その曲調や二胡や古箏といった民族楽器の音色

から （Ⅳ章で述べたところのＡタイプとＢタイ
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地理的リテラシーが低下するということは、場

所イメージの記号化の役割が小さくなっている

ことを示している可能性もある。これらのこと

は今後の研究課題としたい。
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いって、クラシック音楽のようなハイカルチャー

とロックやヒップホップのようなサブカルチャー

との間の垣根が低くなり多様な趣味・嗜好を持

つ人が増える傾向にあると言われているが（小

薮・山田 2012、片岡 2018）、今回の調査結果は

こうした考え方にむしろ逆行するかのような内

容となっている。この30年間における本学入

学者の社会的文化的な所属階層の変化などその

前に確認すべきことはいくつもあるが、もしも

音楽鑑賞に関する地理的リテラシーが社会一般

で低下しつつあるのであれば、たいへん興味深

い現象であるといえよう。なぜならそれは音楽

作品だけに限ったことではなく、文学や映画や

マンガといった他の芸術作品についても当ては

まると思われるからだ。さまざまなジャンルで
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．はじめに

世界各地の高標高域および両極を中心とした

高緯度地域では、様々なタイプの周氷河現象お

よび周氷河地形が確認されており、その形成の

基本的要因は低温の気候環境にあると考えられ

ている （たとえば、Washburn, 1979；フレンチ、

1984；松岡、2002）。たとえば、周氷河地域に

おいて普遍的に認められる微地形の構造土は、

地表物質の凍結・融解作用を基本として形成さ

れる （Washburn, 1973）。特に、地温によってコ

ントロールされる凍結・融解深度や凍結の繰り

返し頻度 （凍結・融解） は、物質の移動限界深

度や移動速度に影響を及ぼすとされている （た

とえば、澤口、1987；澤口・小疇、1998） ため、

周氷河地形の成因や維持機構の解明には、地温

環境のモニタリングが不可欠となる。

以上の観点から、我が国ではこれまで、周

氷河作用が卓越する日本アルプス （たとえば、

高山地形研究グループ、1978；松岡、1991；

Matsuoka、1994、1996、1998；小山ほか、2015；

小山、2024） を中心として、北上山地 （澤口、

1987） や 大 雪 山（ た と え ば、Sone et al.、

1988；高橋、1995） などで地温観測が実施され

ており、周氷河作用だけでなく永久凍土との関

係についても論じられてきた。

一方で、低緯度地域である九州の山岳地にお

いても、阿蘇中岳周辺や霧島山などの一部山岳

地において、構造土と類似した微地形の分布が

報告されている （小口、1992；横山、2002）。し

かし、九州の山岳地においては、地温環境や物

質移動量に関する観測値が大幅に不足している

ため、周氷河現象の実態についても未だ未解明

な部分が多い。

そこで、本研究では、今後九州山岳地に分布

する構造土に類似した微地形の成因を議論する

際の基礎資料とするため、九重連山 1）南部に位

置する稲星山 （1774m） 周辺において地温観測

を実施した。

．調査地域

九重連山は大分県南西部に位置しており、溶

岩ドームと小型の成層火山が連なる火山群 （九

重火山） である （たとえば、小野、1963）。九州

本土最高峰である中岳 （1791m） を筆頭に1700m

前後の山岳が聳え、周辺一帯は「阿蘇くじゅう

国立公園」に指定されている。

九重火山は、宮城火砕流堆積物（約140-

150 ka：鎌田ほか、1998）の噴出以降に活動を

開始した活火山である。もっとも新しい規模の

大きな噴火は、約1700年前に黒岳溶岩ドーム

を形成した噴火であるとされ、九重火山の山麓

には、九重火山起源の火砕流・泥流・岩屑なだ

れなどの堆積物からなる緩斜面が広がっている

（鎌田、1997）。

九重火山は、地形的には西から涌蓋山系、久

住山系、大船山系の 3つに区分される。そのう

ち、調査地域である稲星山は久住山系に属して

おり、普通角閃石安山岩で構成されている。ま

た、稲星山の山頂部には溶岩が分布し、南側に

は火砕流堆積物を主体とする斜面が広がってい

九重連山稲星山周辺における地温環境

小山　拓志*・氏田　洵悠**

*本学地理・環境コース　准教授

**大分県立大分上野丘高校　教員

キーワード：地温，周氷河環境，低緯度，山岳地域，九重，九州
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る。この山頂部付近の溶岩からは約46 kaのK‒

Ar年代値が得られている （川辺ほか、2015）。

稲星山山頂の南東側には小規模な崩壊地形があ

り、これに対応して山麓に稲星越岩屑なだれ堆

積物が分布する。岩屑なだれ堆積物中の木片の

暦年較正後の 14 C年代は約21 kaと報告されてい

る （川辺ほか、2014）。

九重連山の植生は、標高1000～1780m付近

の山頂帯に風衝地ハイデ状のミヤマキリシマ

（Rhododendron kiusianum） －マイズルソウ

（Maianthemum dilatatum） 群集が分布してい

る。また、岩塊地にはコミネカエデ（Acer mi-

cranthum） －ナナカマド （Sorbus commixta） 群

集が、山腹および谷壁にはミズナラ （Quercus 

crispula） －リョウブ （Clethra） 群集やクマシデ 

（Carpinus japonica） －コガクウツギ （Hydrangea 

luteovenosa） 群集が広がっている。一方、調査

地域周辺では、矮性低木のコケモモ （Vaccinium 

vitis-idaea） が斜面上に群落をなしており、そ

の他にコイワカンスゲ （Carex chrysolepis） やコ

メススキ （Avenella flexuosa）、ウツクシザサ

（Sasa pulcherrima Koidz.） といった風衝に強い

植生がパッチ状に分布する。調査地域の概観と

観測点の位置を図 1に示した。

．観測方法

１．観測点の概要と方法

地温観測点は、稲星山近辺に 3地点 （以下、

Site-1、Site-2、Site-3と表記する） 設置した。

観測点周辺には、植被階状土の上面のようなほ

ぼ平坦な砂礫地と、コケモモやスゲに植被され

た凸部がパッチ状、あるいは帯状に分布してい

る。Site-1 （1681m） とSite-2 （1685m） は、稲星

山とその北側に位置する中岳の鞍部に設置し

た。ここでは、砂礫地において地表から 5cm

深と20 cm深で、植被地においては植生の下部

から 5cm深で地温を測定した。 Site-3 （1701m）

は稲星山北向き斜面に設置し、砂礫地の 5cm

深でのみ地温を測定した。

細粒物質が露出する砂礫地は、いずれの地点

もφ2cm程度の角礫層からなっており、φ15 cm

図１　調査地域概観と観測点の位置

aはb内の四角で囲った範囲。aは地理院地図標準地図、bは国土地理院5m-DEMを使用して作成した。bの等高線の間隔は50m。
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２．観測期間と欠測値の補完

観測は、2016年1月1日～2016年12月31日ま

での365日間行った。ただし、Site-2の砂礫地

5cm深において、2016年9月1日より間欠的な

欠測が続いた。そこで、正常に測温出来ていた

2016年1月1日～2016年8月31日までの5,616

個の観測値と、近接地点で計測したSite-2植被

地における深度 5cmの同期間の観測値との相

関関係を単回帰分析によって評価した。その結

果、相関係数 rは0.98という高い正の相関が得

られた。また、回帰式に基づく決定係数R2は

0.99であったため、この回帰式を用いて2016

年 9月1日以降の欠測値を補完した。

程度の角礫が点在する。また、砂礫地および植

被地ともに、地表から20 cm深までは、細礫ま

じりの砂層である。また、2016年12月20日に

観測点の積雪状況を確認したところ、どの観

測点においても10～15 cm程度の積雪が認めら

れた。

各深度に埋設したサーミスタ温度センサー 2）

によって測定された地温は、データロガー

（T&D社製サーミスタ式小型防水データロガー

おんどとり Jr RTR-502） に60分間隔 （24回 / 1

日） で記録した。各観測点の概観を図 2に示し

た。

図２　観測点の概観

a：Site-1，b：Site-2，c：Site-3，d：調査地域の遠景
a，b，c は2015年12月14日，dは2016年3月25日　筆者撮影
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28日までの25日間程度に留まった。

一方、20 cm深においては、凍結・融解サイ

クルが観測期間中に発生することはなかった。

特に、1月23日から3月31日までの69日間は

ほぼ0℃で推移しており、その後は12月になっ

ても日最低地温が0℃未満になることはなかっ

た。一般に、このような地温が0℃で一定とな

る期間は、積雪 （残雪） による断熱効果の影響

と融雪の影響、すなわち凍結・融解の潜熱の影

響で、凍土と融解水とが共存する状態であると

される （ゼロカーテン：たとえば、Outcalt et al., 

1990；佐々木ほか、2013）。つまり、この時期

は地表面が積雪に覆われていた可能性が高いと

ともに、地温推移から凍結期と呼べるような凍

結状態も認められないことから、20 cm深まで

凍結深度が及んでいなかったと推測される。一

方で、同時期の 5cm深ではゼロカーテン状態

とはならずに凍結・融解サイクルが生じている

ことから、地表面は積雪に被覆されていたもの

の、積雪の層厚あるいは粒子の形や比重、含水

量、硬度といった雪質によって、外気温の影響

を受けやすい状態であった可能性が高い。いず

れにせよ、Site-1付近の砂礫地における季節凍

土の形成期間 （凍結期） は、冬季の約 2か月 （1

月と 2月） と推測され、その深度は少なくとも

地表から20 cm以浅と判断することができる。

また、5cm深の日較差の年平均値は7.0℃、

20 cm深では1.1℃と深度によって約6.0℃の差

があった。一方、凍結進行期である12月の日

較差平均値は 5cm深で約2.3℃、20 cm深ではほ

ぼ 0℃となり、融解進行期の 3月を含む11月末

までの期間 （5cm：8.6℃） に比して小さい値と

なった。すなわち、春季から夏季にかけて日較

差が大きくなり、冬季に小さくなる傾向が認め

られた。

植被地 5cm深においては、年平均地温が

8.4℃と、砂礫地よりもやや低い値が得られた。

観測期間中の最低値は－7.9℃ （1月）、最高値

は27.9℃ （7月） で、砂礫地と比べ最低値はほ

なお、年平均地温は、日平均地温 （1日24回

の測定値の平均） の月間平均から算出した。ま

た、本稿では澤口・小疇 （1998） に従い、最初

の凍結・融解が発生してから季節凍土層が形成

されるまでの期間を凍結進行期、凍結・融解が

ほとんど生じなくなる期間を季節凍土層の形成

期間として凍結期、季節凍土層の融解が始まっ

た時点以降を融解進行期と呼ぶことにする。

．結果と考察

１．Site-1 （1681m）

砂礫地で観測した各深度の年平均地温は、

5cm深で9.0℃、20 cm深で9.5℃であった。観

測期間中の最低値は、それぞれ－7.8℃ （1月）、

－1.1℃ （1月） で、最高値は32.8℃ （7月）、

22.4℃ （8月） であった。

砂礫地5cm深において、0℃をはさむ一回の

上下変化（以下、凍結・融解サイクルと表記す

る） が最初に生じたのは、2016年1月3日であっ

た。その後、1月と 2月で計 5回の凍結・融解

サイクルが生じ、3月に入ると 1ヶ月間で15回

と増加した。4月に入ると最低値が0℃未満に

なる日が出現しなくなり、次に凍結・融解サイ

クルが発生したのは2016年11月25日であっ

た。その後、11月に計 4回、12月に計 5回発生

した。よって、砂礫地における 5cm深では、1

年間で計29回の日周期の凍結・融解サイクル

が生じたことになる。

観測期間が 1月～12月までのため、前年ある

いは翌年との関係や連続性を述べることはでき

ないが、観測値をみる限り、砂礫地の 5cm深に

おける凍結進行期は11月下旬ごろから12月中

旬ごろまでで、凍結期は12月中旬ごろから2月

末ごろまでと推測される。また、融解進行期は

3月の 1ヶ月間とみなされる。ただし、凍結期

においても凍結・融解サイクルが数日生じるこ

とがあるため、地温が一日を通して0℃未満に

なっている凍結期間の最長は、1月4日～1月
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地における 5cm深では、1年間で計23回の日

周期の凍結・融解サイクルが生じたことになる。

植被地における日較差の年平均値は5.2℃で、

凍結進行期である12月の日較差の平均値が

1.8℃、融解進行期の 3月を含む11月末までの

平均値が6.3℃と、いずれも砂礫地に比べ小さ

い値となった。Site-1における日最高・日最低

地温の変化を図 3に示した。

ぼ変わらないものの、最高値は約 5℃低温で

あった。植被地においては、凍結進行期の 1月

と 2月にそれぞれ 2回の凍結・融解サイクルが

生じ、3月に入ると 9回に増加した。その後

は、4月中旬に 1回生じたのみで、11月23日ま

で日最低地温が 0℃未満になる日はなかった。

11月24日以降は、11月中に 3回、12月に 6回

の凍結・融解サイクルが生じた。よって、植被

図３　Site-1における地温の変化
観測期間は2016年1月1日から2016年12月31日。
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礫地に比して植被地のほうが低温環境であっ

た。植被地においては、凍結期の 2月に 2回の

凍結・融解サイクルが生じ、3月に入ると10回

に増加した。その後は、12月22日まで凍結・

融解サイクルが発生することはなく、12月にお

いても僅か 2回生じたのみであった。よって、

植被地 5cm深では、1年間で計14回の日周期

の凍結・融解サイクルが生じたことになる。

また、植被地における日較差の年平均値は

2.9℃で、凍結期である 1月と 2月の日較差の平

均値が0.9℃、融解進行期の 3月を含む12月ま

での日較差平均値は3.3℃であった。一般に植

物群落による地表面の断熱効果を考える場合、

群落の被度が大きいほど、また群落高が高いほ

ど日射が妨げられ、地温の変化は抑制されると

いわれている （高橋、1995）。Site-1およびSite-2

の両観測点においては矮性低木群落がマット状

に分布しているため、被度は大きくなる。その

ため両観測点ともに、砂礫地よりも植被地の方

がやや低温環境となり、かつ日較差が小さく

なったのだと考えられる。Site-2における日最

高・日最低地温の変化を図 4に示した。

３．Site-3 （1701m）

砂礫地5cm深の年平均地温は8.5℃、最低値

は－13.4℃ （1月）、最高値は34.5℃ （8月） で

あった。

凍結・融解サイクルが最初に生じた日は2016

年 1月28日で、その後 2月に 1回、3月に計 5

回生じた。3月末から10月末までは、日最低地

温が 0℃未満になることはなかった。11月に入

ると凍結・融解サイクルが計14回発生し、12

月には下旬までに計16回発生した。よって、

砂礫地における 5cm深では、1年間で計37回

の凍結・融解サイクルが生じたことになる。

観測値をみる限り、Site-3の砂礫地において

も他の観測点と同様に、11月上旬ごろから凍

結進行期が始まり、凍結期と呼べるのは 1～2

月の 2ヶ月間程度だと推測される。

２．Site-2 （1685m）

砂礫地で観測した各深度の年平均地温は、

5cm深で9.1℃、20 cm深で9.7℃であった。観

測期間中の最低値はそれぞれ－2.3℃ （2月）、

－0.2℃ （2月） で、最高値は27.7℃ （8月）、

21.3℃ （8月） であった。

砂礫地 5cm深における凍結・融解サイクル

が最初に生じたのは2016年 2月13日であった

が、2月にはこの日を含む計 2回しか発生しな

かった。凍結・融解サイクルが活発に生じるの

は2016年 3月7日以降で、その回数は 3月末ま

でに12回発生し、それ以降12月17日まで発生

することはなかった。ただし、12月中におい

ても、その日を含む 2回しか発生していない。

よって、砂礫地 5cm深においては、1年間で計

14回の日周期の凍結・融解サイクルが生じた

ことになる。以上のことから、Site-2では、凍

結・融解サイクルが秋口に発生することがほと

んどなく、12月末ごろからすぐに凍結期に入

り、3月上旬から融解進行期に入ることが明ら

かとなった。

一方、20 cm深における凍結・融解サイクル

は、2月に 2回発生したのみである。1月中旬

ごろから 3月末までの約 1ヶ月半はほぼ0℃で

推移し、その後は12月になっても日平均地温

が0℃未満になることはなかった。このような

地温推移はSite-1と類似しているため、積雪環

境や凍結期間などは、概ねSite-1と同じだと考

えられる。

5cm深の日較差の年平均値は3.2℃、20 cmで

は0.8℃で、いずれもSite-1より小さい値で

あった。凍結期である 1月と 2月の日較差の平

均値はほぼ0℃で、融解進行期の 3月を含む12

月までの日較差平均値は3.8℃であった。この

ような季節による日較差の差異もまた、Site-1

と類似していた。

植被地 5cm深においては、年平均地温が

9.0℃、最低値が－4.8℃ （1月）、最高値が

24.8℃ （8月） であった。Site-2においても、砂
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かったため、この期間は外気温の影響を受けや

すい環境になっていたためではないかと推測さ

れる。

一方、3月は最低値が0℃で維持される日が

多かったため （最高値は 0℃以上）、Site-1のよ

うなゼロカーテンにはならないまでも、残雪の

Site-3で特徴的なのは、他の観測点では融解

進行期の 3月に凍結・融解サイクルが頻発した

のに対し、凍結進行期である11月と12月にそ

れらが頻発した点である （計30回）。この理由

は定かではないが、おそらく凍結期進行期に積

雪の定着が不安定、あるいは積雪の層厚が小さ

図４　Site-2における地温の変化
観測期間は2016年1月1日から2016年12月31日。
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地温観測が積極的に実施されてきた高緯度地域

や高標高域では、この回数の倍近い凍結・融解

サイクルが認められている地点も多い （たとえ

ば、樋口、1990；Matsuoka, 1998）。一方で、凍

結・融解サイクルの発生数だけでみれば、たと

えば月山 （1984m） の風衝砂礫地に設置した観

測点 （1805m） では、2cm深で年間30回程度

（Kariya, 1995；苅谷ほか、1997）、北上山地の

5cm深では年間24回 （澤口、1992）、赤石山地

の 5cm深では年間21回 （松岡、1991） といった

報告も認められるため、本調査地の凍結・融解

サイクルが極端に少ないとは言い切れない。

ところが、本調査地域で得られた年平均地温

の値をみると、地温環境は高緯度・高標高域に

比して明らかに高温傾向であり、凍結・融解サ

イクルが生じる時期もきわめて短く集中的で、

断熱効果や融雪水、季節凍土の融解水などの影

響で、凍結・融解サイクルが生じにくかったの

かもしれない。その後、3月末から 4月に入る

と外気温が上昇したことで融雪し、そのまま融

解進行期を経ずに融解期になったと考えられ

る。このような変動をしたことで、Site-3にお

いては日較差の年平均値が8.4℃、凍結期にあ

たる1月と2月の平均値が3.9℃と、いずれも日

較差が他の観測点に比べ大きい値となった。

Site-3における日最高・日最低地温の変化を

図 5に示した。

４．周氷河現象に関する若干の考察

地温観測によって得られた凍結・融解サイク

ルは、 年間で最大37回 （Site-3：砂礫地 5cm深）

であった （表 1）。これまで、我が国において

図５　Site-3における地温の変化
観測期間は2016年1月1日から2016年12月31日。
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質移動を決定する重要な要因の一つである。北

上山地山稜部において凍結・融解による斜面物

質の移動に関して野外実験を実施した澤口

（1987） によれば、秋から冬季にかけての凍結

進行期には霜柱クリープとフロストクリープが

卓越し、春季の融解進行期にはジェリフラク

ションが優勢となる。調査地においても2016

年11月末および2016年・2023年12月の調査

で、観測点付近や登山道沿いの砂礫地において

5～10cm程度 （最大で15 cm） の霜柱を確認し

ている （図 6）。つまり、本調査地のような低緯

度地域の山岳地においても、様々な環境条件が

整っていれば、スポット的にソリフラクション

による物質移動が生じている地点も存在すると

推測される。

かつ明瞭な凍結進行期や融解進行期を経ずに凍

結期や融解期に入ることもあった。また、地表

面においては凍結期であっても日によっては凍

結・融解サイクルが生じることもあり、この要

因は積雪の層厚や残雪期間、あるいは雪質に

よって地表面が外気温の影響を受けたためと推

測された。さらに、凍結深度は厚く見積もって

も20 cmに満たず、山岳地にしてはきわめて浅

いと言える。これらのことからも、凍結・融解

サイクルの発生数が同等程度だったとしても、

やはり総合的にみれば緯度や標高による地温環

境（地温勾配）の差は大きいと判断できる。特

に、本研究では観測していないためはっきりと

は言えないが、外気温や雪質を含む積雪環境の

差がきわめて大きいと考えられる。

ところで、凍結・融解サイクルは、斜面の物

表１　各観測点における年平均地温と凍結・融解サイクル

観測点 標高 （m）
年平均地温 （℃） 凍結・融解サイクル （回）

B （5 cm） B （20 cm） V （5 cm） B （5 cm） B （20 cm） V （5 cm）

Site-1 1681 9.0 9.5 8.4 29 0 23

Site-2 1685 9.1 9.7 9.0 14 2 14

Site-3 1701 8.5 ― ― 37 ― ―

B：砂礫地　　V：植被地

図６　稲星山周辺の霜柱

a：Site-3周辺の砂礫地、b：登山道
霜柱の上には細粒物質が乗っており、霜柱クリープが生じている様子が良く分かる。登山道の霜柱は最大15 cmであった。
a：2016年11月29日　筆者撮影、b：2016年12月17日　筆者撮影
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それがより強く出ているものと考えられる。し

かし、本研究では簡易的に積雪状況を確認した

ものの、詳細なデータが不足しているため議論

することができなかった。

いずれにせよ、凍結深度や平均地温に鑑みれ

ば、本調査地のような地域は周氷河現象が発生

する限界の気候環境であることは間違いないた

め、今後は総合的な気象観測を行うとともに、

物質移動量や凍上量の計測、雪質や積雪状況に

関する調査を実施する必要があるだろう。

　地温観測機器の設置に際しては、環境省担当部署の

皆様から格別のご配慮をいただいた。記して感謝申し

上げます。なお、本研究は、第 2著者である氏田が平成

28年度に大分大学大学院教育学研究科 （当時） に提出し

た修士論文が主体となっている。その後、筆頭著者で

ある小山が追加調査を実施するとともに、図表を含め

大幅な加筆修正を行った。また、本稿の骨子は、日本

地球惑星科学連合2023年大会において発表した。本研

究は、文部科学省科学研究費補助金基盤研究C （代表

者：小山拓志、課題番号23K00978） の一部を使用した。

注

 1） 当該地域における山の統一的な名称については長

らく論争があったが、近年火山群や周辺地域全体

を指す際には平仮名表記の「くじゅう連山」を用

いることになった。そのため、国土地理院発行の

地形図や火山土地条件図も平仮名表記になってい

る。しかし、気象庁では当該地域における火山の

総称を地質学上の呼称として「九重山」と表記し

ていることから、本稿もそれに従い漢字表記の

「九重」を採用した。ただし、「九重山」のみでは

「九重山」と「稲星山」という二つの山が存在する

という誤解が生じる可能性があったため、本稿で

は「九重連山」と表記した。

 2） センサーの分解能は0.1℃、精度は平均±0.3℃であ

るが、センサーの融点においてキャリブレーショ

ンを行っており、融点近傍での精度は±0.1℃が保

証されるようにした。

．まとめ

本研究では、今後九州山岳地に分布する構造

土に類似した微地形の成因を議論する際の基礎

資料とするため、九重連山南部に位置する稲星

山周辺において地温観測を実施した。結果は、

次のようにまとめられる （表 1）。

1）  各観測点 （Site-1～3） の年平均地温は、砂

礫地の 5cm深でそれぞれ9.0℃、9.1℃、

8.5℃、20 cm深で9.5℃ （Site-1）、9.7℃

（Site-2） であった。植被地においては、

5cm深で8.4℃ （Site-1）、9.0℃ （Site-2）

という値が得られた。

2）  凍結・融解サイクルは、砂礫地の 5cm深

でそれぞれ29回、14回、37回で、20 cm

深では 2回 （Site-2） しか生じなかった。

植被地においては、5cm深で23回、14

回の凍結・融解サイクルが生じた。

3）  本調査地域の地温環境は高緯度・高標高

域に比して明らかに高温傾向であり、凍

結・融解サイクルが生じる時期もきわめ

て短く集中的で、かつ明瞭な凍結進行期

や融解進行期を経ずに凍結期や融解期に

入ることもあった。また、凍結深度は厚

く見積もっても20 cmに満たず、山岳地

にしてはきわめて浅いという結果が得ら

れた。

4）  地表面においては凍結期であっても日に

よっては凍結・融解サイクルが生じるこ

ともあり、この要因は積雪の層厚や残雪

期間、あるいは雪質によって地表面が外

気温の影響を受けたためと推測される。

本研究では、気温データを観測できていない

ため、実際に地表面が外気温の影響をどの程度

受けているのかを判断することができなかっ

た。また、積雪環境や雪質が地温に大きな影響

を与えていることは既知の事実だが、高緯度・

高標高域に比べ極端な低温の気候環境に支配さ

れているとは言い難い低緯度の山岳地域では、
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国士舘大学地理学報告　No.33　（2025）

．はじめに

2020年から国内外で猛威をふるった新型コロ

ナウイルス感染症の流行によって、人が集まっ

たり、会食したりすることが避けられるように

なった。一時は街なかから人影が消え、人々の

賑わいがすっかりなくなった時期もあった。海

外では、感染による死者が激増したために火葬

が間に合わない地域も現れ、医療のみならず葬

儀・埋葬に関わる分野でも大きな混乱が生じ

た。コロナ感染症で亡くなった人の遺体は納体

袋に包まれてから納棺されるため、遺族は故人

と対面することもできなかった1）。

関係者が一堂に会する葬儀への参列も、とく

に緊急事態宣言が発出された時期には大きく制

限されることとなった。かわりにオンラインで

式の進行を見守ることができるサービスを提供

する葬儀業者が話題になったこともあったが、

実際の利用は多くはなかったという（田中2023）。

その要因として田中は、技術的な問題というよ

りは、利潤を生み出すサービスとして提供する

ことが困難なことをあげている。

コロナ禍による葬儀への影響を明らかにする

研究は、葬儀業者のコロナ禍への初期対応を調

査した田中 （2022） をはじめ、すでにいくつか

発表されている。金沢（2021、2023、2024） は、

地方新聞の 「おくやみ」欄の記述を分析し、近

親や家族のみの葬儀という記述が増えただけで

なく、地域によっては参列せずに焼香のみを受

けたり、弔問 （香典） を受けたりするなど、さ

まざまな対応がなされたことを示した。髙

瀨 （2021、2022） は、寺院へのウェブ調査や葬

儀業者へのインタビューから、葬儀の参列者の

減少 （小規模化） は全国的に進む一方で、通夜

を省略する一日葬などの簡素化は地域によって

浸透度が異なること、またこうした状況の進行

によってグリーフケア2）の機能をどこに求める

のかが問題となることを指摘した。また玉川

（2024）は、コロナ禍以前から変化していた葬

儀や火葬について、報道やアンケート調査の言

説を分析し、これとコロナ禍がどのように結び

つけられていたかを検討した。そして「新型コ

ロナ禍」は葬儀の変化に関連づけられていただ

けでなく、人間関係を重視したり遺族の負担を

軽くするといった副次的な影響を含めた語とし

ても用いられていたと指摘している。

たしかに玉川 （2024） が述べるように、コロ

ナ禍による葬儀の変化については、それ以前か

ら変化しつつある動向との関係を明確にしなけ

ればならないだろう。また、新型コロナウイル

スの感染症法上の位置づけが、季節性インフル

エンザと同じ「5類」に移行した2023年 5月8

日をもって、「コロナ禍以後」と呼びうるのか

という問題もあるが、「コロナ禍以前」と「コ

ロナ禍以後」を慎重に比較することが求められ

る。まずは政府統計からこれを検討することが

最初の手がかりとなろう。したがって、本稿の

目的は、政府統計に現れる葬儀や葬儀業の運

営、葬儀費用などの変化の様相を明らかにし、

これに対するコロナ禍の影響について分析する

ことである。

筆者は以前、サービス業としての葬儀業の成

立と、葬儀会館が葬儀の場として普及し立地が

拡大したことの関係を論じたが （藤岡 2023）、

政府統計にみるコロナ禍前後における葬儀業の状況

藤岡　英之

本学大学院修了

キーワード：葬儀業、サービス業、コロナ禍、葬儀の小規模化、サービス生産性
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サービス業としての葬儀業の成立については、

葬儀の担い手が故人の自宅近隣の人々から葬儀

業者へ移行していくことととらえ、死亡数に対

する葬儀業従業者数の増加によってこれを示そ

うとした （藤岡 2018、2019）。このとき、政府

統計のうち事業所・企業統計調査や経済センサ

ス -活動調査を利用したが、本稿では政府統計

を網羅的に検討することによって、葬儀業の現

在の姿をみていきたいと考えている。

ただ、近年、政府統計は大きな再編の途上に

ある。コロナ禍以前に集計されていた項目が廃

止されたり、逆に新たな項目がつけ加わったり

しており、「前」と「後」でうまく比較できな

い集計項目もある。さらに、一見するとコロナ

禍とは無関係と思われるような項目もある。し

かし、それが葬儀や葬儀業の特徴を示すものと

みなすことができる場合は、データの示す意味

の解釈はいったん置いて、今後の課題として積

極的に提示していくこととしたい。

．政府統計の現状

葬儀業の運営の状況や葬儀費用などを扱う政

府統計は、2000年以降で一覧表にすると、管見

のかぎり表 1のようになる。総務省統計局の

ホームページによると、2008年以前はこの表中

の調査のほか、サービス業基本調査、商業統計

調査、工業統計調査などが、産業ごとに異なる

年次や周期で調査されていた。そのため、同一

時点での経済構造が把握できないという課題が

あり、これを解決するために経済センサス -活

動調査を創設、これによって 5年ごとにすべて

の産業を横断した経済構造が把握できるように

なったという。さらに、その中間年においても

経済構造の変化をとらえるために、経済構造実

態調査が実施されるようになっている3）。この

ように、近年、政府統計は大きな再編のただな

かにあり、統計名の変更だけでなく、集計項目

の変更も進められている。

表 1の統計のうち、特定サービス産業動態統

計調査は、2000年 1月以降毎月行われており、

現在まで一貫して調査され続けていることか

ら、本稿ではこれを基本に据えて2000年以降

の期間を研究対象とすることとした。

このほか、葬儀費用の体系が全国的に共通化

してきたことをうけ、参列者数や選択するサー

ビス内容などを決め、その費用によって各地域

の物価を比較する指標とすることができるよう

になった。小売物価統計や、消費者物価指数

（2020年基準） の「葬儀料」は、全国共通仕様

の葬儀の費用を示すものである。

さらに、産業の動向を把握する統計のほか

に、消費の動向をとらえようとする統計もあ

る。家計調査、家計消費状況調査、消費動向指

数などがこれにあたる。家計調査や消費動向指

数では「葬儀関係費」の品目分類で集計されて

いるが、時間軸によって金額の変動幅が大き

く、購買頻度も明らかではない。家計消費状況

調査でも、「葬儀・法事費用」として毎月の消

費額が集計されているが、この調査からでは１

回の葬儀サービスにどの程度の出費があったか

を測るのは難しい。したがって、本稿ではこれ

らの統計は扱わないこととする。また、サービ

ス産業動向調査 （拡大調査） は、葬儀業に関す

る統計であるが、調査期間が短く、調査項目も

限られるため、本稿では取り上げない。

ここで、用語について述べておきたい。これ

まで、筆者は葬儀サービスを扱う業者を葬祭業

者としてきた。しかし、上記の統計調査では、

産業分類は冠婚葬祭業の下位に葬儀業、結婚式

場業、冠婚葬祭互助会が位置づけられており、

葬儀業と表記されている。ただし、特定サービ

ス産業実態調査では冠婚葬祭業を調査対象とし

ており、産業分類では葬儀業には限られず、葬

儀を扱う事業所についてより広く集計してい

る。本稿では、可能な限り葬儀に関する統計に

注目していくために、これらをすべて「葬儀

業」として表していくこととする。
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とした第 3次産業活動指数は、2015年の値を

100として、各業種の毎月の活動状況を表して

いる。葬儀業については葬儀の取扱件数を指標

として数値を算出している。規模が縮小し、葬

儀1件あたりの売上高は減少していても葬儀自

体は何らかの形で死亡数とほぼ同数が行われる

ため、死亡数の増加とともに活動指数もほぼ増

．各種統計にみる葬儀と葬儀業の変化

本章では、各統計資料を表やグラフで表し、

葬儀業の状況を明らかにしていく。

１．第３次産業活動指数

第 3次産業の生産活動をとらえることを目的

表１　2000年以降の葬儀業・葬儀費用などを対象とする政府統計調査実施年

調
査
実
施
年

第
３
次
産
業
活
動
指
数

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動
態
統
計
調
査

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動
態
売
上
高
指
数

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
実
態
調
査

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

サ
ー
ビ
ス
産
業
動
向
調
査（
拡
大
調
査
）

経
済
構
造
実
態
調
査

家
計
調
査

消
費
動
向
指
数

家
計
消
費
状
況
調
査

小
売
物
価
統
計
調
査

消
費
者
物
価
指
数

2000年 〇 〇

2001年 〇 〇 〇

2002年 〇 〇 〇 〇

2003年 〇 〇 〇

2004年 〇 〇 〇 〇 〇

2005年 〇 〇 〇 〇 〇

2006年 〇 〇 〇 〇 〇

2007年 〇 〇 〇 〇 〇

2008年 〇 〇 〇 〇 〇

2009年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2010年 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2011年 〇 〇 〇 〇 〇

2012年 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2013年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2014年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2015年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2016年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2017年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2018年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2019年 〇 〇 〇 注 〇 〇 〇 〇

2020年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2021年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2022年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2023年 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

資料：政府統計調査より筆者作成

注：調査は存続・廃業などの活動状態と、新規把握企業についてのみ行われた
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ように補正されているため、理論的には全期間

を通してその変化を比較することができる。し

たがって、ここでは2000年の数値を 1とし、

各年の伸び率を次々に掛け合わせて2000年基

準の指数値を作成し、これをみていく。ここで

「理論的には」 と述べたが、計算で求めた 「2000

年基準の指数」は実際にどの程度正確なのか、

確認しておきたい。この統計調査に関係して、

売上高だけを指数値で表した特定サービス産業

動態売上高指数が、2005年を100として2004

年 1月から、その後2010年を100としたものが

2020年12月まで公表されている4）。このうち

2010年を基準として、各年の動態売上高指数と

筆者が伸び率を掛け合わせて求めた指数を比較

したものが、表 2である。1000分の 1前後の差

が出た年があるもののほぼ同じ数値で推移して

いたが、2020年では1000分の 6程度の誤差が

生まれている。対前年比で10％を超える大き

な変化があった年には、この程度の誤差が生じ

るものの、伸び率から計算で求めた指数であっ

ても通常の変化であればほぼ問題なく利用でき

るといえるだろう。

１）取扱件数と死亡数

まず図 2に、2000年を基準とした葬儀の取扱

加する。これに対して結婚式場業では、コロナ

禍によって結婚式自体が行われなくなったた

め、活動指数は激減した （図 1）。グラフには、

そうした業種ごとの特徴が如実に現れている。

なお、葬儀業のグラフは、季節変動を調整した

後の値を示している。死亡数は他の季節に比べ

て冬季に多い傾向にあるが、これはある程度な

らして数値化されている。

２．特定サービス産業動態統計調査

この調査では葬儀業について、全国の、年間

売上高の概ね 7割程度をカバーする売上高上位

の企業を調査範囲としている。2000年 1月から

毎月、売上高、取扱件数、事業所数、従業者数

（合計、正社員数、バート・アルバイト等の 3

区分） を調査し、実数と伸び率 （前年同期比） が

公表されている。さらに、年 （次）、年度、四

半期ごとの数値も公表されており、売上高や取

扱件数は該当期間の各月データの合計、事業所

数や従業者数は該当期間の最後の月の数値が使

われている。

この調査で各期の実数値を比較することは、

調査対象の企業を入れかえるなどデータの連続

性が確保されていない時点があるために、でき

ない。逆に伸び率の数値は、連続性を確保する

0
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60

80

100

120

3

図１　第３次産業総合、葬儀業、結婚式場業の活動指数

資料：第 3次産業活動指数



57―　　―

2022年には150万人を超えた。途中、若干の減

少が 2回 （2009年、2020年） あったものの、ほ

ぼ一貫して増加し、2023年の死亡数は2000年

に比べて1.6倍以上となっている。

2010年代の前半まで、取扱件数の伸び率は死

亡数を上回っていた。これは、ひとつには、集

件数と死亡数の指数をグラフ化した。死亡数も

人口動態統計をもとに、2000年の年間死亡数を

1として以降の各年の数値をこれに対する指数

として表した。2023年までの各年の死亡数の

実数と2000年に対する指数の値は表 3のとお

りである。死亡数は2003年に100万人を超え、

表2　特定サービス産業動態売上高指数と売上高の伸び率から計算した指数の比較

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

特定サービス産業動
態売上高指数　　　

100.0 103.8 105.2 106.3 106.0 107.7 106.5 108.6 108.1 107.5 93.7 

売上高の伸び率から
計算した指数　　　

100.0 103.7 105.2 106.3 106.0 107.7 106.5 108.5 108.1 107.7 93.1 

資料：特定サービス産業動態売上高指数、特定サービス産業動態統計調査

表３　2000年以降の死亡数（実数）と2000年を１としたときの伸び率

年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年

死亡数（人） 961,653 970,331 982,379 1,014,951 1,028,602 1,083,796 1,084,451 1,108,334 
伸び率 1 1.009 1.022 1.055 1.070 1.127 1.128 1.153 

2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

1,142,407 1,141,865 1,197,014 1,253,068 1,256,359 1,268,438 1,273,025 1,290,510 
1.188 1.187 1.245 1.303 1.306 1.319 1.324 1.342 

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

1,308,158 1,340,567 1,362,470 1,381,093 1,372,755 1,439,856 1,569,050 1,576,016 
1.360 1.394 1.417 1.436 1.427 1.497 1.632 1.639 

資料：人口動態統計より筆者作成
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図２　死亡数と取扱件数の推移

資料：特定サービス産業動態統計調査、人口動態統計より筆者作成
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は20年間で25％増程度と取扱件数の伸びを下

回り、コロナ禍でもやや減少したが、正社員以

外の従業者数ほどの下落ではなかった。このな

かでは、その他従業者数の動きは特徴的であり

注目される。

３）従業者合計に占める正社員の割合

従業者合計、正社員数、その他従業者数のそ

れぞれの前年からの伸び率 （指数ではない） か

ら、従業者合計に占める正社員の割合を計算

し、グラフに表した （図 4）。この割合は、ある

年 i （ i＝2001、2002、…、2023） の前年からの

従業者合計、正社員数、その他従業者数の伸び

率をそれぞれ a i、b i、c i 、前年の人数をそれぞ

れM i－1＋N i－1、M i－1、N i－1とするとき、M i－1

／（Mi－1＋Ni－1  ）＝（a i－c i  ）／（b i－c i  ） となる

ことから求めた。ただこの方法では、伸び率が

0.1 （％） 違っただけで、正社員の割合が50％か

ら40％に変わってしまうこともあるなど数値の

変動が大きく、データの信頼性にやや疑問もあ

る。そこで、各年の比較はできないとされてい

る実数値ではあるが、これによって大まかな値

を把握することにした （図 5）。

2つのグラフから、大まかに 7割前後から 5

割前後まで低下したことがわかる。またコロナ

計対象となっている比較的大手の葬儀業者が取

扱件数を伸ばしていたためであると考えられ

る。また、もうひとつには、個人葬 （一般的に

行われている遺族などによって営まれる葬儀

で、死亡数とほぼ同数が営まれているとみるこ

とができる） だけでなく、個人葬が終わった後

にお別れ会、社葬や団体葬などの形で別に行わ

れており、これが件数に集計されていたと考え

られる。グラフからは、取扱件数の伸びもなく

なり、2度目の葬儀も2010年代の半ば以降は営

まれることが少なくなり、コロナ禍の2020年

以降はほぼ行われることがなくなったとみるこ

とができる。その傾向は現在も続いている。

２）  事業所数、正社員数、その他従業員数と取

扱件数

図 3は、事業所数、正社員数、その他従業者

数 （正社員以外の従業者数） と取扱件数の指数

を折れ線グラフに表したものである。ここで事

業所は、多くが葬儀会館であると考えられる。

2000年以降、事業所数つまり葬儀会館の数とそ

の他従業者数の伸びは、取扱件数を上回って大

きな増加をみせていたが、2010年代の半ば以降

その他従業者数の伸びが止まり、コロナ禍に

よって今度は大きく減少した。正社員数の増加

図３　事業所数、正社員数、その他従業者数と取扱件数の推移

資料：特定サービス産業動態統計調査より筆者作成
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2007～2008年ごろまでは 3者の指数は一致し

ていたが、その後、乖離がみられるようになっ

た。売上高は2010年代に入って取扱件数の伸

びを下回るようになり、2010年代半ばからはそ

の差が拡大した。さらにコロナ禍で売上高は大

きく落ち込み、その後取扱件数の大きな増加に

よってなんとかコロナ以前の水準にまで戻して

いる。従業者数合計は、2010年代の半ばまでに

対2000年比1.5倍程度まで増加したが、その後

はほぼ横ばいで推移している。コロナ禍までは

取扱件数を上回る伸びをみせていたが、コロナ

禍で上下が逆転した。

禍の時期には、その他従業者数が大きく減少し

たため、正社員の割合が若干増えた。近年、葬

儀施行に携わる社員を個人事業主として外注化

するといった極端な方策をとる会社も出てきて

いるが、一般に正社員の割合が 5割程度でしば

らく経年変化がないとすれば、これ以上パー

ト・アルバイトを増やして 5割を超えてしまっ

てはうまく対応できないと会社側も考えている

ということかもしれない。

４）売上高、取扱件数、従業者数合計

図 6は、売上高、取扱件数、従業者合計の指

数を表している。
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図４　従業者数合計に占める正社員の割合の推移

資料：特定サービス産業動態統計調査より筆者作成
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図５　従業者数合計に占める正社員の割合 （実数を利用）
資料：特定サービス産業動態統計調査
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６）葬儀の取扱件数と１人あたり取扱件数

葬儀の取扱件数と従業者合計、正社員数のそ

れぞれの指数から、従業者合計の 1人あたり取

扱件数、正社員 1人あたりの取扱件数の指数を

求め、図 8に表した。急な取扱件数の増加に対

応するのは難しく、一時的に 1人あたりの取扱

件数が増加することもあるが、長期的には正社

員では2000年の1.2倍程度の件数増が見られ

る。コロナ禍後の急速な件数増にどのように対

応するのかについては、今後の推移を見守る必

要がある。葬儀件数 （死亡数） の予測は難しく、

５）葬儀１件あたりの売上高

売上高の指数を取扱件数の指数で割って葬儀

1件あたりの売上高の指数値を求め、その推移

を図 7に示した。2000年代半ば以降ほぼ一貫し

て下落しており、2010年代の半ばにわずかに上

昇をみせていたものの、2010年代後半には再び

下落し、コロナ禍でさらに大きく落ち込んだ。

図 6で売上高の伸び率が取扱件数を上回ってい

るとき 1件あたり売上高は増加し、下回ると下

落する関係にある。
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図６　売上高、取扱件数、従業者数合計の推移

資料：特定サービス産業動態統計調査より筆者作成
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図７　葬儀１件あたりの売上高の推移

資料：特定サービス産業動態統計調査より筆者作成
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減少もあって （図 7参照）、正社員 1人あたりの

売上高も減少、さらにコロナ禍で大きく減少し

た。2023年には2019年のレベルまで回復して

いるが、23年時点では件数の伸びに対して従業

者数が追いついていない状況であり、これ以上

1人あたりの売上高を増やしていけるかは疑問

である。

８）  葬儀１件あたりの売上高（2020年1月～

2021年12月）

2020年 1月から2021年12月までは調査対象

先に変更がなく、実数値の連続性が保証されて

葬儀業にとって適正な人員配置は大きな課題で

ある。

７）売上高と１人あたり売上高

売上高と従業員総数、正社員数のそれぞれの

指数から、従業員総数の 1人あたりの売上高、

正社員 1人あたりの売上高の指数を求め、グラ

フ化したものが図 9である。取扱件数の減少に

よるものなど増減の波はあるものの、正社員 1

人あたりの売上高は2010年代の半ばまでは増

加基調にあったといえる。しかし、2010年代後

半になると、葬儀 1件あたりの売上高の顕著な
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図８　取扱件数と従業者１人あたり、正社員１人あたりの取扱件数の推移

資料：特定サービス産業動態統計調査より筆者作成
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図９　売上高と従業者１人あたり、正社員１人あたりの売上高の推移

資料：特定サービス産業動態統計調査より筆者作成
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2015、2017、2018年にそれぞれ調査対象となっ

ている。2009年以降は冠婚葬祭業として標本調

査が行われて結婚と葬儀などを広く扱っている

が、葬儀一式請負やその内訳の売上高、葬儀取

扱件数などを都道府県別に集計しており、地域

差をみるのにも便利な調査である。これらの調

査の一部は、2019、2020年の経済構造実態調査

乙調査にも引き継がれたが、その後は継続され

ていない。また、経済構造実態調査では、結婚

式場業と葬儀業を分けて集計している。なお、

調査年は上述のとおりであるが、年間売上高や

葬儀取扱件数はその前年 1年間の実績を集計し

ており、図11、図12、図13では、その数値が示

す実際の年次を表記している。

１）葬儀１件あたりの売上高の平均値と中央値

特定サービス産業実態調査が冠婚葬祭業を対

象に行っている調査は、事業従事者数に制約を

設けない「全規模の部」と、事業従事者 5人以

上を対象にした「事業従事者 5人以上の部」に

分かれている。そのうち、「全規模の部」で集

計されている「葬儀一式請負」の年間売上高と

年間葬儀取扱件数から、葬儀 1件あたりの売上

高 （平均値） を計算した。また、「5人以上の部」

では、50万円未満、50～100万円、100～200万

いるので、この期間の月ごとの売上高と取扱件

数の実数値から、葬儀 1件あたりの売上高を計

算して結果を図10に示した。売上高には、葬

儀の売上以外も含まれていること、調査対象と

なっているのが売上高上位の企業であり、一般

に売上高上位の企業は一件あたり売上高も高め

になる傾向があることなどから、この数値が現

実を正確に表しているとは言えないが、変動の

様子は見ることができるだろう。コロナ禍の最

も厳しい時期の2020年 4月、5月をはじめ、目

に見える減少が示されているのは2021年1月、

5月、9月と、いずれも東京などに緊急事態宣

言が出された時期とほぼ重なっている。2020年

の後半には、コロナ禍直前の 1件あたり売上高

の 9割程度まで回復した時期もあったが、2021

年に入って2回目の緊急事態宣言が発出された

時期には再び大きな下落に見舞われている。そ

の後は、増減を繰り返しながら、だんだんと回

復傾向をみせるようになった。

３．特定サービス産業実態調査

特定サービス産業実態調査は、サービス業の

うちから対象業種をしぼって1973年から行わ

れている調査で、葬儀業は1986、2002、2005年

に、また冠婚葬祭業が2009、2010、2013、2014、
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図10　葬儀１件あたりの売上高 （2020年1月～2021年12月）
資料：特定サービス産業動態統計調査より筆者作成
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図11　葬儀１件あたりの売上高の平均値と中央値の推移
資料：（A）特定サービス産業実態調査（2009年、2010年、2013年、2014年、2015年、2017年、2018年）より筆者作成
　　　（B）経済構造実態調査乙調査（2019年、2020年）より筆者作成

図12　葬儀１件あたり売上高の都道府県別分布 （2017年）
資料：特定サービス産業実態調査（2018年）より筆者作成
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などに売上高の高い地域があり、西日本には低

い地域が多い。さらに調査では、売上高の内訳

として、式典進行・設営・葬具、会場・室料、

飲食料、生花、返礼品販売、その他に分類して

その売上高を集計している。このうち、親族や

親しい人、喪家近隣あるいは手伝いの人などへ

の返礼と考えられる飲食の料金と、参列者など

への返礼と考えられる返礼品販売の売上高につ

いて、県別に散布図に表した （図13）。1件あ

たりの葬儀の売上高が高額となる県が多い東日

本では、飲食料の売上高も高額になる傾向がみ

られた。逆に西日本では、全体に飲食料が低額

だったが、長崎県、佐賀県、宮崎県など 1件あ

たりの葬儀の売上高が比較的高かった地域で、

返礼品販売の売上高が高くなっていた。この 3

県のほかにも、九州地方の各県は返礼品販売の

売上が比較的高いところが多く、参列者の多さ

が示唆されている。

サービス業を扱う経済地理学では、モノと

違ってサービスが 「貯蔵も輸送もできない」 （加

藤、2011） ことに注目されるようになってい

る。図13は、葬儀の売上高のうちにモノとし

円、200～300万円、300～400万円、500万円以

上に分けて費用規模別の年間葬儀取扱件数を集

計することができ、そこから各階級内の費用分

布が均等であると仮定して、中央値を計算し

た。また、葬儀業について調査した経済構造実

態調査の乙調査についても同様の計算をし、合

わせて図11に表した。

これをみると、下落傾向は2000年代の後半

からほぼ一貫しており、また、平均値と中央値

に大きな差があることから、葬儀の売上高の分

布は平均値より低い方に集まる、偏った形をし

ていると考えられる。

２）  都道府県別の葬儀１件あたり売上高、飲食

料と返礼品販売の売上高

ここまで主に全国の葬儀を対象に統計をみて

きたが、もちろん全国で同じような葬儀が行わ

れているわけではない。そこで地方ごとの状況

をみるために、全規模の部について葬儀 1件あ

たりの売上高を都道府県別に計算し、4つの階

級に分けて主題図に表した （図12）。この図に

みるように、南東北から北関東、甲信越、東海
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図13　葬儀１件あたりの飲食料と返礼品販売売上高の都道府県別分布 （2017年）
資料：特定サービス産業実態調査 （2018年） より筆者作成



65―　　―

が2018年、売上高と葬儀取扱件数が2017年の

ものであり、1事業所あたりの売上高や 1事業

所あたり取扱件数が厳密に2017年のものとは

言えない。

４． 消費者物価指数（2020年基準）、小売物価

統計調査

2020年 1月より、小売物価統計調査の調査項

目に葬儀料が加えられた。この調査で集計され

るのは対象地域の平均的葬儀価格ではなく、全

国で同じ条件で葬儀をしたとしてその料金が対

象地域ではいくらになるかという、葬儀料金の

純粋な物価である。条件は以下のとおり。

 〔 葬儀条件〕大人；仏教式；親族20人；参

列者25人，民営斎場：2日間，

 〔 遺体搬送〕寝台車；10 km，ドライアイス

（20～40 kg），

 〔 棺〕布棺（白；普通品），納棺用品一式，

納棺支援，生花祭壇（幅200～270 cm），供

花（2対），焼香用品一式，

 〔遺影〕四切；カラー；黒縁額，

 〔祭壇用遺影〕ライトパネル，

 〔 返礼品〕会葬礼状（50人分）；会葬御礼 

（35人分），

 〔 出棺〕霊柩車：洋型；10 km，マイクロバ

ス：1台，

ての返礼品とサービスとしての飲食が内包され

ているとみることもでき、この 2つが地域に

よってさまざまな形で現れていることを示して

いる。参列や多人数での会食が制限されたコロ

ナ禍によって、それぞれの地域で何に影響が及

び、何がどう変わったのか、さらに葬儀業がど

のように対処したのかは、地理学においても興

味深いテーマとなりうるのではないだろうか。

３）  資本金規模別の事業所数、売上高、葬儀取

扱件数

特定サービス産業実態調査は、事業所単位で

冠婚葬祭業の活動をとらえているが、これを資

本金規模別にみることによって、事業所ではな

く企業の規模別にその活動状況を把握すること

ができる。そこで、全規模の部について資本金

規模別の （葬儀を扱う） 事業所数、その売上高、

葬儀取扱件数から、葬儀 1件あたりの売上高、

1事業所あたりの売上高、1事業所あたりの取

扱件数を計算し、表 4にまとめた。資本金10億

円以上の企業にはうまくあてはまらないもの

の、それ以外の階級については、企業の規模が

大きくなるにつれて、1件あたりの売上高、1

事業所あたりの売上高や取扱件数も高く、多く

なっていくことが示された。

ただ、ここで扱われている数値は、事業所数

　表４　資本金規模別の事業所数、葬儀一式請負の年間売上高、年間葬儀取扱件数

該当事業
所数

葬儀一式請負
の年間売上高
（百万円）

年間葬儀取扱
件数（件）　

葬儀 1件あた
りの売上高
（万円）

1事業所あた
りの売上高
（百万円）

1事業所あた
りの葬儀取扱
件数 （件）

資本金規模別計 8,201 1,467,725 1,328,819 110.5 179.0 162.0
500万円未満 1,795 169,241 189,116 89.5 94.3 105.4
500万円以上 1千万円未満 934 106,429 116,491 91.4 113.9 124.7
1千万円以上 5千万円未満 2,904 571,831 537,906 106.3 196.9 185.2
5千万円以上 1億円未満 857 225,566 179,185 125.9 263.2 209.1
1億円以上10億円未満 481 208,756 144,175 144.8 434.0 299.7
10億円以上 68 20,438 16,661 122.7 300.6 245.0
資本金なし 1,162 165,464 145,285 113.9 142.4 125.0

（1億円以上） 549 229,194 160,836 142.5 417.5 293.0

資料：特定サービス産業実態調査 （2018年） より筆者作成
注：調査年は、該当事業所数が2018年、年間売上高、年間葬儀取扱件数は2017年



66―　　―

は、このグラフからはわからない。

なお、2020年基準は2020年の指数を100と

しており、2020年 1月の総合指数は100.5であ

るが、これは間違いではない。

２）2020年と2023年の県庁所在地の葬儀料

図15は、2020年と2023年の県庁所在地の葬

儀料をそれぞれ横軸と縦軸にとり、散布図に表

したものである。全国的に大きな変化はなく、

多くの都市が右肩上がりの直線上に並んでい

る。そのなかで、左上に飛び出している札幌市

（121万円→160万円）、宮崎市 （108万円→145

万円）、佐賀市 （108万円→139万円）、高知市

（107万円→132万円） などが大きく値上がりを

した都市、逆に右下に飛び出している津市

（145万円→96万円）、福島市 （138万円→120万

円）、和歌山市 （124万円→110万円）、那覇市

（71万円→63万円） などが値下がり率の大きかっ

た都市である。ただ、津市の値下がり幅はあま

りに大きく、特異値とみるべきかもしれない。

2020年に最も葬儀料の物価が高かったのは、

さいたま市 （148万円）、2023年は札幌市だっ

た。また、両年とも最も低かったのは広島市

だったが、広島市の数値は2020年から2022年

ま で が す べ て61万2,700円、2023年 が62万

 〔骨壺〕陶磁器製；白無地，

 〔後飾壇〕紙製又は木製，

 〔 食事〕通夜振る舞い及び精進落とし（各

25人分）；並，

 〔 飲料〕ビール及びウーロン茶 （各20人分），

葬儀に必要な用品一式，サービス料及び人

件費を含む

１）消費者物価指数 （全国） の総合と葬儀料

消費者物価指数は、小売物価統計調査によっ

て得られた小売価格などから、物価の変動を測

定する指数である。2020年に葬儀料が小売物

価統計調査の項目に加えられたことから、葬儀

料の物価変動も指数で表されるようになった。

図14で2020年 1月から2024年 8月までの全国

の総合指数 （生活全般の物価変動を表す数値）

と葬儀料の指数の推移をグラフに表した。どち

らも2020年の指数を100にそろえている。2022

年 1月は総合指数と葬儀料の指数はそれぞれ

100.3と100.2であったが、この後総合指数は大

きく上昇をはじめ、2024年 8月には109.1と

103.6まで開いている。葬儀料は全体的な物価

上昇に合わせることができていない。ただし、

これはあくまで物価であって、消費者が実際に

支払う葬儀料が増えているのか減っているのか

図14　消費者物価指数 （全国） の総合指数と葬儀料の推移
資料：消費者物価指数 （2020年基準）
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１）葬儀業の事業所数と従業者数の推移

図16は、葬儀業の事業所数の推移を、単独

事業所、本所・本社・本店 （以下、本所）、支

所 （以下、支所）・支社・支店別に示したもの

である。単独事業所は大きな変化はないが、

2014年をピークにやや減少に転じている。ま

た、本所も2014年以降はあまり変化はない。

これに対して支所は2014年に単独事業所とほ

ぼ同数となり、その後もさらに増加を続けて

5,500を超えるまでになった。支所は多くが葬

儀会館であると考えられ、複数の事業所をもつ

9,200円と端数のない切りのよい数字であるこ

とから、サンプル数が少ない懸念もある。同様

の懸念は、4年ともすべて98万0,090円だった

宇都宮市でもみられている。

５． 事業所・企業統計調査、経済センサス－活

動調査、経済センサス－基礎調査

事業所・企業統計調査は、事業所や企業の事

業の種類、開設時期や規模などを把握する統計

調査で、基本的に全数調査が行われてきた。

2009年からは経済センサスに統合されている。

図15　2020年と2023年の県庁所在地の葬儀料
資料：小売物価統計調査

図16　単独事業所、本所、支所別の葬儀業事業所数の推移
資料：事業所・企業統計調査、経済センサス-基礎調査、経済センサス-活動調査
※注　グラフの 3項目の和は事業所数総数と一致しないが、元資料をそのまま利用した。
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２）支所の開設時期

すでに述べたように葬儀業の事業所、なかで

も支所の多くは葬儀会館であると考えられる。

その支所を含め、単独事業所、本所の開設時期

を示したのが、表 5である。支所の開設時期に

注目すると、1985年から94年までが372か所

に対して、1995年から2004年までが1,482か

所、2005年から2014年が2,193か所と、1995年

以降に開設が大きく進んだことがわかる。2015

年以降も、6年半で1000か所以上と、増加のス

ピードは衰えていない。この時期に葬儀会館が

設置され、急速に普及したことが確認できる。

３）  常用雇用者規模別の１企業あたりの事業所

数の推移

企業単位で 1社あたりの事業所数を、常用雇

用者の規模別にみたのが表 6である。常用雇用

者規模別に企業数、事業所数が集計されている

表を元に、1社あたりの事業所数を計算した。

もっとも常用雇用者が多い階級は、「1000人以

上」としたが、元の資料では「1000～1999人」

となっている。2016年のみは2000人以上の企

業が 1社あったが、これは「1000～1999人」と

合算して「1000人以上」の階級に組み入れた。

葬儀業者がさらに葬儀会館を増やしている状況

が読み取れる。

これに対して、図17は葬儀業の従業者数の

推移を、単独事業所の男女別従業者、本所の男

女別従業者、支所の男女別従業者に分けて積み

上げ棒グラフに表したものである。まず、2000

年以降増加を続けてきた従業者の総数は2014

年をピークに減少に転じ、2016年と、コロナ禍

の影響を大きく受けた2021年がほぼ同数となっ

ている。図 6では、たしかに従業者数総数の指

数は2016年にわずかに減少してはいた。しか

し、2021年にはコロナ禍によってさらに大きく

減少しており、図17の変化とは合致しない。

2016年の従業者数の落ち込みはどの程度だった

のか、大きく落ち込んだとすればその要因は何

だったのかなどは、さらなる検証の必要がある。

内訳をみると、単独事業所の従業者の減少が

顕著である。単独事業所では、従業者数総数が

もっとも多かった2009年に比べ、男女ともに

2割以上減少した。これ対して、本所では2001

年からの20年間で男性が1.5倍以上、女性が 2

倍以上増加しており、事業所数が大きく増えた

支所でも20年間で、男性で1.5倍以上、女性が

2倍弱の増加がみられた。

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000

2021 84,757

2016 84,160

2014 90,619

2009 84,659

2006 72,046

2004 67,940

2001 62,103

図17　単独事業所、本所、支所別、男女別の葬儀業従業者数の推移
資料：事業所・企業統計調査、経済センサス -基礎調査、経済センサス -活動調査
※注　グラフの６項目の和は従業者数総数とは一致しないが、元資料をそのまま利用した。
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４）従業者１人あたり売上金額

2014年、2016年、2021年の調査では、従業者

1人あたり売上金額が集計されている （表 7）。

これをみると、14年から一貫して減少してお

り、14年から16年までの落ち込みは、コロナ

禍のさなかにあった21年までよりも大きい。

14年以前の状況は不明だが、2010年代の半ば

からの下落は明白である。

これをみると、2009年の「1000人以上」で

119.0とあるのは特異な値かもしれないが、当

然のこととはいえ、常用雇用者が多い、つまり

規模が大きい企業ほど、1社あたりの事業所数

は多くなっている。さらに、規模の大きな企業

ほど事業所数の増え方も大きい。この事業所

も、多くは葬儀会館と考えられ、近年増加して

いる葬儀会館の多くは規模の大きな企業によっ

て設置されているとみることができる。

　表５　開設時期別にみた葬儀業の単独事業所数、本所数、支所数 （2021年 6月）

開設時期 総数 単独事業所
本所･本社･
本店  　　　

支所･支社･
支店  　　　

総数 10,401 3,723 1,082 5,583

1984年以前 1,788 1,105 388 293

1985～1994年 1,046 496 176 372

1995～2004年 2,543 813 245 1,482

2005～2014年 3,297 897 205 2,193

2015年 278 94 11 172

2016年 278 82 21 174

2017年 220 70 7 143

2018年 218 50 8 160

2019年 240 45 9 186

2020年 225 31 4 190

2021年 92 23 2 66

（2015～2021年 6月） 1,551 395 62 1,091

不詳 176 17 6 152

資料：経済センサス-活動調査
注：総数の値と、単独･本所･支所の和が一致しないことがあるが、元資料をそのまま利用した

表６　常用雇用者規模別の１企業あたりの事業所数の推移

常用雇用者規模 2009年 2014年 2016年 2021年

総数 1.6 1.6 1.8 2.0

0～4人 1.1 1.1 1.0 1.1

5～9人 1.2 1.2 1.2 1.3

10～19人 1.6 1.6 1.7 1.8

20～29人 2.0 2.0 2.4 2.5

30～49人 3.0 3.0 3.4 3.6

50～99人 5.2 5.4 5.8 6.5

100～299人 9.7 10.1 14.6 14.1

300～999人 21.2 29.5 28.6 42.6

1,000人以上 119.0 47.3 76.0 84.7

資料：経済センサス-基礎調査、経済センサス-活動調査より筆者作成
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ロナ禍の影響を大きく受けていた時期である

が、下落への転換は、それ以前の2010年代半ば

には始まっていたようにもみえる。付加価値額

では2012年が単独事業所428万円、本所と支所

の合計は445万円とあまり違いがなく、2016年

には少し離れたものの、2021年には461万円と

468万円とほとんど差がなくなった （表 9）。企

業の規模の違いによって、大きかった売上金額

の差は縮まりつつあり、付加価値額ではほとん

ど差がなくなっている。ここから、2010年代半

ば以降、規模の大きな企業の業績が悪化してい

るようにも読み取れる。

ただし、この計算にはあいまいな点もある。

たとえば2012年調査の売上金額は2011年 1年

間のものであり、これを割る従業員数は2012

年の数値である。表 7の 1人あたり売上金額と

表 8の各年の総数の 1人あたり売上金額を比較

すると、5％ほどの誤差が生じているが、これ

は表 8のこうした問題に起因すると考えられ

る。それでも、大まかな動向をとらえることは

可能であろう。

また、全事業所の売上金額から葬儀業の市場

規模の推移を明らかにできるとも考えられるが、

事業所の総数が図16と合致しないなど実際に

は問題が多く、この資料だけでは困難である。

６）  単一事業所企業と複数事業所企業の１人あ

たり売上金額、付加価値額

表 8、9とほぼ同じ内容の表であるが、単一

事業所企業と複数事業所企業に分けて、従業者

５）  単独事業所、本所、支所別の従業者１人あ

たり売上金額、付加価値額

サービス業において生産性を上げる必要性を

説く声は止むことがない。その一例は経済産業

省「サービス生産性レポート （2022年 3月）」5）

にみることができる。本稿では生産性向上の議

論には深入りしないが、生産性の分析指標とし

てよく利用される付加価値についての統計を取

り上げる。付加価値は個々の企業が新しく付け

加えた価値のことで、大まかにその企業の売上

高から他の企業から購入した額を引いた残りで

ある。定義はさまざまあるが、この調査では、

　（純）付加価値額＝売上（収入）金額

　　　　　　　　　 －費用総額＋給与総額

　　　　　　　　　 ＋租税公課

　粗付加価値額＝純付加価値額＋減価償却費

で求めている。

単独事業所と、本所と支所の数値を合計した

ものを比較することで、規模の大小で分けた企

業の状況を比較することができると考えて、そ

れぞれの売上高、付加価値額を従業者数で割

り、1人あたりの売上金額と付加価値額の経年

変化をそれぞれ表 8と表 9に表した。

売上金額では、単独事業所ではどの年も1200

万円台で大きな変化はなかったのに対して、本

所と支所の合計は、2012年の2019万円から2014

年には2294万円まで上昇し、2016年以降は逆

に1800万円台 （2016年）、1600万円台 （2021年）

と大きく下落した （表 8）。2021年の数値のう

ち売上金額は2020年の1年間のものであり、コ

表７　従業者１人あたり売上金額

事業所数 従業者数（人）
売上（収入）金額
（百万円）

従業者 1人あたり売上
（収入）金額（万円）

2014年 6,813 67,981 1,288,141 1,987

2016年 8,518 77,448 1,305,605 1,805

2021年 9,865 80,484 1,248,784 1,645

資料：経済センサス -基礎調査、経済センサス -活動調査
注：売上 （収入） 金額、従業者 1人あたり売上 （収入） 金額はそれぞれ前年の結果
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表８　単独事業所・本所・支所別の１人あたり売上金額の推移

事業所数
（事業所）

従業者数
（人）

売上（収入）金額
（百万円）

従業者１人あたり
売上金額（万円）　

2012年総数 6,116 63,738 1,078,930 1,692.8
　　単独事業所 3,206 26,550 328,021 1,235.5
　　本所・本社・本店　A 705 16,125 225,223 1,396.7
　　支所・支社・支店　B 2,205 21,063 525,687 2,495.8
　　A＋B 2,910 37,188 750,910 2,019.2

2014年総数 6,813 67,981 1,288,141 1,894.9
　　単独事業所 3,388 25,541 314,381 1,230.9
　　本所・本社・本店　A 544 12,710 184,663 1,452.9
　　支所・支社・支店　B 2,881 29,730 789,097 2,654.2
　　A＋B 3,425 42,440 973,760 2,294.4

2016年総数 8,518 77,448 1,305,605 1,685.8
　　単独事業所 3,458 25,303 318,517 1,258.8
　　本所・本社・本店　A 866 16,894 215,221 1,273.9
　　支所・支社・支店　B 4,194 35,251 771,867 2,189.6
　　A＋B 5,060 52,145 987,088 1,893.0

2021年総数 9,865 80,484 1,248,784 1,551.6
　　単独事業所 3,527 23,308 292,583 1,255.3
　　本所・本社・本店　A 924 17,763 190,774 1,074.0
　　支所・支社・支店　B 5,414 39,413 765,427 1,942.1
　　A＋B 6,338 57,176 956,201 1,672.4

資料：経済センサス-活動調査、経済センサス-基礎調査より筆者作成
注：事業所数や従業者数は、図16、17と大きく異なる年もあるが、元資料をそのまま利用した

表９　単独事業所・本所・支所別の１人あたり付加価値額の推移

事業所数
（事業所）

事業従事者数
（人）

付加価値額
（百万円）
※注

事業従事者1人あた
り付加価値額（万円）

※注

2012年総数 6,742 79,896 351,021 439.3 
　　単独事業所 3,206 27,135 116,256 428.4 
　　本所・本社・本店　A 797 17,921 88,740 495.2 
　　支所・支社・支店　B 2,739 34,840 146,025 419.1 
　　A＋B 3,536 52,761 234,765 445.0 

2016年総数 8,488 79,441 390,131 491.1 
　　単独事業所 3,458 25,796 120,942 468.8 
　　本所・本社・本店　A 949 18,215 89,440 491.0 
　　支所・支社・支店　B 4,081 35,430 179,749 507.3 
　　A＋B 5,030 53,645 269,189 501.8 

2021年総数 9,727 82,353 384,280 466.6 
　　単独事業所 3,527 23,908 110,441 461.9 
　　本所・本社・本店　A 994 19,116 83,507 436.8 
　　支所・支社・支店　B 5,206 39,329 190,332 483.9 
　　A＋B 6,200 58,445 273,839 468.5 
資料：経済センサス-活動調査より筆者作成
※注　2012年、2016年は付加価値額、2021年は純付加価値額であるが、両者の算出方法に違いはない
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いがなく、コロナ禍のさなかでは規模の大きい

企業のほうが逆に低くなっていたことになる。

この計算にも、5） と同様の問題がある。た

だし、付加価値率だけは、2015年の売上金額と

付加価値額を使っており、2015年の数値という

ことができる。2021年の調査についても同様に

2020年の数値といえる。

７）業種別の立地環境特性

2021年の経済センサス-活動調査では、店舗

などの立地特性についても集計している。コロ

ナ禍との関係はあまりないが、地理学として興

味深いテーマであるので、ここで確認しておき

たい。調査は、地域を大きく、商業集積地区、

オフィス街地区、住宅地区、工業地区、その他

地区の 5つに分類し、商業集積地区はさらに駅

周辺型商業集積地区、市街地型商業集積地区、

住宅地背景型商業集積地区、ロードサイド型商

業集積地区、その他の商業集積地区の 5つに分

数、売上金額、付加価値額が集計されているの

で、ここから付加価値率 （付加価値額÷売上金

額）、1人あたり売上金額、1人あたり付加価値

額を計算で求めた6）。表10が2016年、表11が

2021年の数値であるが、売上金額と付加価値額

はそれぞれその前年 1年間の額である。2016年

は 1人あたり売上金額が単一1,258万円と複数

1,585万円であり、表 8の同じ年の数値と比較

しても差が小さかった。同年の 1人あたり付加

価値額は単一と複数でほぼ一致し、付加価値率

は単一事業所企業のほうが高かった。これは規

模の小さな企業のほうが付加価値の高いサービ

スを提供していることを表している。2021年も

同様の結果が現れており、1人あたりの付加価

値額も単一事業所企業のほうが高くなってい

た。5） と 6） の結果からは、この 2つの年の調

査では、規模の大きな企業は、小さな企業に比

べて 1人あたり売上金額は大きいものの、1人

あたり付加価値額はコロナ禍以前はどちらも違

表10　単一事業所企業と複数事業所企業の売上高、付加価値額 （2016年）

企業等数
従業者数
（人）

売上（収入）
金額

（百万円）

付加価値額
（百万円）

付加価値率
従業者 1人
あたり売上
金額（万円）

従業者 1人
あたり付加
価値額　　
（万円）

総数 4,516 78,480 1,161,370 375,451 0.32 1479.8 478.4

単一事業所企業 3,458 25,303   318,504 120,942 0.38 1258.8 478.0

複数事業所企業 1,058 53,177   842,866 254,509 0.30 1585.0 478.6

資料：経済センサス -活動調査 （2016年） より筆者作成
注：売上 （収入） 金額、付加価値額の調査年は2015年

表11　単一事業所企業と複数事業所企業の売上高、付加価値額 （2021年）

企業等数
従業者数
（人）

売上（収入）
金額／経常
収益　　　
（百万円）

粗付加価値
額（百万円）

純付加価値
額（百万円）

付加価値率
従業者 1人
あたり売上
金額（万円）

従業者１人
あたり付加
価値額　　
（万円）

総数 4,658 80,745 1,135,237 419,227 367,917 0.32 1406.0 455.7 
単一事業所企業 3,527 23,308 292,583 122,044 110,441 0.38 1255.3 473.8 
複数事業所企業 1,131 57,437 842,654 297,183 257,475 0.31 1467.1 448.3 

資料：経済センサス -活動調査 （2021年） より筆者作成
注： 付加価値率、従業者１人あたり付加価値額の計算には純付加価値額を使用した売上 （収入） 金額、粗付加価値額、純付加価
値額の調査年は2020年
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区分に特性付けされない商業集積地区。

オ フィス街地区…用途地域のうち商業地域及

び近隣商業地域であって、上記商業集積地

区の対象にならない地区。

住宅地区…用途地域のうち住居地域。

工 業地区…用途地域のうち工業専用地域、準

工業地域、工業地域。

そ の他地区…市街化調整区域と、上記の区分

に特性付けされない地域。

小売業計、飲食サービス業計、生活関連サー

ビス業計、結婚式場業、葬儀業について比較で

きるよう並べ、図18に示した。葬儀業では、

他業種に比べて駅周辺型や市街地型の商業集積

地区には事業所が少なく、住宅地区、工業地区

などに多い傾向がみられる。さらに事業所の売

上金額による比較や従業者数による比較も可能

だが、葬儀業では事業所数との大きな違いはみ

られなかった。

類して、全部で 9つの地区のどこに事業所が立

地しているか、さらにその事業所の従業者数や

売上金額を集計している。各地区の定義は、

商 業集積地区…用途地域のうち商業地域と近

隣商業地域で、商店街を形成している地

区。

 駅 周辺型商業集積地区…JRや私鉄などの

駅周辺に立地する商業集積地区。原則と

して地下鉄や路面電車の駅周辺を除く。

 市 街地型商業集積地区…都市の中心部（駅

周辺を除く）にある繁華街やオフィス街

に立地する商業集積地区。

 住 宅地背景型商業集積地区…住宅地又は住

宅団地を後背地とする商業集積地区。

 ロ ードサイド型商業集積地区…国道、主要

道路の沿線を中心に立地している商業集

積地区。

 そ の他の商業集積地区…観光地や神社・仏

閣周辺などにある商店街など上記 4つの

図18　業種別の立地環境特性
資料：経済センサス -活動調査 （2021年）
注：生活関連サービス業計には、リネンサプライ業，火葬・墓地管理業を除く

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ために、正社員以外の従業者を増やして対処す

るという手法は、この時期から困難になってい

たのではないだろうか。

こうした業績の苦境に追い打ちをかけたの

が、コロナ禍であった。したがって、これまで

のやり方を続けるだけでは、コロナ禍による業

績の悪化は回復できたとしても、それ以上の改

善は難しい。

こうしたときに考えられることの 1つは、企

業の規模拡大であろうが、近年、葬儀業におい

ても企業買収が話題になっている。2023年に

は東証スタンダード上場の葬儀会社ティアが、

大阪府内と愛知県内の地域の有力葬儀社を買収

し7）、2024年には東証プライム上場で傘下に業

界大手の公益社などの葬儀社をもつ燦ホール

ディングスが、東証グロース上場のきずなホー

ルディングス （現在は上場廃止） を買収した8）。

ただ、従業者 1人あたりの売上金額や付加価

値額をみると、近年は規模の大小によって、こ

れらの金額に大きな差がつくとは言えなくなっ

ている。これがコロナ禍によるものか、そうで

ないのかはまだよくわかっておらず、今後の検

証が必要だろう。企業買収の成否も明らかにな

るのはこれからであり、さらに統計データその

他の検討を続けていく必要がある。

また当然のことながら、葬儀は依然として地

域差も大きく、その地域の葬儀慣習によって葬

儀業の事業運営もさまざまであろう。各地の取

り組みとその成果を明らかにしていくことも重

要である。

注

 1） のちに透明のものも登場したが、当初は袋越しに

は中を見ることができず、故人との対面もできな

かった。

 2） 髙瀨（2021）は、グリーフケアを「喪失の悲嘆か

らの回復」とし、葬儀の小規模化、簡素化によっ

てグリーフケアに関して外部からのサポートが得

難い状況が生まれることになるだろう、と述べて

いる。

．考察

ここまで、主に2000年以降の葬儀の変化と、

コロナ禍による葬儀の変化を分け、両者の関係

を明らかにしていくことを目指して、まず政府

統計の調査結果を検討してきた。そのなかで、

2010年代半ばに1つの転換点があった可能性が

示された。この時期、表 8にあるように、とく

に規模の大きな企業の従業者 1人あたりの売上

金額が下落しはじめた。図17では、葬儀業従

業者数が2014年をピークとして減少に転じて

おり、2016年の従業者数は、コロナ禍のさな

かにある2021年の従業者数とほとんど変わら

なくなっていた。2016年の従業者数のここまで

の減少の要因は明らかではないが、図 3から

は、事業所数とともに大きく伸びていた正社員

以外のパート・アルバイトの従業者数が横ばい

に変わった時期が2010年代の半ばだったこと

がわかる。図 9をみると、取扱件数の減少に

よって下落した時期もあるものの、正社員の 1

人あたり売上高は、ほぼ上昇を続けていたが、

2010年代半ば以降は直線的な下落となっている。

このかん、葬儀が小規模化・簡素化している

と言われ、葬儀1件あたりの売上高 （図 7） も

一時期を除いて長期にわたって下落を続けてき

ていた。それでも、2010年代の半ばまでは規模

の大きな企業の従業者 1人あたり、あるいは正

社員の 1人あたり売上高は上昇していた （表 8、

図 9）。いっぽう、2010年代に入って、パート・

アルバイトなど正社員以外の従業者の割合は正

社員とほぼ同数となり、それ以降、両者の割合

は変化がなかった （図 4、5）。これはあくまで

も仮説であるが、2010年代半ば以降、たとえ

ば人手不足から採用できなくなった、あるいは

業務管理上の理由などによって、それまで増や

してきたパート・アルバイト従業者を大きくは

増やせなくなってしまった。葬儀 1件あたりの

売上高が下落するなかで、増加する取扱件数に

対応し、さらに多様化するサービス提供を行う
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金沢佳子（2023）コロナ禍の葬送 : 地方紙「おくやみ」

欄 : 2020年～2022年夏の考察から．千葉大学大学

院人文公共学府研究プロジェクト報告書378，27-

43.

金沢佳子（2024）コロナ禍による葬送の変容 : 茨城新

聞を中心に、近隣県紙「おくやみ」欄調査から．

茨城県近現代史研究８，89-101.

髙瀨顕功（2021）新型コロナウイルスがもたらした寺

院活動への影響 : 寺院向けウェブ調査より．宗教

と社会貢献11-1，31-52.

髙瀨顕功（2022）コロナ禍における葬送儀礼の変化と

その影響．宗務時報126，50-63.

田中大介（2022）COVID-19と葬儀業．浮ケ谷幸代他編

『現代日本の「看取り文化」を構想する』東京大学

出版会，347-367.

田中大介（2023）オンライン葬儀の需要と可能性：情

報化による職能実践と儀礼実践の変容（その２）．

冠婚葬祭総合研究所論文集（令和 4年度），63-71.

玉川貴子（2024）「新型コロナ禍」という言説と都市部

の葬儀・火葬の問題．冠婚葬祭総合研究所論文集

（令和 5年度），74-85.

藤岡英之（2018）喪家による葬儀の場所選択の変容―

1990年代以降における「下野新聞」お悔やみ欄の

分析から―．人文地理70 （1），49-71.

藤岡英之（2019）葬儀の場所の変化とその社会的背

景．国士舘大学地理学報告27，23-36.

藤岡英之（2023）葬祭業のサービス産業化と葬儀会館

の立地拡大．国士舘人文科学論集4，29-54.

 3） 総務省統計局「（参考）経済構造統計の体系的整備

の進展」（https://www.stat.go.jp/data/e-census/guide/

about/sankou_keizai.html）（2024年11月9日閲覧）

 4） 2010年基準の数値が公開されたのは、2016年1月

からである。

 5） 経済産業省「サービス生産性レポート（2022年3

月）」（https: / /www.meti .go. jp /press/2021/03/ 

20220328005/20220328006-1.pdf）（2024年11月29日

閲覧）

 6） 2014年経済センサス－基礎調査では、付加価値額は

調査されていない。

 7） 株式会社ティア「株式会社NSSK-VV3及び株式会

社NSSK-TTの株式の取得（子会社化）完了に関す

るお知らせ（開示事項の経過）」（https://ssl4.eir-

parts.net/doc/2485/tdnet/2365826/00.pdf）（2024年11

月10日閲覧）

 8） 燦ホールディングス株式会社「株式会社きずな

ホールディングス（証券コード：7086）の株券等

に対する公開買付けの結果及び子会社の異動に関

するお知らせ」（https://www.san-hd.co.jp/files/news/

management/20280828.pdf）（2024年11月10日 閲

覧）
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2023年度 国士舘大学大学院 地理・地域論コース 修士論文要旨

横浜中華街のイメージの変遷について
―新聞記事のテキストマイニングによる分析を用いて―

潘　　夢

日本が観光立国へと歩を進める中、多くの地域が地域振興を目指し、従来のイメージを再構築する

必要に迫られている。本研究対象としての横浜中華街は地域の発展と文化的特徴を理解する上で貴重

な事例となっている。現在の横浜中華街は日本と中国の文化交流の重要な象徴とされ、横浜市の観光

名所としても有名である。百年前の横浜中華街は「南京町」と呼ばれ、外国人居留地の一角に過ぎな

かった。その百年間に、イメージに大きな変遷があった。しかしながら、現在に至る横浜中華街の変

遷に関する研究はまだなされていない。そのため、この街のイメージの変遷に関する研究は十分に意

味があると考えられる。

本研究の目的は、横浜中華街のイメージが過去一世紀にわたり、どのように変化してきたのかを明

らかにすることにある。また、横浜中華街が初期のマイナスなイメージを脱却し現在の観光名所へと

変貌を遂げた過程、その過程における重要な時点や、地域の文化的・社会的・経済的要因について明

らかにする。研究方法としては、朝日新聞と読売新聞のデータベースを利用した。これらの新聞記事

を対象として、テキストマイニングと言説分析を組み合わせたアプローチを採用し、横浜中華街のイ

メージが各時期にどのように形成され、変化してきたかを詳細に分析した。

その結果として、横浜中華街のイメージは以下のような5つの段階に分けられることがわかった。

第 1期 （1888-1910） では、当時の清朝中国の後進性と中華街住民の低い素養が原因で、中華街は外部

から鄙びた視線で見られていた。ここは阿片の温床であるとの悪印象があった。それと同時に、地元

の華僑は定期的にさまざまな祝祭を開催しており、異国情緒が溢れていた。第 2期 （1911-1944） で

は、中国国内の辛亥革命などの政治的事件が横浜中華街内の革命的混乱を引き起こし、当時の新聞で

は、地元の華僑が革命の勝利を祝う様子が頻繁に報じられた。第 3期 （1945-1970） では、戦後初期の

混乱によって横浜中華街の印象は歴史上最悪の状態に達した。外的な要因として、横 は当時重要な

国際港であり、日本が戦後すぐに港の管理を行えない状況で、様々な麻薬や密輸品が船で中華街に運

ばれた。また、当時アメリカ軍が横 地区を管轄していたため、中華街は戦勝国として管理される必

要はなかったものの、アメリカ軍の影響を受けた。外人のバーが街内に大量に開店し、関羽廟周辺に

も多くのバーがあった。また、街の内部の政治思想の対立により、地域のイメージを変える努力もで

きなかった。

しかしその後イメージは変化し始めた。第 4期 （1971-1990） は観光の萌芽期である。1960年代にア

メリカ軍が撤退し、横浜中華街の近くに路面電車が開通し、隣接する元町との一体化計画が進められ

たことで、少しずつイメージが改善された。この時期に観光業が芽生え始めたが、1972年に中日が外

交関係を回復した後、中国ブームが爆発し、横浜中華街は観光地として広く知られるようになった。

その後、1980年代後半に中国国内の改革開放に伴い、多くの中国人が中華街に定住した。さらに、

街内部の政治思想の対立が緩和され、観光開発期に入った。第 5期 （1991-2022年） は、観光イメージ

の定着期と言える。この時期に横浜中華街では、インフラ面での発展が進み、関帝廟の再建や様々な

中国風格の建築物の建設が行われた。これにより、中華街は中華主題のテーマパークのような雰囲気

を形成し始めた。多くの建築物が中国風に改装され、中国風のトイレや門が導入された。また、横浜

中華街の地域振興団体と横浜市政府は、中華街の各種伝統文化活動を重視している。例えば、中国の

伝統的な春節や、2004年には媽祖廟の建立を祝って媽祖祭が開始された。これらイベントと建物要素

が組み合わされている。これにより、横浜中華街の中国風のイメージが一層強化された。
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 氏　　名 　　　　　　　　　　　題　　目

小林　竜也 経営移管後の第三セクター鉄道の利用促進とマイレール意識の醸成

 　―えちごトキめき鉄道を事例として―

西原　直哉 収穫体験型観光農園を実施する農家の経営実態

 　―神奈川県湘南地域における「イチゴ狩りを事例に」―

小松　海聖 地方の鉄道における地元住民からの認識

 　―銚子電鉄と JR総武本線・成田線を事例に―

関根　康介 千葉県印西市における中・大型哺乳類の分布と獣害対策

小林　丈留 手賀沼流入河川魚類群集の分布と環境条件

萩原　龍斗 神奈川県横須賀市におけるコンビニエンスストアの立地地点と取扱商品

越場　勇斗 プロ野球独立リーグの一球団の事業構図とスポンサー企業との連携

 　―神奈川フューチャードリームスを事例に―

畠山　敬多 地域鉄道の現状と課題―滋賀県近江鉄道を例に―

堀野　滉朗 甲府で発現した強風について―周辺地域にも着目して―

大森　雄義 温浴施設の立地特性と廃業後の土地利用―広島県広島市を例に―

奥山　椋太 千葉県勝浦市と鴨川市における夏季の気温特性

海老澤　桃菜 地域資源の活用とリノベーションまちづくり―埼玉県草加市を事例に―

中山　英明 神社周辺住民にみる信仰形態の差異

 　―群馬県伊勢崎市小泉町小泉稲荷神社を事例に―

遊佐　恵多 北関東におけるビジネスホテルの立地特性

田島　規覇也 千葉県栗山川中流域の湿地群における訪花昆虫群集とその環境条件

内木　史也 2005～2024年における店舗別、都道府県別にみた百貨店の立地変化

串田　紘一 土地被覆が水質に与える影響について―利根川水系大堀川・大津川を比較して―

内倉　彩希 空中写真を用いた海岸線の変化抽出―5つの地域の砂浜海岸に着目して―

小泉　敦哉 長野県におけるコワーキングスペースの立地展開

森山　愛 飛騨高山における朴葉味噌の商品化と流通ネットワーク

國末　悠真 デザインマンホールに用いられるモチーフとその地域性

本多　剣士 茨城県中南部における海浜植生の成帯構造とその変遷

 　―とくに東日本大震災前後に着目して―

中西　広大 川口市におけるスーパーマーケットの立地展開

古村　光世 長野県飯山市戸狩温泉スキー場における積雪と気象条件からみた雪崩の発生

渡辺　康太 霞ヶ浦の湖風が茨城県土浦市の気温分布に与える影響

奥澤　瑛実子 土砂災害危険箇所の曝露人口の推移―鳥取県を例に―

北澤　太智 函館本線廃止に伴う余市町とその周辺地域への影響

青木　悠 近年の韓流ブーム下での「新大久保コリアタウン」の変容とSNSの関連性

葛西　智哉 女性向けファッション雑誌と街のイメージの関係性について―渋谷を例に―

2023年度 国士舘大学 地理・環境コース 卒業論文題目
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大澤　美帆璃 高輪ゲートウェイ駅開設に伴う駅周辺開発が土地利用変化に及ぼす影響

飯島　麻奈美 東京都新宿区戸山二丁目における都心の限界集落と世帯構成の変化

松下　将宗 微地形が河川の氾濫による浸水に与える影響―雄物川を例に―

岡本　悠佑 世界遺産登録に関する住民意識について

 　―「古都鎌倉の寺院・神社ほか」を事例に―

齊藤　大己 戸田市における認可保育所の分布特性

田口　滉太 東京都葛飾区の江戸川付近におけるアブラコウモリの分布と環境条件

長島　あんり 千葉県の地域別に見る降水特性

伊佐　凜太朗 旭川市における家具産業の縮小と現況

関根　駿太 温暖化が及ぼす台風と生物季節の関係

 　―エルニーニョ・ラニーニャ現象に着目して―

髙見　青吾 「インスタ映え」する風景画像の特性―鎌倉市の観光地を事例に―

大辻　寛也 複数要素から分析した斜面崩壊の特徴について

 　―令和元年台風19号における宮城県丸森町を事例に―

塚原　寛之 横浜DeNAベイスターズのイメージと横浜のイメージとの関連性について

鈴木　遥斗 東京都における風俗宿泊施設の立地分析―JR山手線駅周辺エリアを中心として―

永田　翔大 歴史的町並みの景観保存と住民意識

 　―栃木市嘉右衛門町重伝建地区を事例として―

山海　世鼓 茨城県つくば市におけるカフェ・喫茶店の立地展開

田中　良憲 神奈川県愛川町におけるエスニックビジネスの分布と展開

上田　恒太 神奈川県海老名市における怪異と地蔵の分布および境界性

千葉　柾英 神奈川県鎌倉市におけるコインパーキングの立地展開と料金設定

西山　真由 神戸における多文化共生の変遷―雑居地内の宗教施設に着目して―

綾部　勘太 着地型観光を通じた景観保存と住民意識―茨城県桜川市真壁町を事例として―

井田　海斗 埼玉県都幾川における河辺植生とその環境要因

長谷川　裕亮 東京都大田区における飲食店の立地展開

伊藤　心 地域振興における朝市の位置づけ―「葉山マーケット日曜朝市」を事例に―

島　颯斗 JR北海道 函館～札幌間における鉄道変遷―時刻表検証を用いて―

花谷　将基 プロ野球来場者の購買行動における消費金額と属性との関係

 　―エスコンフィールドHOKKAIDOと神宮球場を事例に―

村河　希望 千葉県東部夷隅地域における海食崖侵食に関する研究

長島　由香 樹木の生育の違いから評価する微地形ごとの地表環境や地形プロセス

長谷川　拓海 完新世荒川扇状地の発達過程の追跡―メッシュマップを用いた解析―

吉田　太郎 池袋チャイナタウンにおける旧・新華僑のエスニックビジネス

 　―コロナ期間を通じた変化に着目して―

山口　舞緒 東京（池袋）、名古屋（椿町）、大阪（日本橋）における趣味の商業集積の特徴と

 　店舗の分布ついて

會澤　智弘 GISを活用した神奈川県と東京都の潜在的水害脆弱地域の抽出
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井上　輝星  埼玉県久喜市鷲宮地区における屋敷林の分布とその変遷、構成樹種、及び住民意

識について

鈴木　舜也 下北沢の古着屋の立地展開と特性

落部　功大 ウクライナ・カホフカダム決壊に伴う浸水被害と農業への影響

 　―衛星画像と正規化水、植生指数を用いた分析―

大橋　鋼 多摩丘陵における大規模宅地造成―時間的・空間的の変化に着目して―

平本　亜由香 日本の長期的な気温の変動について

大橋　一真 土砂災害被害建物の建築年代の分布と土砂災害警戒区域の相関

坂田　洋輔 河床縦断図からみた日本の地形区の特徴

関野　寛太 荒川河川敷の変遷　1976年～2022年を比べて

平野　紘基 千葉県における百円ショップチェーンの立地展開

鈴木　紀生 ご当地駅メロディに使用される楽曲の地域性について
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